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第１

△
雪

務報 告

４月７日

４月15日
～２１日

諸橋会長、曰医羽田新会長と懇談協力体制の維持確立にて意見が一致

ＩＨＦ国際病院連盟と日病の主催のもとＩＨＦスペシャル・スタディ・ピジットを開催

17カ国41人の参加で虎の門病院他を視察研究

病院診療研究会、国立療養所村山病院にて開催５９年度の研究会スタート

ＩＨＦ国際病院連盟の地域会議がソウルで開催

諸橋会長“日本の健康保険制度”を講演

春の叙勲・褒章の発表

本会推せんの小野肇理事、勲四等旭曰小綬章を受章

「日本病院会三十年史」「信頼される我が病院づくり」発刊

諸橋会長、『将来の医師需給に関する検討委員会』に委員として出席

小野肇理事の叙勲祝賀会をダイヤモンドホテルで開催

定期総会にて昭和58年度事業報告･収支決算報告と併せて理事補選､代議員交替、日医羽

田会長の顧問委嘱を承認

又、「国民医療を守るため、健保改正案に関し、かく考える」を決議

帝国ホテルで、引き続き、本会創立33周年記念式典を挙行

厚生大臣表彰は阿久津慎顧問他29名会長表彰は秋山都美さん他126名

「国民医療を守るため、健保改正案に関し、かく考える」を関係国会議員300人に提出、

要望

諸橋会長、自民党・医療基本問題調査会に出席

各種保険の一元化、退職者医療制度の確立等健康保険制度の見直し、原価割れ病院診療

報酬の是正の意見開陳

’84国際モダンホスピタルショウを池袋サンシャイン文化会館で開催、入場者26,560

人

日本病院共済会、東条会館にて創立10周年記念祝賀会を開宴

諸橋会長、旭市の名誉市民に

通信教育開講

診療録管理通信教育第25期生73名、メディカルクラーク通信教育第９期生51名

事務長養成課程通信教育第７期生に17名が入学

四病団、税制要望を関係方面へ医療法人の法人税率の軽減他

四病団、自民党・医療基本問題調査会に出席､医療法の一部改正で意見具陳

４月17日

４月23日
～27日

４月29日

４月30日

５月18日

５月28日

５月29日

６月５日

６月８日

６月１５日
～１７日

６月16日

７月１日

７月１日

７月７日

７月18日

－１－



８月４日
～５日

８月11日

病院長セミナーをダイヤモンドホテルで開催、203名の参加者をみる

医療とニューメディアを考える会と共催で、大阪ＹＭＣＡホールにて、シンポ唾医療と

ニューメディア”を開催

総婦長セミナーをコクヨホールで開催、141名の参加をみる

第25回日本人間ドック学会が愛知県産業貿易館で岡山義雄学会長のもと、550名の参加

者をもって開催。一般演題過去最高の56題

諸橋会長、福岡県病院協会で招聰講演

本会顧問で、政治連盟委員長、野村秋守先生逝去、同月27日合同葬

健保法改正に伴う実務者向け説明会の開催（東京：東医健保会館）

諸橋会長、和歌山県病院協会で招贈講演

健保法改正に伴う実務者向け説明会を神戸、西山記念会館で開催

病院診療報酬適正化推進会議が病院診療報酬改正要求書を関係者に提出

健保法改正に伴う実務者向け説明会を東京、番町共済会館で開催

厚生省吉村事務次官以下保険局幹部と正副会長懇談、当面の医療政策について意見交換

|｢国立病院･療養所再編成問題懇談会｣が初会合を開催､諸橋会長が委員として出席

北米視察団出発

第10回日本診療録管理学会が高橋政旗学会長のもと杏林大学医学部講堂で開催、参加者

873名。特別講演としてロマリンダ大学、マーガレット．ジャクソン女史による⑪米国

の大学における病歴管理士養成課程のカリキュラムについて',

ＩＨＦ実行委員会がロンドンで開催、河野副会長出席

医療紛争防止のための研修会福島で開催

秋の叙勲・褒章の発表

本会推せんの前会長内藤景岳顧問が動三等旭日中綬章を受章、竹本副会長が藍授褒章を

受章

財団法人日本顕彰会の社会貢献表彰者に本会推せんの外□正枝氏（国保旭中央病院検査

科技師長）が受章

第34回日本病院学会が近藤慶二学会長のもと高知県民文化ホールで開催、主テーマ“激

動下における明日の病院”のもと６，０００人が参集

病院大会を病院診療報酬適正化推進会議の主催で砂防会館ホールで開催、病院診療報酬

の9.6％の改定ならびに事業税の非課税措置の継続を決議参加者1,137名

内藤前会長の動三等旭日中綬章、竹本副会長の藍綬褒章の受章、諸橋会長の旭市名誉市

民推挙の祝賀会開催

８月23日
～２４日

８月24日
～２５日

８月28日

９月４日

９月12日

９月13日

９月15日

９月１７日

９月22日

10月３日

10月５日

10月９日
～２０日

10月11日
～１２日

10月１９日

10月28日

11月３日

11月６日

11月８日
～９日

11月22日

11月24日

－２－



11月27日 公正取引委員会公聴会に池谷常任理事が公述人として出席

医療用医薬品卸売業における景品類の提供の制限に関する公正競争規約及び同施行規則

の認定について意見披露

韓国研修団来訪、国立病院医療センター他を視察研修

諸橋会長、羽田曰医会長と幸田厚生省保険局長、行天ＮＨＫ解説委員と医療保険制度に

ついて意見交換

病院幹部医セミナーを番町グリーンパレスで開催

賃金専門委員会による医療従事者の賃金実態調査がまとまる１１８施設より回答

諸橋会長、川崎市病院協会で招聰講演

教育委員会開催、研究会の上半期の反省と昭和60年度実施大綱検討

診療報酬改定をひかえ、中医協、厚生省に対して入院時医学管理料の引き上げ他を要望

スウェーデン訪日団来訪国立循環器病センター等を視察

四病団、医療法改正に向け統一見解表明、２９日日医に対して決議提出

病院概況調査まとまる回答病院998施設

事務長セミナーを食糧会館で開催参加者107名

諸橋会長、愛知県病院協会で招聰講演

日本病院会政治連盟常任幹事会開催、議員連盟の受けⅢについて検討

診療報酬改定説明会を東京・北区公会堂で開催

同説明会を神戸、灘生協文化会館にて開催両開催で1,200人が参加

第一線リーダー研修会を京都タワーホテルで、２４名の参加のもと開催

健保連と将来の人間ドックのあり方、短期人間ドック健診料について会談

諸橋会長、ＮＨＫ「今医師と考える」に出演。よい医師とは、を強調

諸橋会長、長崎県医師会の招聰により"医療費改訂とこれからの病院経営”を講演

日本病院会政治連盟幹事会に林義郎衆議院議員、中山太郎、大浜方栄参議院議員出席

現在の医療事情に対する自民党の基本姿勢と今後の本会政治連盟の活動方針を示唆

千葉県支部の総会を千葉京成ホテルで開催

『看護制度検討会』が初会合を開催、諸橋会長が委員として出席

予算総会開催

会費額の一部改定、昭和60年度事業計画、収支予算、５９年度補正予算を承認‘

引き続き、厚生省病院管理研究所長佐分利輝彦本会顧問による特別講演“医療費適正

化と病院経営”を実施

11月３０日
～７日

12月４日

12月15日

12月20日

12月19日

12月21日

12月27日

１月９日
～１２日

１月18日

１月20日

１月25日
～２６日

１月29日

２月15日

２月19日

２月21日

２月21日
～２３日

３月４日

３月９日

３月９日

３月14日

３月19日

３月22日

３月23日

－３－



庶務・人事

叙勲・褒章（会員病院）

４月29日☆動二等瑞宝章

北原哲夫（元東京逓信病院長.７０・東京）

☆動三等瑞宝章

稲田龍一（元東京都立墨東病院長・７１・東京）

鈴木辰四郎（元長野赤十字病院長.７１・長野）

内藤行雄（和歌山赤十字病院長．７６・和歌山）

服部貞治（元新潟県立新発田病院長．７０・新潟）

☆勲四等旭日小綬章

小野薑（大口東総合病院理事長・７０・神奈川）

☆勲五等瑞宝章

小島カツ（元福岡県立遠賀病院総婦長・６０・福岡）

佐藤清蔵（元山形県立中央病院中央検査部臨床検査技師長．６２・山形）

篠沢富美子（元三重県立総合塩浜病院総婦長・６１・三重）

清水紀子（元東京都立豊島病院看護科長.６０．東京）

須山照子（元鳥取県立中央病院総婦長・５８・鳥取）

依田清子（元山梨県立中央病院総婦長・５６・山梨）

☆勲六等単光旭曰章

石川豊（元佐々木病院診療放射線技師・７１．神奈川）

☆勲六等宝冠章

青木（まま（元藤枝市立志太総合病院第二看護科長.６２・静岡）

土井俊子（元県西部浜松医療センター総婦長・６４・静岡）

中野光子（元松下病院総婦長・６４・大阪）

西崎歌子（元東京都立台東病院看護科長.５９・東京）

三原説子（元沖縄県立中部病院婦長・６０・沖縄）

宮尾恵美子（長浜赤十字病院看護部長・６２・滋賀）

☆勲六等瑞宝章

西道美代子（小坂病院看護主任・５８・大阪）

根本一蔵（元秋田赤十字病院検査部技師長・６５・秋田）

☆勲七等青色桐葉章

永原進（元島根県立中央病院中央検査科副技師長・６１・島根）

－４－



☆黄綬褒章

横山麗子（国立療養所長島愛生園看護助手●５１・岡山）

☆藍綬褒章

福田良平（市立小樽病院長．６５・北海道）

11月３日☆動二等旭曰重光章

澤崎博次（元関東逓信病院長.７３Ｊ東京）

☆動三等旭日中綬章

内藤景岳（総合病院南大阪病院長.７１・大阪）

☆動三等瑞宝章

士屋定敏（松山赤十字病院長.７０・愛媛）

村田清（市立伊勢総合病院長.７０・三重）

森徳松（元新潟県立六日町病院長.７０・新潟）

☆勲四等旭日小綬章

酒井義昭（富山赤＋字病院長.７１・富山）

☆勲四等瑞宝章

寺田清（元弘前市立病院長.７５・青森）

豊田哲夫（元東京都立大塚病院長.７０・東京）

瓢武二郎（元健保宮城第二病院長・７１・宮城）

☆勲五等瑞宝章

青木アキ子（元東京都立広尾病院看護科長.５８・東京）

青山幸（元釧路赤十字病院看護部長・７１・北海道）

石脇清子（北野病院看護部長・５７・大阪）

榎茂子（元松紅赤十字病院看護部長・６１・島根）

加藤芳郎（元社保中京病院エックス線技師長・６９・愛知）

岸本マツ子（新小倉病院看護部長・６１・福岡）

中松守光（元兵庫県立尼崎病院放射線技師長・５９・兵庫）

藤田志げ（元東京都立府中病院看護科長.５９・東京）

古屋生子（元共立蒲原総合病院総婦長・６１・静岡）

山室義信（元富山市民病院研究検査科技師長・６１・富山）

☆勲六等宝冠章

小澤まさ江（山角病院病棟主任看護婦・６０・山梨）

苅田梨江（元新潟県立新発田病院総婦長・５６・新潟）

－５－



工藤文子（大阪警察病院副総婦長・５６・大阪）

武田トキ（元秋田赤十字病院看護婦長.６４・秋田）

三浦マサミ（元秋田組合総合病院総婦長・７５・秋田）

☆勲六等瑞宝章

杉原久雄（松江赤十字病院検査部技師長・５５．島）ｌｉ

住家明（元甲府市立病院臨床検査技師長．５９．Ｕ

平岩加代（元愛知県立尾張病院看護婦長．５８．愛タ

☆勲七等宝冠章

関川セイ（元九十九里ホーム病院看護婦長．６３.二

☆黄綬褒章

海原側（国立療養所長島愛生園船舶長．５６．岡Ｌ

☆藍綬褒章

竹本吉夫（秋田赤十字病院長．５９・秋田）

小林慰之（国保小見川中央病院長.６３・千葉）

富井通雄（岡山県立岡山病院長．６１・岡山）

永瀬一郎（元東京逓信病院薬剤部長・６４・東京）

(松江赤十字病院検査部技師長・５５・島根）

(元甲府市立病院臨床検査技師長．５９・山梨）

(元愛知県立尾張病院看護婦長．５８・愛知）

(元九十九里ホーム病院看護婦長．６３・千葉）

(国立療養所長島愛生園船舶長.５６・岡山）

人事

１．理事

（新任）

５月29日 福島県・竹内正也（いわき市立常磐病院長）

埼玉県・井坂重長（小川赤十字病院長）

東京都・野辺地篤郎（聖路加国際病院長）

富山県・石田礼二（市立富山市民病院長）

山梨県・許山隆（許山胃腸病院長）

岐阜県・高橋善弥太（県立岐阜病院長）

静岡県・三好秋馬（県立総合病院長）

2．代議員

（新任）

５月29日 富山県・吉崎亨（県立中央病院長）

長野県.永田王（厚生連北信総合病院長）

静岡県・野木村昭平（市立静岡病院長）７月28日

－６－



９月22日

(退任）

５月29日

大阪府・武田惇（済生会泉尾病院長）

富山県・石田礼二（市立富山市民病院長・丑

長野県・鈴木辰四郎（長野赤十字病院長・院ｆ

静岡県・三好秋馬（県立総合病院長・理事粥

大阪府・田中敏行（大阪逓信病院長・院長ろ

宮崎県・船渡護（県立延岡病院長・死亡）

和歌山県・内藤行雄（和歌山赤十字病院長・ド

秋田県・峯木照夫（秋田組合総合病院長・陽

山形県・篠田秀男（篠田総合病院長・死亡）

福岡県・吉川東陽（吉川病院長・会員退会）

(市立富山市民病院長・理事新任）

(長野赤十字病院長・院長交代）

(県立総合病院長・理事新任）

(大阪逓信病院長・院長交代）

(県立延岡病院長・死亡）

(和歌山赤十字病院長・院長交代）

(秋田組合総合病院長・院長交代）

９月22日

12月16日

12月31日

１月３１日

３月７日

３月23日

事務局

11月１日

3．

6名の人事異動を実施
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△
五

第２ 議

総会

第１回総会

５月29日（火）帝国ホテル出席127名

１．昭和58年度事業報告に関する件

原案どおり承認

２．昭和58年度収支決算及び監査報告に関する件

報告を了承

３．理事の補選に関する件

新任７名の理事を承認

（井坂重長・竹内正也・野辺地篤郎・石田礼二・許山隆・高橋善弥太各先生）

４代議員の交代に関する件

代議員４名の交代を承認

（吉崎亨・永田王・林茂樹・木沢彰各先生）

５顧問委嘱に関する件

羽田春莵日医会長を委嘱することを承認

第２回総会

３月23日(土）ダイヤモンドホテル出席９１名

１．正会員会費の一部値上げと定款施行細則の変更に関する件

301床以上病院の基本会費を値上げすることを承認

（３０１～４００床２万円、４０１～５００床３万円、５０１～６００床４万円、601床以上５万

円とし、最高18万円が23万円となる）

２昭和60年度事業計画(案)に関する件

原案どおり承認

３．昭和60年度予算(案)に関する件

原案どおり承認、一般会計３５，４７０万円

４昭和59年度補正予算(案)に関する件

原案どおり承認

－８－



代議員会

第１回代議員会

５月29日（火）帝国ホテル出席４７名

１昭和58年度事業報告に関する件

原案どおり承認

２昭和58年度収支決算及び監査報告に関する件

報告を了承

３．理事の補選に関する件

理事７名の就任を承認（総会を参照）

４．代議員の交代に関する件

４県の代議員の交代を承認

（富山県・吉崎亨、長野県・永田王、茨城県・林茂樹、

彰各先生）

５．顧問委嘱に関する件

羽田春兎日医会長を委嘱することを承認

第２回代議員会

３月23日(土）ダイヤモンドホテル出席３２名

１．正会員会費の一部値上げと定款施行細則の変更に関する件

301床以上病院の基本会費を値上げすることを承認（総会を参照）

２．昭和60年度事業計画(案)に関する件

原案どおり承認

ａ昭和60年度予算(案)に関する件

原案どおり承認

４昭和59年度補正予算(案)に関する件

原案どおり承認

岐阜県・木沢

理事会

第１回理事会

５月29日（火）帝国ホテル出席４０名

１昭和58年度事業報告に関する件

報告を了承

２．昭和58年度収支決算及び監査報告に関する件

報告を了承

－９－



3．顧問委嘱に関する件

羽田春免日医会長を委嘱することで承認

４理事の補選に関する件

新任７名の理事を承認（総会を参照）

5．代議員の交代に関する件

代議員４名の交代を承認（総会を参照）

６全国研究研修会の開催変更について

提案を承認

7．医療保険制度及び診療報酬対策について

診療報酬是正の要望書を国会議員に提出することで了承

8．病院経営及び病院税制について

四病団に病院税制の要望を提出することで了承

9．会員の人退会について

報告を了承（５月29日現在正会員1,865会員、賛助会員391会員）

10．短期人間ドック、自動化健診施設の指定について

短期人間ドック９施設、自動化健診３施設の指定を了承

11．各種制度委員会の開催結果について

報告を了承

12．学会の進捗状況について

第34回日本病院学会、第25回日本人間ドック学会、第10回日本診療録管理学会の報告

があり了承

１３．，８４国際モダンホスピタルショウの進捗状況について

㈱医療における質の改善と実践における討論会'，を併設することで了承

14．ＩＨＦスペシャルスタディービジット、地域会議の開催について

１７ケ国・４１名の参加、地域会議はソウル市において370名の参加報告を了承

15．ＡＨＦ理事の交代について

竹本吉夫副会長を推せんすることを了承

16．内保連委員の交代について

小笠原社会保険委員を推せんすることで了承

17．医療経済委員会追加委嘱について

石井孝宜氏の委嘱を了承

18．春の叙勲、褒章受章について

－１０－



報告を了承

北原哲夫氏（動二等瑞宝章）

鈴木辰四郎氏（動三等瑞宝章）

内藤行雄氏（〃）

小野肇氏（勲四等旭日小綬章）

福田良平氏（藍綬褒章）

１９昭和59年秋の藍綬褒章の推せんについて

竹本吉夫氏の推せんを了承

20．昭和59年度社会貢献表彰者の推せんについて

外口正枝・涌井栄美両氏を推せんした報告を了承

21．小野肇理事の叙勲祝賀会開催結果について

報告を了承

22．顧問会議の開催結果について

報告を了承

23．病院長・幹部職員セミナーの開催要領について

提案を了承

24．短期人間ドック指定施設の病床数変更について

９施設の変更を了承

25．四病院団体連絡協議会の活動について

報告を了承

26．将来の医師需給に関する検討委員会について

諸橋芳夫会長の委員参画を了承

第２回理事会

９月22日(土）ダイヤモンドホテル出席４９名

１．代議員の交代について

交代を承認

（静岡県・野木村昭平、大阪府・武田惇両氏）

２会員の入退会について

正会員入会９件、賛助会員入会１件、賛助会員退会

員1,887会員、賛助会員395会員）

３．短期人間ドック実施指定及び指定病床数の変更、再開力

賛助会員退会１件を承認（９月22日現在正会

3．短期人間ドック実施指定及び指定病床数の変更、再開始について

実施指定２施設、病床数変更10施設、再開始２施設の報告を了承

－１１－



４医療紛争防止のための研修会の開催について

福島県下で実施することが承認

5．日本衛生検査所協会第８回臨床検査月間に関する協賛名義使用について

協賛することで承認

6．医療保険制度について

意見拝聴にて了承

7．診療報酬について

意見拝聴をし、国会議員、厚生省幹部との懇談会、及び病院大会を実施することで了

承

8．病院経営について

現況報告、意見の拝聴にて了承

9．病院税制について

６０年度税制要望事項等について協議、現況を考慮し今後対処することで了承

１０将来の医師需給に関する検討委員会について

現況報告にて了承

11．医療監視について

規則、監督の必要性は認めるが、急速な指導を避けることで了承

１２．，８７国際モダンホスピタルショウについて

第２２回日本医学会総会との問題を対処することで了承

13．会員増強について

各理事の協力にて推進することで了承

１４学会の進捗状況及び開催結果について

日本人間ドック学会（第25回８/24～25，第26回8/23～24）、日本診療録管理学会（第

１０回１０/１１～12，第11回10/１７～１８）、日本病院学会（第34回１１/8～10，第35回

９/19～21，第36回71/17～１９）の進捗状況、報告を了承

15．第１四半期会計報告及び監査報告について

報告を了承

16．創立33周年記念事業会計報告について

決算見込として、不足分4,807,860円を一般会計から繰入れすることで了承

17．日本病院会政治連盟について

活動報告、計画等を了承

18．健康保険法改正に伴う実務者講習会の開催及び資料配布について
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報告を了承

・東京９月12日・２２日

・神戸９月15日

19.部門別原価計算調査講習会の開催について

第１回９月14日に開催、第２回11月16日を予定することで了承

20．各種制度委員会、研究会、セミナーの開催結果について

報告を了承

21．福岡県･和歌山県両病院協会主催の研修会での講演について

福岡県（8/28）、和歌山県（9／１３）で諸橋会長が講演した旨の報告を了承

22．四病院団体連絡協議会の開催結果について

医療経済委員会、総合部会の報告を了承

２３病院診療報酬適正化推進会議の開催について

病院診療報酬改定要求書を関係各位に要望することで了承

24．”病院報告，，調査曰の変更について

１２月31日を10月１日現在に変更した報告を了承

25．日医の委員会開催結果について

社会保険診療報酬検討委員会、医業経営検討委員会の報告を了承

26．厚生省衛生部局の再編と人事異動について

異動後、懇談会を実施することで了承

27．国立病院・療養所再編成問題懇談会について

懇談会メンバー等の報告を了承

28．故野村秋守先生の葬儀について

９月27日青山葬儀所にて開催、日病政連として吉岡理事が弔辞を述べることで了承

29．昭和59年秋季全国火災予防運動に対する協力依頼について

協力することで了承

30．医薬品副作用被害救済制度について

紹介にて了承

第３回理事会

１１月７日（水）国際ホテル高知出席４７名

１．会員の入退会について

正会員入会２件、賛助会員入会２件、賛助会員退会１件を承認

（11月７日現在正会員１，８９３会員、賛助会員396会員）
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２病院診療報酬について

原価割れ料金の適正化、技術料の適正評価、薬価差益によらない適正化等を基本方；

し病院経営危機突破全国大会で要求することで了承

３病院税制について

各都道府県知事に対し各役員を通じ非課税措置存続の運動を展開することで了承

4．将来の医師需給に関する検討委員会について

現況報告にて了承

5．国立病院・療養所再編成問題懇談会について

懇談会の現況報告にて了承

6．昭和60年度事業計画(案)について

研究研修会、セミナーの事業計画を再検討、その他についての(案)を承認

7．会員増強対策について

三重県下、高知県下の現況報告等にて了承

8．第34回日本病院学会の進捗状況について

報告を了承

9．第10回日本診療録管理学会の開催結果について

１，３００名の参加報告を了承

10．第２四半期会計報告及び監査報告について

３３周年記念事業終了のため、１２月に補正予算を組むこととし、報告を了承

11．病院大会の開催について

１１月22日東京・砂防会館にて実施することで了承

１２国際モダンホスピタノレショウについて

委員会組織の変更等報告を了承

13．祝賀会の開催について

本会推せんにより、内藤景岳先生（動三等旭日中綬章）、竹本吉夫先生（藍綬褒章）

受章され、開催することを了承

14．日本医学会について

加盟申請について継続審議することで了承

15．薬務局”医薬品流通近代化協議会”への委員推せんについて

岡本常任理事を推せんすることで了承

薬価差益によらない適正化等を基本方針と

が

第４回理事会

２月23日(士）食糧会館出席４７名
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１会員の入退会について

正会員入会４件、正会員退会３件、賛助会員入会２件、賛助会員退会４件を承認

（２月23日現在、正会員1,905会員、賛助会員394会員）

2．短期人間ドック実施指定について

４件を承認

ｏ千葉県国保旭中央病院（８床）

ｏ群馬県堀江病院（４床）

ｏ大阪府高槻病院（６床）

・兵庫県神鋼病院（２床）

３．３月23日開催の会議及び講演会の実施について

下記要領にて承認

・会長副会長会議

・常任理事会

・代議員会・総会

ｏ講演会（佐分利輝彦氏）

４昭和60年度事業計画(案)について

原案どおり承認

5．正会員会費の一部値上げと定款施行細則の変更について

会の円滑な運営と、全国研究会の参加費を半額程度にするため301床以上の会員病院の

基本会費を値上げすることとし、４月１日から実施することで承認

（３０１～４００床２万円、４０１～５００床３万円、５０１～６００床４万円、６０１床以上５万円）

6．昭和60年度予算(案)について

一般会計(案)収支合計354,700,000円、特別会計(案)を承認

7．昭和59年度補正予算(案)について

収支合計360,000,000円で補正予算を組むことを承認

８病院診療報酬について

本会の医療費改定の経緯、報告を了承

９病院経営について

現況報告を了承

１０病院税制について

６０年度税制改正要望事項の報告を了承

11．国立病院・療養所の再編成問題について
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意見書提出の報告を了承

１２将来の医師需給について

中間意見等の報告を了承

13．家庭医制度と中間施設について

報告を了承

14．学会等の進捗状況について

第26回日本人間ドック学会、第35回日本病院学会、第11回日本診療録管理学会、’85国

際モダンホスピタルショウの報告を了承

15．各種制度委員会、セミナーの開催結果について

報告を了承

１６昭和59年度第３四半期会計報告及び監査報告について

報告を了承

17．退院時疾病統計の書式標準化検討委員会について

６０年度から通信教育委員会の付設委員会として設置、委員には日病６名、全自病３名で

構成し運営することを承認

18．医薬品流通近代化協議会委員について

曰病から岡本常任理事、全自病から竹内副会長を推せんした報告を了承

19．医療審議会委員について

委員選出経緯の報告を了承

２０医療費改定による説明会開催結果及び解説の会員配布について

東京（2／１９）、神戸（2／２１）において開催し、１，０７７名の参加報告、解説書の配布を

了承

２１病院診療報酬適正化推進会議と病院大会の開催結果について

推進会議の開催と、病院大会（１１／22）開催結果報告を了承

22．四病院団体連絡協議会の開催結果について

総合部会、医療法委員会、医療法合同委員会の開催結果報告を了承

23．日本病院会政治連盟について

議員連盟（仮称）の設置、活動報告等についての報告を了承

24．昭和60年春の叙勲、褒章について

岡山義雄理事の推せん報告を了承
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常任理事会

第１回常任理事会

４月21日(土）日病会議室出席２５名

１医療保険制度について

役員の意見拝聴にて了承

２．病院税制について

活動現況報告を了承

３医療法について

改正案に対する意見拝聴にて了承

４理事の補欠選挙について

経営主体別に選出された新任理事７名を承認

井坂重長（埼玉県・日赤）

竹内正也（福島県・市町村）

野辺地篤郎（東京都・公益法人）

石田礼二（富山県・市町村）

許山隆（山梨県・医療法人）

高橋善弥太（岐阜県・都道府県）

三好秋馬（静岡県・都道府県）

５．全国研修会の開催について

看護病院管理総合合同研究会は病院管理総合研究会と看護管理研究会独自で開催する

ことで承認

６．羽田日医会長の顧問委嘱について

委嘱することで承認

７．小野肇理事の叙勲祝賀会の開催について

叙勲（勲四等旭日小綬章）受章に伴い祝賀会を５月28日に開催することで了承

８病院長・幹部職員セミナーの開催について

８月４．５日の両日開催することで了承

９．国際学会（ＩＨＦ主催87ヘノレシンキ）ノレネサンド特別講演会の推せんについて

本会では、早石修氏（大阪医科大学長）を推せんすることを承認

１０．常任理事の提案について

本会における将来の姿勢・政策を立案する特別委員会設置の提案があり、労務・福利

厚生、物品部会で検討することで了承
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１１昭和58年度事業報告について

原案に対し、叙勲の項目に太田監事の金盃を追記することで原案のとおり承認

12．昭和58年度収支決算および監査報告について

報告を承認

13．理事の退任について

原俊夫、松井永二両氏の退任を承認

１４会員の入退会について

正会員入会５件、賛助会員入会１件、正会員退会５件、賛助会員退会３件を承認

（４月21日現在正会員1,860会員、賛助会員398会員）

15．日本病院学会評議員の推せんについて

永獺一郎氏の退任に伴い真田幸良氏（日赤医療センター薬剤部長）の就任を承認

１６短期人間ドック指定施設の病床数変更について

実施指定９施設の病床数変更を承認

17．各種制度委員会の開催結果について

報告を了承

１８創立33周年記念式典について

日程等の紹介があり了承

５月29日（火）東京都・帝国ホテル

１９５９年度秋の藍綬褒章の推せんについて

竹本吉夫副会長を推せんした報告を了承

20．全国公私病院連盟について

公私病連の法人格取得等にも協力することで承認

２１羽田曰医会長と諸橋会長の懇談結果について

４月７日に懇談した旨の報告を了承

22．ＩＨＦクロンボルグ会長との会談結果について

日本、オーストラリアの病院状況等について懇談した旨の報告を了承

23．ＩＨＦスペシャル・スタディー・ビジットの開催結果について

４月15日～21日に日本において開催され41名の参加があった旨の報告を了承

24．四病院団体連絡協議会の開催結果について

現況報告を了承

２５．，８４国際モダンホスピタルショウについて

現況報告を了承
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２６．顧問会議の開催について

５月27日（日）に開催することで了承

２７．短期人間ドック実施病院について

一時休止病院（５施設)、再開施設（４施設）の報告を了承

２８．医療従事者無料職業紹介事業について

５８年度の実績報告を了承

２９．書籍”明日の医療'，（中央法規出版）への推せんについて

本会で推せんすることが承認

３０．通信教育受講生の募集について

役員への協力依頼を了承

３１週間新潮の「いま医療を考える」について

報告を了承

第２回定例常任理事会

５月28日（月）日病会議室出席２９名

１医療保険制度について

現況報告等、各役員からの意見聴取にて了承

２．厚生省提示の医療政策２１世紀へのビジョンについて

医療制度委員会にて検討することが承認

３．病院経営について

現況報告にて了承

４医薬品について

各役員の意見聴取にて了承

５．医学生の定員削減について

厚生省の諮問機関噸将来の医師需給に関する検討委員会',の開催報告等にて了承

四病院団体規約(案)について

各団体の主体性を考え継続検討で了承

内保連委員の交替について

小笠原社保委員（河北総合病院長）を推せんすることで承認

病院長、幹部職員セミナーについて

８月４日(±)～５日（日）に東京で開催することとし要領を了承

病院給食について

制度委員会にて検討することで了承

６

7．

8．

9．
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10．がん特別健診の実施について

協力することで承認

１１会員の人退会について

正会員入会７件、賛助会員入会４件、正会員退会２件、賛助会員退会11件を承認

（５月28日現在正会員1,865会員、賛助会員３９１会員）

12．短期人間ドック、自動化健診施設の指定について

短期人間ドック指定２件、自動化健診指定３件を承認

１３理事・代議員の補選について

理事新任者７名（井坂重長・竹内正也・野辺地篤郎・石田礼二・許山陸・高橋

三好秋馬各氏)、代議員２名（吉崎亨・永田王両氏）の紹介があり承認

陸・高橋善弥太.

１４．，８４病院設備展への協賛名義について

協賛することで承認

15．医療経済委員会委員の追加委嘱について

岡山義雄・石井孝宜両氏の委嘱を承認

１６各種制度委員会の開催結果について

報告を了承

17．学会の進捗状況について

三学会の報告を了承

18．春の叙勲・褒章受章について

報告を了承

動二等瑞宝章北原哲夫氏

勲三等瑞宝章鈴木辰四郎氏

勲三等瑞宝章内藤行雄氏

勲四等旭日小綬章小野肇氏

藍綬褒章福田良平氏

19.（財)日本顕彰会社会貢献表彰への推せんについて

外□正枝・涌井栄美両氏を推せんすることを承認

20．顧問会議の開催結果について

報告を了承

２１四病院団体連絡協議会の開催結果について

開催報告、現況報告を了承

22．代議員鈴木達也先生のご逝去について
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５月６日ご逝去された旨の報告を了承

２３．三十年史、信頼される我が病院づくり、'84病院設備機器､≦ハンドブック、

式典次第について進捗状況等の報告を了承

２４．小野肇理事の叙勲祝賀会について

５月28日に実施することを了承

２５．医療法改正に伴う同法施行細則の一部改正にかかわる要望書について

報告を了承

２６．，８４ホスピタノレショウについて

進捗状況を了承

第３回定例常任理事会

６月16日(土）曰病会議室出席２５名

33周年記念

1．自民党医療基本問題調査会について

６月８日に諸橋会長が出席し意見を述べた旨の報告を了承

２医療保険制度について

各役員の意見聴取を了承

3．将来の医師需給に関する検討委員会について

現況報告を了承

４病院経営および税制について

現況報告を了承

5．全日病学会講演について

副会長から出席することで了承

６医療制度委員会に対する諮問について

将来の病院医療、２１世紀に向ってのビジョンの作成を委員

7．四病院団体連絡協議会の協議事項“パート医師の調査，，につ

医療経済委員会に諮問することを了承

8．病院長・幹部職員セミターのプログラム変更について

－部変更を承認

9．会員の人退会について

正会員入会10件、正会員退会５件を承認（６月16日現在、

391会員）

１０叙勲・褒章の申請について

岡山義雄理事を推せんすることを承認

２１世紀に向ってのビジョンの作成を委員会に諮問することを承認

会の協議事項“パート医師の調査'，について

正会員1,869会員、賛助会員
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１１各種制度委員会及び研究会、セミナーの開催について

報告を了承

１２曰医”社会保険診療報酬検討委員会，，委員の推せんについて

北村行彦理事を推せんすることを承認

13．日医㈹医業経営検討委員会，，委員の推せんについて

有澤源蔵副会長を推せんすることを承認

14．全国病院栄養士協議会役員改選に伴う理事候補の選出について

栄養管理研究会より下房子氏（関越病院）を推せんすることを承認

15．四病院団体連絡協議会の開催結果について

現況報告を了承

１６創立33周年記念事業の開催結果について

５月29日(火)に実施した旨の報告を了承

17．国際モダンホスピタルショウについて

６月15日～17日に開催された旨の報告を了承

18．関係団体等の記念行事について

報告を了承

①㈱日本病院共済会10周年

②全国公私病院連盟20周年

③秋田赤十字病院70周年

19．三十年史編集委員長への感謝状について

小野田敏郎委員長（顧問）に感謝状を出すことを承認

20．衛生検査所業における景品類の提供の制限に関する公正規約(案)及び同施行規則(案)につ

いて

（案)に対し本会意見を公聴会で述べることを了承

21．台湾病院協会第17回学会総会への出席について

有澤源蔵副会長が出席することを承認

２２第25回日本人間ドック学会について

進捗状況報告を了承

23．第24回病院視察研究会について

７月11日～14日に茨城・福島を対象とし開催される旨の報告を了承

第４回定例常任理事会

７月28日(土）曰病会議室出席２５名
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1．医療保険制度について

役員の意見聴取があり､意見中の労災､自賠責の問題については顧問弁護士に相談するこ

ととし、又、四病団でも協議することを了承

2．病院経営について

役員からの現況報告を了承

3．病院税制について

現況説明を了承

４将来の医師需給に関する検討委員会について

現況説明を了承

5．脳波検査従事者の資格について

意見聴取を了承

6．四病院団体連絡協議会の協議事項について

四病団の規約(案)については、団体が共通する問題を連絡、協議することとし、パート

医師の実態調査については実施することを承認

7．医師の所得に関する所見について

西能正一郎常任理事の執筆を雑誌、ニュースに掲載することを了承

８会員の入退会について

正会員入会12件、正会員退会３件、賛助会員入会６件を承認

（７月28日現在、正会員1,878会員、賛助会員397会員）

9．短期人間ドック施設の指定について

２施設を承認

静岡県共立蒲原総合病院（６床）

北海道札幌循環器クリニック（３床）

10,84病院経営革新大会の後援名義使用依頼について

後援名義を承認

11．健保連㈱第19回健康強調月間，，の協力依頼について

協力依頼を了承

12．医療事故対策部会委員会（ラウンドテーブル方式)の福島開催および研修会開催について

１０月28日に福島県において開催することを承認

13．救急へリシステム研究実験実行委員会の協賛名義使用について

協賛することを承認

14．各種制度委員会、研究会の開催結果について
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報告を了承

15．代議員の交代について

交代を承認

新任野木村昭平氏

前任三好秋馬氏

16.59年度第１四半期会計報告及び監査報告について

報告を了承

17．創立33周年記念事業会計報告について

報告を了承

18．曰医の委員会開催結果について

社会保険診療報酬検討委員会、医業経営検討委員会の報告を了承

19．四病院団体連絡協議会の開催報告について

６０年度税制要望事項、健保法改正(案)に対する声明の紹介を了承

20．広報座談会の開催報告について

７月７日の開催報告を了承

21．衛生検査所業における景品類の提供の制限に関する公正競争規約の認定についての公聴会

への出席報告について

７月１０日の公聴会結果報告を了承

22．自由民主党医療基本問題調査会地域医療計画小委員会に対する要望害について（四病団）

四病団名で“都道府県医療計画の作成及び医療審議会，,等の要望を提出した旨の報告を

了承

23．全日病学会への演者推せんについて

若月俊一副会長を推せんすることを了承

24．中華民国医院行政協会への出席報告について

６月30日の出席報告を了承

25.部門別原価計算調査講習会の開催について

９月１４日、１１月14日に実施することを了承

26．日中友好臨床検査技術振興協力会について

紹介を了承

27．昭和60年春の叙勲及び賜杯並びに褒章綬章候補者の推せんについて

岡山義雄理事を叙勲に推せんすることを了承

28．昭和59年３月１日改定診療報酬及び薬価基準改定影響率調査報告書について
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本会と公私病連の合同調査報告を了承

第５回定例常任理事会

８月18日(土）曰病会議室出席２７名

１医療保険制度について

各役員の意見を聴取し、今後の対策等を協議し活動を強化することを了承

2．健康保険法等改正に伴う請求書式の簡素化について

－部負担金処理方式の簡素化について等、厚生省保険局長に要望書を提出することを承

認

3．診療報酬について

診療報酬の適正化について、社会保険・医療経済両委員会で検討することを了承

4．病院税制について

国税庁からの相続税財産評価に関する基本通達の一部改正の紹介、日医の動向について

報告を了承

5．将来の医師需給に関する検討委員会について

委員会報告を了承

6．日本病院会政治連盟について

８月４日の常任幹事会報告として吉岡観八氏が委員長の残任期間を代行する等の報告を

了承

７．９月22日(±)第６回定例常任理事会・第２回定例理事会の合同開催について

合同開催、講演会（石原信吾氏）を承認

8．常任理事の提案について

①「健康保険法改正」に伴う実務講習会の開催について

９月12日(水)に開催することを承認

②医療法、医療法施行規則の改正について

四病団の改正(案)を再度検討することを了承

③議事録送付について

会長・副会長を歴任した先生方にも送付することを承認

9．会員の人退会について

正会員入会１件、正会員退会２件、賛助会員入会１件、賛助会員退会３件を承認

（８月18日現在、正会員1,877会員、賛助会員３９５会員）

10．昭和59年病院状況報告曰の変更について
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１０月１日に変更となった旨の紹介を了承

11．日本病院学会評議員の異動について

村田勇氏の名誉評議員、高知開催の特別評議員23名を承認

12．第13回日本病院設備学会後援名義の依頼について

応諾することを承認

13．代議員の退任について

田中敏行氏（大阪府）の退任を承認

14．短期人間ドック実施施設の指定について

１件を承認

新潟県新潟医生協木戸病院（２床）

15．各種制度委員会、セミナー等の開催結果について

報告を了承

16．第34回日本病院学会の進捗状況について

進捗状況報告を了承

17．「医療とニューメディアを考える会」の収支報告について

８月11日の大阪での開催報告及び収支報告の紹介を了承

１８，８４国際モダンホスピタルショウ収支報告及びアンケート集計結果について

アンケート集計結果及び収支報告を了承

19．厚生省の人事異動について

人事異動の紹介を了承

20．海外視察研究会について

役員への協力要請を了承

第６回定例常任理事会

９月22日(土）ダイヤモンドホテル出席４９名

第２回理事会と合同開催のため理事会参照

第７回定例常任理事会

１０月27日日病会議室出席２５名

１病院診療報酬について

病院経営の安定化を図り診療報酬の適正化、合理化の早期実現のため、

経営危機突破全国大会を実施すること等を了承

２．病院経営について

鰊原価割れ是正'，碗病院経営の安定化'，を病院経営危機突破全国大会Ｉ

11月22日に病院

廓病院経営の安定化'，を病院経営危機突破全国大会にて訴えることを
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了承

ａ病院税制について

病院診療報酬に対する事業税課税反対を各都道府県知事、県会議長等に対し要望するこ

とを了承

４将来の医師需給に関する検討委員会について

委員会報告を了承

5．国立病院・療養所再編成問題懇談会について

経緯、現況報告を了承

6．祝賀会の開催について

内藤景岳先生の叙勲、竹本吉夫副会長の褒章受章を祝し、１１月24日に祝賀会を開催する

ことを了承

7．日本医学会について

演題募集、分科会の紹介を了承

8．昭和60年度事業計画について

原案どおり承認され、１１月７日の理事会に提出することを承認

9．医療秘書等の教育状況について

再調査のうえ後日報告することを了承

１０薬務局”医薬品流通近代化協議会，，への委員推せんについて

本会として、岡本隆一常任理事を推せんすることを了承

１１会員の入退会について

正会員入会８件、正会員退会２件、賛助会員入会１件、賛助会員退会１件を承認

（10月27日現在、正会員1,891会員、賛助会員３９５会員）

１２短期人間ドック実施病院の指定について

１施設を承認

長野県丸子中央病院（４床）

13．病院大会の実施について

１１月22曰休)に東京・平河町の砂防会館にて実施することを承認

１４第22回日本医学会総会、展示委員会「情報とニューメディア小委員会」の委員推せんにつ

いて

大道学常任理事を推せんすることを承認、又､'87国際モダンホスピタルショウと第２２回

日本医学会総会の重複開催については河野稔・竹本吉夫両副会長、三宅浩之委員長で検

討することを了承
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15．国際モダンホスピタルショウについて

進捗状況、委員会組織の改組の紹介を承認

16．各種制度委員会、研究会の開催結果について

報告を了承

17．第２四半期会計報告及び監査報告について

報告を了承

18．防災改修検討委員会（建設省）の委員派遣依頼について

小原知次郎理事を推せんすることを了承

19．第10回日本診療録管理学会の開催結果について

１０月11～12日に東京・三鷹市において開催され1,300名の参加があった旨の報告を了承

20．曰医､､第１回医療施設現況報告，，について

紹介・協力を了承

２１第13回日本病院設備学会の開催について

開催の紹介及び、諸橋会長の、特別講演「病院完成への道､，わが病院のあゆみとめざす

もの'，」の実施予定を了承

22．昭和59年度社会貢献表彰者の推せん結果について

外口正枝氏（国保旭中央病院・検査技師長）が推せんされ、１１月６日に表彰される旨の

報告を了承

23．厚生省新幹部との懇談会の開催結果について

１０月３日に開催された旨の報告を了承

24．中山太郎参議院議員との懇談会の開催結果について

１０月５日に開催された旨の報告を了承

25．四病院団体連絡協議会の開催結果について

報告を了承

26．全日病学会のシンポジウムの出席報告について

報告を了承

27．韓国・峨山社会福祉事業団の来日について

１０月10～18日に来日し５病院（秋田赤十字病院・国保旭中央病院・杏林大学医学部付属

病院・北品川総合病院・虎ノ門病院）を視察した旨の報告を了承

28．学会の進捗状況について

報告を了承

29．日本病院学会評議員名簿について
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紹介を了承、又、澤崎博次先生の名誉評議員への異動については、次回に提案すること

を了承

第８回定例常任理事会

１１月24日(土）曰病会議室出席２９名

１病院診療報酬について

各役員の意見聴取、意見中の基準看護基準、自賠責の件については、社会保険委員会で

検討することを了承

2．病院経営について

現況報告、意見聴取を了承

ａ病院税制について

６０年度税制改正項目の紹介、社会保険診療報酬への事業税の非課税措置継続については、

各役員から都道府県知事、県会議員に要望することを了承

4．将来の医師需給に関する検討委員会について

委員会現況報告、役員の意見聴取を了承

5．第35回日本病院学会について

進捗状況及び、遠山豪学会長の常任理事会出席（１年間）を願うことを了承

6．日中友好委員会委員の追加委嘱について

太田元次理事の委嘱を承認

7．国際疾病分類（ＩＣＤ）第１０回改正に対するアンケートについて

高橋政騏委員長に一任することを了承

８中間施設について

本会としては、今後'慎重に対処してゆくことを了承

9．クレジット・カードの導入について

医療経済委員会で検討することを了承

10．自動化健診学会、日本人間ドック学会の評議員について

本会役員と評議員の就任状況報告を了承

11．会員の入退会について

正会員入会５件、賛助会員退会１件を承認

（11月24日現在、正会員1,898会員、賛助会員３９５会員）

１２短期人間ドック実施指定及び登録の変更について

２施設の指定、指定病床数変更を承認

神奈川県総合川崎臨港病院（４床）
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広島県興生総合病院（６床）

山口県山□労災病院（60年７月まで休止）

新潟県新潟県厚生連頸南病院（４床→２床）

13．（社)生命科学振興会第２回ライフサイエンス・シンポジウムの後援名義依頼について

名義使用を承認

１４各種制度委員会、研究会の開催結果について

報告を了承

15．第34回日本病院学会の開催結果について

開催報告を了承

１６「医療用医薬品卸売業における景品類の提供の制限に関する公正競争規約(案)及び同施行

規則簾)に関する意見提出および公聴会出席について

１１月27日の公聴会に出席し本会意見を述べることを了承

17．セブンスデー・アドベンチスト教団の仲介による中国製掛軸画（800本）寄贈応諾につい

て

本会として寄贈を応諾することを承認

１８診療報酬適正化推進会議および病院大会開催結果について

開催報告を了承

19．四病院団体連絡協議会の開催結果について

報告を了承

20．国際モダンホスピタルショウについて

諮問会議、企画委員会の開催報告を了承

21.部門別原価計算第２回講習会開催結果について

１１月16日の開催報告を了承

22．昭和59年度秋の叙勲、褒章について

本会会員病院の受章者（叙勲29名、褒章３名）の紹介を了承

23．建設省・建築物総合安全対策検討委員会委員の委嘱について

小原知次郎理事が委嘱された旨の紹介を了承

第９回定例常任理事会

１２月22日(土）日病会議室出席２５名

１病院診療報酬について

診療報酬改訂の経緯及び本会の活動等の報告を了承

２．病院経営について
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現況報告及び役員の意見聴取を了承

３病院税制について

６０年度税制改正の検討項目を説明、現状報告を了承

4．将来の医師需給について

現況報告を了承

5．家庭医制度と中間施設について

医療供給体制の重要問題であり、本会としては慎重に対処してゆくことを了承

6．昭和60年度事業計画(案)について

研究会、研究研修会、セミナーについては、教育委員会で再調整を図ることとし、その

他の計画(案)については原案どおり承認

7．昭和60年度一般会計予算(案)について

研究研修会の受講料、開催地について教育委員会で再検討することとなり、調査費の増

額について提案があり、次回常任理事会で協議することを了承

8．退院時疾病統計の書式決定に関する委員会設置について

委員会設置については承認され、人選、委員会開催時期については、高橋政旗委員長に

一任することを承認

９会員の入退会について

正会員入会４件、正会員退会３件を承認

（12月22日現在、正会員1,899会員、賛助会員３９５会員）

１０短期人間ドック実施指定について

２施設を承認

静岡県静岡県立総合病院（１０床）

東京都大畑病院（２床）

11．日本診療録管理学会評議員の委嘱について

５名の委嘱を承認

片山仁・岡島光治・山内－信・平川顕名・小野丞二の各氏

12．各種制度委員会の開催結果について

報告を了承

１３，８５国際モダンホスピタルショウの講演会、説明会の開催について

検討結果報告を了承

１４国際疾病分類（ＩＣＤ）第10回改正アンケート結果について

アンケートの提出報告を了承
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１５．四病院団体連絡協議会の開催結果について

報告を了承

１６．病院診療報酬適正化推進会議の開催結果について

報告を了承

１７．国立病院・療養所の再編成問題について

現況報告を了承

１８．「中国製掛軸画等」の寄贈について

各役員に寄贈した旨の報告を了承

１９第26回日本人間ドック学会の進捗状況について

８月22～23曰東京・簡易保険ホールで開催される旨の報告を了承

第１０回定例常任理事会

１月26日(土）曰病会議室出席２８名

病院診療報酬について

診療報酬改訂に伴う本会の活動経緯の説明、中医協の現況報告等を了承

病院経営について

現状説明、医師過剰対策等の報告を了承

病院税制について

６０年度税制改正事項の報告を了承

家庭医制度と中間施設について

厚生省、中医協の動向報告を了承

1．

2．

3．

4．

厚生省、中医協の動向報告を了承

昭和60年度事業計画(案)について

未承認（再調整）事項の承認として看護研究会、看護管理研究会の合同開催、

5．

未承認（再調整）事項の承認として看護研究会、看護管理研究会の合同開催、診療シス

テム研究会の開催日等を承認

又、研究研修会の名称変更として①病院診療研究会→病院システム研究会、②第一線リ

ーダー研修会→職場リーダー研修会を承認

昭和60年度予算(案)について

研究研修会、セミナー等の参加費減額費などにより、正会員会費（基本会費）の－部値

上げを承認

３０１～４００床２万円、４０１～５００床３万円

５０１～６００床４万円、601床以上５万円

収支合計355,600,000円

医療秘書専門学校について

6．

7．
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実態調査等を本会雑誌に掲載することを了承

8．会員の入退会について

正会員入会５件、賛助会員入会２件、賛助会員退会１件を承認

（昭和60年１月26日現在、正会員1,904会員、賛助会員３９６会員）

9．短期人間ドックの実施指定について

４施設を承認

群馬県上牧病院（４床）

愛知県大竹病院（２床）

三重県榊原みのり会病院（３床）

福岡県田川市立病院（４床）

10．国際委員会委員の追加委嘱について

開原成允氏（東京大学医学部教授）の委嘱を承認

11．後援依頼について

４件の後援名義を承認

①厚生省癒第27回成人病予防週間'，

②日本能率協会㈲ニューメンブレンテクノロジー８５，，

③第34回日本理学療法学会

④碗欧州国際病院機器展ＩＮＴＥＲ－ＨＯＳＰＩＴＡＬと病院視察旅行'’

12．診療報酬改訂説明会の開催及び解説の会員配布について

説明会の開催、解説書の配布を承認

２月18日（月）東京都

２月19日（火）兵庫県

１３各種制度委員会、セミナーの開催結果について

報告を了承

１４昭和59年度第３四半期の会計報告および監査報告について

報告を了承

15．代議員のご逝去について

船渡護先生（宮崎県）のと、逝去報告を了承

16．診療録管理通信教育第26期生の募集結果について

報告を了承

17．四病院団体連絡協議会の開催結果について

報告を了承
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18．第22回日本医学会総会からの委員委嘱願いについて

諸橋会長の学術委員を応諾することを了承

19．スウェーデンＤＡＳＩＳグループの訪日団について

１月９～12日の訪日報告を了承

20．国立病院・療養所の再編成問題について

現況報告を了承

２１医療用医薬品卸売業における景品類の提供の制限に関する公正競争規約について

12月22日に認定された報告を了承

22．退院時疾病統計の書式標準化検討委員会について

６０年度通信教育委員会の付設委員会として設置され、委員には日病６名、全自病３名で

構成運営することを承認

ｏ日病（委員長）高橋政旗（敬称略）

－条勝夫

石塚隆男

小野丞二

財津晃

仲村英一

・全自病末武保政

藤野錬策

村上義次

23．第35回日本病院学会の進捗状況について

状況報告を了承

24．日本病院会政治連盟について

活動報告を了承

25．第26回日本人間ドック学会について

進捗状況を了承

第１１回定例常任理事会

２月23日(士）食糧会館出席４７名

第４回理事会と合同開催のため理事会参照

第１２回定例常任理事会

３月23日(土）日病会議室出席２５名

－３４－



医療保険制度および診療報酬について

診療報酬体系、医療供給体制等について各役員の意見聴取を了承

病院経営について

現況報告を了承

病院税制について

現況報告を了承

家庭医制度と中間報告について

本会としても慎重に検討する方向を了承

移動常任理事会の開催について

病院幹部医会セミナーに併せ、１０月26日の常任理事会を富山市において開催することを

承認

会員の人退会について

正会員入会７件、正会員退会12件を承認（３月23日現在、正会員1,900会員、賛助会員

1．

2．

3．

4．

5．

６

394会員）

7．短期人間ドック実施指定について

３施設を承認

宮城県宮崎第二病院（４床）

千葉県柏厚生病院（４床）

福岡県福岡逓信病院（４床）

8．臨床予防医学委員会委員の交代について

交代を承認

新任大川日出夫氏

退任榎本敏雄氏

9．病院管理機構と管理者マニュアルの発行について

４月を目標に発刊することで承認

１０日本病院学会評議員の推せん等について

５名の評議員、１名の名誉評議員を承認、１７名の特別評議員を了承

（評議員）野辺地篤郎氏（東京都）

菊地二郎氏（大阪府）

南溢氏（奈良県）

田中稔正氏（高知県）

本森良治氏（高知県）

（名誉評議員）澤崎博次氏（東京都）

－３５－



１１諸規程の改正について

事務局組織分掌規程、就業規則の一部(定年について)の改正を

12．各種制度委員会、研究会の開催結果について

報告を了承

13．内保連会議について

５９年度決算の紹介を了承

14．（財)日本顕彰会主催60年度社会貢献表彰候補者の推せんについて

就業規則の一部(定年について)の改正を承認し、 ４月１日から実施

本会での締切りを４月30日(火)とすることを了承

15．ＩＨＦエシックスアンケート調査の回答について

報告を了承

１６代議員のご逝去について

篠田秀男先生（山形県）ご逝去の報告を了承

17．医療審議会委員名簿（６０．３／1）について

経緯報告を了承

18．厚生省蔵看護制度検討会，，について

開催報告を了承

19．第34回日本病院学会の収支決算報告について

決算報告および監査報告を了承

総収入41,987,566円

支出41,287,566円

次期繰越700,000円

20．日本病院会政治連盟の活動について

活動報告を了承

－３６－



第３広報

日本病院会ニュース

号数発行日

258号４月10日１）

主な記事内容

全医療機関協力体制を、難関突破の唯一の道、代議員会・総会で諸橋会長

が強調、医療費急速抑制策を強く批判

今の厚生行政に不満、曰医等と名実共提携へ、諸橋会長発言要旨

日医会長に羽田氏

59年度事業計画・予算を承認、事業計画24項目

パート医師源泉税が減額、４月から最高38％、国税庁確認えて「早見表」

送付

（主潮）パート医師給与の手取問題

新年度へ意欲新たに59年教育研究活動まとめる

おしん医療と私の晩酌（中村了生）

７月からは「燃え広がらないじゅうたん」を、消防庁が防災規制の通知

「診療録管理」解説、その２（三竹年世子）

2）

3）

4）

5）

6）

7）

８）

Ｊ
１

９
０
１

看護体制見直しへ本腰、４病団、基準看護は弾力運用を、准看廃止には絶

対反対

曰看協大森会長ら、准看廃止案を説明

世界17カ国から41人、ＩＨＦ視察研16日スタート

勤務医師45人を斡旋、５９年度職業紹介事業実績伸ばす

運命（池谷亘）

「診療録管理」解説、その３（三竹年世子）

59年度日本病院会、教育研究活動等の予定表

259号４月25日１）

Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
１

２
３
４
５
６
７

'84国際モダンホスピタルショウ、作る側使う側情報交換の場に、「質の改

善と実践」３０例発表

３．１改定、集計494病院で△１９％、影響率調査を中間報告

（主潮）数字に目くばりを

小野理事ら栄えの受章、５９年春の叙勲、褒章を発表

早川崇氏を偲ぶ（小野田敏郎）

260号５月１０日１）

Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

２
３
４
５

－３７－



6）「診療録管理」解説、その４（三竹年世子）

7）１３カ国340人が参加、ＩＨＦ地域会議ソウルで開く

261号５月25日１）「日本病院会三十年史」が完成、戦後の病院のあゆみ、協会創立前後から

３０年間を８１０ページに

２）「我が病院づくり」も、142会員の歴史、個性的なタイトルで

３）医薬、景品類制限に関する「公正競争規約」を認定、公取委７月施行、周

知徹底を

４）異常気象（野田潔）

５）’84ホスピタノレショウの全日程決まる、「質の改善」発表討論会ﾌﾟログ

ラム

各界の期待と激励が、一層の「病院づくり」誓う、盛大に創立33周年記念

式、厚生大臣表彰で30人

健保は慎重審議を、関係議員に要請、全理事名で

58年度事業報告、決算を承認、代議員会・総会29日に開く

（主潮）人間を生かす経営

うなぎの蒲焼（遠藤香苗）

小野理事の叙勲祝賀会

33周年記念会長表彰者

式典で157人表彰、５月29日帝国ホテル（写真）

262号６月１０日１）

Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ

２
３
４
５
６
７
，
８

原価割れ是正、保険統合こそ、諸橋会長が意見表明、自民党医療基本問題

調査会に出席、調査会４小委での検討約す。

３日間で２６，５００人、昨年より１万人増、ホスピタノレショウ大きな成果

厚生省の衛生部局７月から再編、健康政策局、保健医療局

ホスピタルショウ開会式、悪環境下の努力に意義、吉崎医務局長、丸山日

医常任理事ら出席

饗庭氏受精卵トラブルを〃予告〃医療事故防止セミナー開く

最近感動した映画（河野稔）

共済会創立10周年、なごやかに記念パーティ

悪環境下の創意工夫と向上、ホスピタルショウ（写真）

263号６月25日１）

2）

3）

4）

5）

6）

７）

8）

264号７月10日１）マイナス改定のダメージ大きく、一般病院総数で２．４％減、影響率（２月

－３８－



当てはめ）最終報告まとまる

４病団は「声明」発表、診療報酬の〃早急改定〃求む

日本人間ドック学会の開幕にあたって（学会長岡山義雄）

（主潮）技術料に正しい評価を

第25回日本人間ドック学会、一般演題過去最高の56題に、学会前日市民向

け講演会も

第25回日本人間ドック学会プログラム

台湾式医師公会（平野明）

８月４（士)５（日）東京で、病院長・幹部職員セミナー

15年前の借金を返してくれた表彰状（大城三郎）

2）

3）

４）

5）

Ｊ
ｊ
１
Ｊ

６
７
８
９

高額医療費の改善を、健保再修正で要望、４病団各方面と折衝へ、推進会

議も「再修正」、経営健全化の要請合わせ

医療法改正案で主張、「統制強化は遺憾」自民調査会小委に出席、４病団、

民間の資源活用はかれ、重要５項目の見解説明

60年度税制要望まとむ、パート医師源泉問題解決へ全力、４病団11項目

「認識標」にご注意〃、新しい救急情報システムが発足、メディックアラ

ート

事務管理者による座談会（前)｢今後の病院経営に対する視点」

真の健康社会実現めざし（岡山義雄）

韓国見聞記（諸橋芳夫）

富山県のチューリップ（西能正一郎）

10月１１．１２日、第10回日本診療録管理学会、「10年のまとめと将来展望」

シンポジウム、ロマリンダ大ジャクソン女史の講演も

265号７月25日ｌ）

２）

3）

4）
ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

５
６
７
８
９

266号８月10日１）盛夏の「院長幹部職員セミナー」に２２０人、健保後の「これからの医療」

追求

２）健保大改革10月施行、日医羽田会長「悪法は根本から見直す」

３）日本初の「ﾉﾚﾈ・サンド記念講演」国際病院学会の最高栄誉急拠実現、大

阪医大早石修学長

４）（主潮）健保改正案が通過して

５）座談会（後）「今後の病院経営に対する視点」

６）モントリオールの一日（平野井直英）

－３９－



7）事務長通教ＯＢ研開く、淀川キリスト教病院「ホスピス」を研修

8）日本の運命を決めたサイパン沖海戦記（諸橋芳夫）

「日本人間ドック学会」新時代へ、〃健康医学の確立〃を、第25回学会で

提唱、５５０人参加

パート医師絵標準を設定、経験年数に応じ算出、４病団各県病等に通知

相続税新方式１月に遡及、類似業種比準の通達末端へ、更正該当者は積極

的に申し出を

（主潮）技術料の見直しを

野村秋守先生逝去

日本人間ドック学会特集、成果挙げた記念学会、人間ドック･自動化健診

の現況（写真）

第10回日本診療録管理学会プログラム

診療録管理学会開催にあたって（学会長高橋政棋）

長崎・シーポルト・紫陽花（福井順）

医師の所得に関する私見（西能正一郎）

267号９月１０日１）

2）

3）

4）

5）

6）

Ｊ
Ｊ
Ｊ

７
８
９

10）

「病院診療報酬改定要求」出揃う、病院団体が総力体制、組織医療特有項

目の新設も

11月８．９日高知市、第34回日本病院学会開幕へ、（学会長近藤慶二）

日本病院学会プログラム

大改革で医療事務も混乱、「健保法改正実務者説明会」３回開く

経済性優先の中味（中野昇）

公は私に、私は公に（末武保政）

原価計算講習会に200病院、診療報酬改定の基礎資料等に

野村先生を偲んで（河野稔）

268号９月25日１）

ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ

２
３
４
５
６
７

8）

269号１０月１０日１）病院診療報酬改定を一斉要求、長期ひっ迫の限界点に、推進会議・４病団

決定

２）医療保険問題で交換、吉村次官ほか保険局幹部と

３）（主潮）禍を転じて福にしよう

４）推進会議の改定要求、部門別原価補償を基礎、病院で９７％総数７．３％の

要求に

－４０－



４病団の改定要求、私的病院の崩壊防げ、技術料と病院特有項目に重点

84歳いまだ主婦（宇井美代子）

健保法の質疑応答まとむ、－部負担金・特定療養費等58項目

故野村秋守君のことども（木下真澄）

5）

6）

7）

8）

270号１０月25日１）改定健保２週間、窓口調査、事務煩雑化一方的負担増に怒りの声、１８病院

を調査

２）日医幹部と４病団、診療報酬・事業税問題で懇談

３）第10回日本診療録管理学会に800人、諸問題洗い出し将来へ備え、創立１０

年のまとめと将来展望

４）個性とコピー（木村千枝子）

５）「開かれた医学会総会」に、．・メディカルの参加呼びかけ、テーマ「２１

世紀への医学と医療」

６）職業紹介事業上半期の実績

271号１１月10日１） 病院経営危機突破全国大会を開催、診療報酬改定と事業税改悪阻止主題、

推進会議が主催１，０００人動員へ

事業税改悪今年も急浮上、４病団強力阻止運動へ、特例廃止で一挙に２ケ

タ増のケースも、全医療法人144億円を負担

（主潮）医療制度のデザインを

新厚相が決定、増岡博之氏

秋の叙勲・褒章、内藤顧問、竹本副会長ら栄えの受章

長生き（三竹年世子）

第８回メディカルクラーク通教の卒業式、名古屋第一日赤桑原さんが答辞

世界の医療事情（河野稔）

２）

Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ

３
４
５
６
７
８

272号１１月25日１）激動下明日の病院の道を、第34回〃高知〃病院学会開く、参加のべ６，０００

人

２）（学会特集）注目のパネル・シンポ、行政・医療側で討論「医療法改正と

病院経営」「老人保健法と老人医療の将来」「これからどうあるべきか日

本の病院」「病棟看護体制の多角検討」（写真）

３）中間施設、家庭医など、検討委設置計画の説明きぐ、４病団

４）医療新聞を研修、大韓病院協会本格発刊へ

－４１－



5）知らなすぎる病院の実態（平和夫）

経営危機突破大会に1,200人、診療報酬と事業税、関係部会が支援約す

（大会特集）重大局面に追いやるな、諸橋会長、力強い支援と決意表明、

自民稲垣氏・曰医吉田氏～衆参108議員が出席、各党代表の支援次々に、

大同団結の気運説く、小野理事気睨の演説（写真）

特集「病院医療における保険点数の矛盾点」、病院各部門の実態とズレ、

本会役員60病院長の意見

内藤前会長ら祝賀会、叙勲・褒章・名誉市民合わせ

来年６月開催へスタート、ホスピタルショウ諮問会議発足

松江市・全国医事研の帰路での出来事（三上晃）

273号１２月１０日１）

２）

3）

4）

5）

6）

新春座談会「医療保険制度をめぐる諸問題」（前）

年頭所感・病院経営基盤の確立を、会長諸橋芳夫

泣く子も黙る（中野博光）

アフリカへ毛布を〃

細目等備え対策本部、診療報酬改定大幅答申へ全力

日本語の同時通訳が実現、５月プエルト・リコ国際病院学会で、ＡＨＦツ

アー・インドネシアの概要も

囲碁雑感（戸川潔）

274号１月１日

Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ

１
２
３
４
５
６

7）

59年病院概況調査まとむ、100床当たり職員87人に、公・私1,000病院の

データ

診療報酬で要望、ホスピタルフィ~関連アップを

「病院医療の評価」議題に、諸橋会長４病団で提案

ソーラーシステムに補助金

座談会「医療保険制度をめぐる諸問題」（後）

年頭におもう（河野稔）

医原病とブロイラー（池谷亘）

275号１月25日１）

Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ

２
３
４
５
６
７

276号２月10日１）新・診療報酬点数が確定、病院は甲表３９％、乙表３．５％アップ、再診料

に格差入院料評価、病診機能、連携強化へ

２）診療報酬改定の趣旨と概要

３）医科点数表の改正（現行、改正点数表、甲乙）

－４２－



医療法で意見集約、病院代表明記に焦点、４病団→曰医へ

（主潮）積極的に医療計画へ

タバコと女王（財津晃）

病院賃金の資料集、庶務人事・労務研まとむ、限定頒布へ

4）

5）

6）

7）

277号２月25日１） 赤字脱却へ全力、５９年病院経営実態調査を報告、若干改善だが依然６割台

の赤字

今回の診療報酬改定について（諸橋芳夫）

経営実態調査、開設者別の収支状況、日赤等の公的が医業拡大、病院総数

で総費用２５％総収益４０％増

薬価基準改正を告示、３月実施平均６％下げ

｢社会福祉･医療事業団」スタート、医療金融公庫が新法人へ移行

待合室に土器展示、岡山病院内からの出土品

私と美術家との出会い（岡山義雄）

病院管理研究所、６０年度の研修計画発表

新紙面スタート、日病雑誌の目次予告、本紙合本の予約頒布も

意欲的テーマで企画、第26回日本人間ドック学会概要を発表、健康医学の

ニューパラダイム、予防から健康増進へ、学会テーマ決まる

60年度料金を改正、短期人間ドックは据置き、健保連契約

2）

3）

ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ

４
５
６
７
８
９
０
１

11）

278号３月１０日 医療審議会に病院団体代表、３月新委員で発足、本会池谷常任理事が選任

東京・神戸で1,200人参加、診療報酬改定説明会開く

診療報酬改定とその周辺（北村行彦）

（主潮）新しい医療資源を求めて

第24回国際病院学会へ、参加募集、５月24日からプエルト･リコと北米の

旅

ある外科修業（村田勇）

'85ホスピタノレショウ新企画、ホームケアの出品説明

座談会「病院の国際交流その意義と使命」

診療報酬点数の質疑応答集

Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ

１
２
３
４
５

6）

7）

８）

9）

279号３月25日１）病院管理マニュアル作成へ、医療と経営の〃標準〃設定、制度委が編集４

月中旬発刊、「病院憲章」５カ条も

－４３－



2）「マニュアル」発刊にあたって（丹野清喜）

3）病院幹部医セミナー開く、激動の世界医療情勢、最新レポートと現場の分

析

4）幹部医セミナー、過激なＤＲＧの実態まざまざ、対談「アメリカの医療費

問題」

5）医薬卸業「公正競争規約」を認定、公取委、景品類提供の制限４月から実

施

6）〃開かれた学会,,めざす、保健事業者等参加よびかけ、日本人間ドック学

会、日医・都医も後援

7）コンピュータ減税、５９年４月から対象、確定申告で

8）教育研究活動、２部会が名称変更、診療システム研・職場リーダー研

－４４－



員会第４委

1．医療制度委員会

１．開催回数１２回

２．出席者数別名

３．協議項目１）病院管理マニュアル作成について

２）その他

４総評

昨年度からの懸案である「病院管理マニュアル」が、その最終案として、本年度最後の常任

理事会に提出され、発刊の運びとなった。まず、5,000冊印刷の予定で、「勤務医マニュアル」

同様、会員病院には無料頒布される。

2．病院管理運営委員会

①統計調査部会

1．開催回数４回（合同調査委含む）

２．出席者数１９名

３．協議事項１）病院部門別原価計算調査票について

２）簡便な原価計算について

３）公私病連との合同調査について

４）日本病院会独自の原価計算について

４総評

毎年全国公私病院連盟と合同で実施している「病院運営実態分析調査」のほかに、３年に

一度の調査である「病院部門別原価計算調査」実施のための調査票の検討を行った。来年

度は、現在行っている原価計算調査は複雑なため、中小病院でも参加できる簡便な原価計算

調査を実施する予定である。

②医療事故対策部会

１．開催回数４回

２．出席者数１５名

３．協議項目１）医療紛争防止のためのセミナーについて

２）看護婦を中心としたセミナーについて

３）昭和60年度セミナー開催計画について

－４５－



４）その他

4．総評

前年度同様セミナー開催を行うことにより、医療紛争の防止策を実践していくことになっ

た。本年度は特に、福島県より「医療紛争防止のためのセミナー」の誘致があり、昭和60年

度にも要望があれば開催することとなった。

③防災対策部会

１．開催回数１回

２出席者数３名

３協議項目１）防火管理制度検討委員会（消防庁）中間報告について

２）病院防災セミナー開催計画について

３）その他

４．総評

本年度も日本病院共済会と共催の病院防災セミナー開催計画の検討および防火管理制度検

討委員会の中間報告等を主に開催した。

④労務・福利・物品本年度開催なし

3．勤務医対策委員会本年度開催なし

4．教育委員会

１．開催回数囮教育委員会５回

研究会委員長会議３回

２．出席者数個教育委員会３２名

研究会委員長会議５１名

３．協議項目１）昭和59年度上期（４月～８月）の研究会活動について
（まとめ）

２）昭和59年度下期（９月～３月）の研究会活動について

３）昭和60年度研究会活動方針について

４）昭和60年度研究会開催日程(案）の検討・調整について

５）研究修会名の改称について

６）昭和60年度の運営について

７）昭和60年度研究会予算南について

－４６－



８）第35回日本病院学会へ各研究会が参加し、研究発表をすることについて

９）’８５国際モダンホスピタノレショウヘの参加について

１０）昭和59年度研究会活動に対する反省について

４総評

昭和59年度は、定例研究会開催回数延45回、全国研究会開催回数延18回、セミナー開催回数

延４回、第一線リーダー研修会開催回数延３回を実施した。また、各研究修)会毎の延参加者数

は、定例研究会2,734名、全国研究会1,849名、セミナー295名、第一線リーダー研修会72名

であり、それぞれ多大の収穫を得て終了した。

今年度は、定例研究会・全国研究会とも参加者数において昨年を上まわる活況を呈した。こ

れは内容面においても、魅力あるテーマの選定、演者の選択等が多くの参加者を吸引したもの

といえよう。加えて、開催地側の協力が充分得られた場合には、とりわけ成功する率が高まる

ことも立証された。したがって、今後は地元と密接な連携をとりつつ、現今の医療情勢を的確

に把握し、参加者のニーズに充分適ったプログラムの作成が望まれよう。

来年度は、定例研究会については、ほぼ従来どおりの運営でいくことが確認された。

しかし、全国研究会については、従来のやり方を多少変更した方向で運営していくことで合意

をみた。すなわち、参加者から参加費を取らない。但し、資料代は実費を徴収する。また、研

究修会終了後の懇親会もとりやめる。但し、個人の負担でそれぞれ行うものについてはこの

限りでない。したがって、研究(修)会開催にかかわる経費については、各研究修会に割当てられ

た年間予算の枠内でまかなっていくこととなる。

次に、第35回日本病院学会（伊勢市）に各研究会が参加し、発表を行っていくことが決まり、

１０研究会より参加の希望が出され演者の決定もみた。これは初めての試みであり、どのような

反響がみられるか未知数であるが、大きな成果を収められることを期待したい。

また、'85国際モダンホスピタルショウ（池袋・サンシャインシティ）にも本年同様参加して

いくこととなった。

なお、従来の病院診療研究会が診療システム研究会に、第一線リーダー研修会が職場リーダ

ー研修会に、来年度より改称される。

通信教育委員会

診療録管理通信教育部

１．開催回数２回

２．出席者数１２名

３．協議項目

１）９月１４日(土）１７：００～１９：３０大阪弥生会館

5．

①

－４７－



。進級・卒業試験の合否について

。受講生の現況について

。第２6回スクーリング開講要領について

。延長受講料の改定について

。第１２回診療録管理学会について

。学術研究団体の登録について

2）３月９日(士）１７：００～１９：３０大阪弥生会館

・進級・卒業試験の合否について

。受講生の現況について

。第２7回スクーリング開講要領について

②メディカルクラーク通信教育部

１．開催回数２回

２．出席者数１１名

３協議項目

１）４月２日（月）１７:００～１９:３０

．試験：第８期生後期

第９期生前期

・スクーリング：第９期生前期

東京鉄道会館ルピーホーノレ鳳凰の間

８月２３日（木）９:００～１６:００

２月１４日（木）９:００～１６:0０

８月２０日～22日東京会場

８月24日～26日京都会場

２月１１日～１３日京都会場

２月１５日～１７日東京会場

９月２２日１１:００～１４:００

１０月２０日１７:００～２０:００

第９期生後期

。第８回認定審査委員会

・第８回認定証授与式

・スクーリングの時間割り

８／2０（月）

２１（火）

２２（水）

２４（金）

２５（士

２６⑤

－４８－

午前９:0０ ～ロ １２:００ 午後１３:0０～ １６:００

早
稲
田
速
記

東
京
地
区

8／2０（月）

2１（火）

2２（水）

医療学高橋先生 臨床検査伊藤先生

秘書実務與那嶺先生 医学用語学笠井先生

医療事務杉本先生

ビ
ル
葆
光

京
都
地
区

2４（金）

2５（土）

2６ ⑤

医療学高橋先生 臨床検査学伊藤先生

医療用語学笠井先生 秘書実務與那嶺先生

医療事務杉本先生



。雪害の為、受験できなかった城北病院６名については延長受講料免除

（但し、６０年２月まで）

2）９月22日(土）１１:00～１４:0０東京鉄道会館ルビーホール葵の間

｡第８回の認定審査

第８回認定者３３名（延長生１，第８期生３２）

第８回追加認定者５名

･延長受講予定者４３名

｡60年２月の試験・スクーリングについて

予定表通り確認

･第８回認定証授与式

１０月20日(土）１７:００～１９:３０

東京番町グリーンパレス

・第１0期生より前期・後期科目履修順序を次のように変更

臨床医学を前期から後期へ

解剖・生理学を後期から前期へ変更する。

。第８回認定者代表は名古屋第一赤十字病院桑原みどりに決定

③事務長養成課程通信教育部

Ｌ開催回数１回

２出席者数１２名

３．協議項目

１）４月６日（金）１５:００～１７:ＯＯ東京日本病院会第一会議室

・昭和59年度の教育実施について

原案のとおり承認

・第５回生最終試験：６月23日(土）大阪共済会館新大阪

・第５回認定証授与式：７月２１日(土）東京都内

。試験：第６回生１年後期７月１５日

第６回生２年前期１月１７日

第７回生１年後期１月１０日

・スクーリング：第６回生２年前期７月１６日～２１日

第６回生２年後期１月１８日～２３日

第７回生１年前期７月９日～１４日

－４９－



第７回生１年後期１月11日～16日

･会場は、いずれも聖路加国際病院第２記念館とする。

。７月のスクーリングの時間割りについて

第７回生１年前期

変更は１２日（木）病院財政管理針谷講師→15日（日）に

１５日（日）病院事務のあり方井上講師→12日(木)に

第６回生２年前期

変更は１８日（水）午前・午後を今村講師に

１９日（木）午前を高橋講師に

２０日（金）午前・午後を上林講師に

。事務長養成課程通教月報の巻頭言を４月号より、病院会雑誌に掲載する｡

高橋委員長担当とする。

。講義テキストの目録は公開してよいこととした。

6．医療経済委員会

１．開催回数４回

２．出席者数２８名

３．協議事項１）昭和60年度税制改正要望事項について

２）パート医師アンケートについて

３）承継税制について

４）手取額による源泉徴収税額表について

５）一部負担金の口座振替について

６）診療報酬改正要望についての検討

７）病院経営安定化の対策について

８）健康保険法改正に伴う実務者講習会開催について

９）昭和60年度税制改正について

１０）昭和61年度税制改正要望事項について

１１）病院経営セミナー（仮称）の開催について

１２）クレジットカード利用について

１３）昭和61年度以降税制のうごきについて

１４）病院経営セミナーについて

－５０－



４総評

今年度は税制改正要望事項検討の他にクレジットカードの利用、－部負担金の口座振替、社

会保険委員会と合同で診療報酬問題の検討等、病院経営安定化についても論議した。また来年

度には「病院経営セミナー」の開催を予定している。

国際委員会

1．開催回数９回

2．出席者数５７名

3．協議項目

本年度も、吉岡委員長を中心に、多岐に渡る国際活動を展開した。主要な活動を列記すれば、

下記のとおりであるが、標記のとおり開催の委員会は、こうした活動のための準備委員会とし

ての性格も強かった。

7．

1）４／16～４／２０ＩＨＦスペシャノレスタディピジット（日本）を、コーディネーショ

ン。

ＩＨＦ地域会議への参加（韓国)、本会より、諸橋会長、大道常任

理事、長澤国際委員が講演。なお、２５日ＡＨＦ理事会。

北欧病院視察研究会を催行。参加１０名（高橋勝三委員がコーディネ

ーター）。

米国医療調査団を催行（コーディネーター、三宅浩之委員）。

参加１９名。

韓国蛾山財団（ＡＳＡＮ財団）事務長等３名が、新病院設立のため、

秋田日赤、国保旭中央、北品川総合病院等を見学。

日本病院学会にＡＨＦ会員各国９名招待の窓口を務める。

韓国研修団（医事部門）の受入れ、コーディネイション。団員５名。

スウェーデンより研修団来日。研修会を開催（大阪ロイヤルホテル）

テーマ「コンピュータ利用による医療情報システム」、団員９名

(団長ソアー氏、ＳＰＲＩ所長)、日本側東大開原教授がコーディネ

ーター。

同日付の日本病院会ニュースに国際委員会として座談会を掲載Ｏ

ベルギー大使館紹介のドミニソク・クレスパン氏、東京消防庁、日

本医大、帝京大、千葉県救急医療センターを見学。日本の救命救急

2）４／23～４／2７

3）８／25～９／７

4）１０／９～10／2０

5）１０／10～10／1８

6）

7）

8）

11／８～１１／９

１１／29～12／７

１／９～１／1２

9）３／10

1の３／26～３／2９

－５１－



システムを調査。

上記についての参照資料としては（番号対照）

①日本病院会ニュース昭和５９年４月２５日号

ＷＯＲＬＤＨＯＳＰＩＴＡＬＳ（ＩＨＦ機関誌）１９８４竿１１月号

②日本病院会ニュース昭和５９年５月１０日号，７月２５日号

日本病院会雑誌昭和５９年６月号

③日本病院会雑誌昭和６０年１月号

⑥日本病院会ニュース昭和５９年１１月２５日号

③日本病院会ニュース昭和６０年１月２５日号

⑨日本病院会ニュース昭和６０年３月１０日号

o来年度海外視察研究会として

１）ＩＨＦ国際病院学会参加視察研究会

２）ＡＨＦスタディツァー参加視察研究会

３）ヨーロッパ視察研究会

４）中国視察研究会

について、検討を開始した。

｡特記すべき事項として、１０月常任理事会において、日中友好部会（小委員会）の設立が承

認され、有澤副会長、太田元次理事、熊田正春代議員が、新たに委員に加わった。

。河野副会長が担当役員として、ＩＨＦ実行委員会（３月、１１月）に出席するなど、積極

的に活動された。

。ＩＨＦ年会費（１９８５年分）およびＡＨＦ年会費（１９８４年分）を、それぞれ支払った。

8．臨床予防医学委員会

１開催回数５回（常任委員会４回含む）

２出席者数４１名

３．協議項目１）臨床予防医学委員会委員業務分担について

２）人間ドック現況報告集計について

３）コンピュータによる健康診断システムについて

４）既指定病院の再チェック方法について
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委員業務分担について

コンピュータ診断答申について

超音波エコー講習会について

短期人間ドック既指定病院再チェック方法について

第25回日本人間ドック学会について

臨床予防医学委員会報告（集計）について

日本人間ドック学会評議員推せん者について

臨床予防医学委員会委員業務分担について

コンピュータ診断システム答申について

エコー使用義務付に伴う講習会について

昭和58年度臨床予防医学委員会現況報告

既指定病院の再チェック方法について

昭和60年度健保連との契約料金について

短期人間ドック実査認定委員について

第26回日本人間ドック学会発表演題について

人間ドックの書籍作成について

エコー講習会実施アンケート結果について

日病ドック指定病院再チェック方法について

健保連との契約について

第27回（昭和61年）日本人間ドック学会について

第28回（昭和62年）日本人間ドック学会について

病症別アンケートの実施について

委員会委員構成について

第26回日本人間ドック学会開催内容について（報告）

「人間ドック」書籍作成について

５）

６）

７）

８）

９）

10）

11）

12）

13）

14）

15）

16）

17）

18）

19）

20）

21）

22）

23）

24）

25）

26）

27）

28）

29）

4．総 評

本年度は、日病指定（健保連契約）短期人間ドック並びに自動化健診実施希望申請施設が例

年になく多く殺到し、短期人間ドック実施認定委員が大変多忙な年度であった。それゆえに、

申請施設の実情調査も厳格に行い、さらにレベルアップをはかるよう心がけた。これらは昨

今の予防医学に対する国民全体の意識向上によるものと思われるが、曰病臨床予防医学委員会

としては、ドックによって安易に患者を増やすのではなく、正しい指導から予防医学をすすめ

て、真の健康チェックをすることを目指すものであり、種々の検討を重ねている。そのために
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委員会の組織内をさらに細分化し、総務（企画・調査・渉外）・学術図書に分け、それぞれ担

当を決定し活動を始めている。総務関係の主な推進事業は、既指定施設の再チェック方法であ

り、指定後かなりの期間を経ている施設の改善状態を把握すべ<準備をすすめている。また、

学術図書関係の主な推進事業は、本会発行の「人間ドック」の改訂版発行であり、製作企画中

である。

なお、健保連との昭和60年度の短期人間ドック料金改訂の協議は、当会側と健保連側の主張

にかなりのへだたりがあり、二本杉委員長、鈴木副委員長が、何度となく交渉にあたったが、

諸般の事情により、昭和59年度と同額にて契約締結した。ただ、自動化健診料金については各

施設より提出された希望料金どおり契約締結した。例年のように12月中に契約締結することが

出来ず、指定施設各位に多大なるご迷惑をおかけいたしたことは、非常に遺憾であった。今後

は早い時期に健保連と打合せを開始し、双方が納得するような契約をする必要性を痛感した。

9．社会保険委員会

１開催回数４回

２．出席者数２０名

３．協議項目１）診療報酬改正要望についての検討

２）病院経営安定化の対策について

３）健保法改正に伴う実務者講習会について

４）診療報酬改定について

５）基準看護について

６）自賠責の診療報酬基準の諸問題について

７）今回の医療費改定と今後の動向

８）診療報酬改定説明会開催について

９）その他

４．総評

本年度は診療報酬改定の要望事項中心に検討を行った。

なお、「点数表改正点の解説書」を会員へ無料配布（１８４５件）

10．組織委員会

１開催回数

２．出席者数

３．協議事項

２回

８名

日本病院会組織拡大に関する件
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なお59年度６月と２月に、非会員病院あて、会員募集の案内を、合計約5,000通発送した。

11．学術委員会

１開催回数１０回

２．出席者数８８名

３．協議項目１）日本病院会雑誌’８４６月号～'８５５月号の編集について

２）日本病院会雑誌’８４７月号～'８５６月号の企画について

３）英文誌「JapanHospitalsNo4」の編集および出版について

４）「信頼される我が病院づくり」の編集および出版について

雑誌59年度（'８４４月号～'８５３月号）主要掲載記事

（４月号）

グラフ：済生会横浜市南部病院

巻頭言：公私の病院の協調と団結を求めて

記事：シンポジウム・病院経営の乗り切り策は何か

（５月号）

グラフ：沖縄県立南部病院

巻頭言：医療に政治が入ってはいけない

記事：今、事務長に望むこと

（６月号）

グラフ：虎の門病院

巻頭言：これからの病院経営_その自主性と質の向上について－

記事：日本の健康保険制度

（７月号）

グラフ：日本病院会創立33周年記念式典

巻頭言：日本の病院団体の大同団結

記事：杣日本病院会創立33周年記念式典

（８月号）

グラフ：'84国際モダンホスピタルショウ

巻頭言：医療における社会との連携の必要性と方法論

記事：鎖夏随筆

（９月号）

グラフ：所沢市市民医療センター

4．
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巻頭言：重ねて病院団体の団結をのぞむ

記事：「信頼される我が病院づくり」を読了して－近頃稀にみる興味津々たる書一

（10月号）

グラフ：第24回病院視察研究会

巻頭言：第34回日本病院学会を開催するにあたって

記事：医療紛争防止セミナー講演・老人医療の特質

病院長セミナー講演・これからの日本の医療、講演・これからの医療行政

（11月号）

グラフ：名古屋披済会病院

巻頭言：技術料について考える

記事：病院の倒産について

（12月分）

グラフ：第25回日本人間ドソク学会

巻頭言：人間ドックのあれこれ

記事：第25回日本人間ドック学会よりの一連の記事記念講演・人間ドック25年の歩

み他

（１月号）

グラフ：北ヨーロッパの病院

巻頭言：年頭所感一病院経営基盤の確立を.／－

記事：海外報告・北欧医療視察研究会報告

（２月号）

グラフ：第10回日本診療録管理学会

巻頭言：第10回日本診療録管理学会を終って

記事：第10回日本診療録学会よりの一連の記事シンポジウム・学会創立十年

のまとめと将来展望他

（３月号）

グラフ：第34回日本病院学会

巻頭言：病院団体の脱皮を願って

記事：第34回日本病院学会よりの一連の記事学会長講演・激動下における明日の病

院

「信頼される我が病院づくり」の発刊について

本書は、（社)日本病院会創立33周年記念事業の一環として、諸橋会長の提案により発刊され

5．
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た。

同時に、全国の当会会員にも贈呈され、病院経営に強い関心が寄せられている折柄、生きた

病院経営を知るうえで大変参考になるとの高い評価を得て、多大の反響を呼ぶに至った。ここ

に文字どおり、諸橋会長の､､序文”にあるごとく、まさに「日本病院会の医療に対する真蟄な

姿勢を天下に示す」ことができたのである。

ちなみに、掲載施設数は142施設（公的病院７１.私的病院71）で、北は北海道から南は沖縄

に至る公・私の病院を網羅している。

12．広報委員会

１．開催回数７回

２．出席者数５６名

３．協議項目１）日刊紙記者との懇談報告、対策

２）病院医療の広報について

３）座談会「今後の病院経営に対する視点」

４）医療保険制度の大変革に対する対応

５）６０年度の活動計画と予算について

６）病院医療における保険点数の矛盾点特集の企画

７）座談会「医療保険制度の諸問題」

８）６０年度曰病ニュース発行計画について、発行・配布・予算関係、年間の編

集計画大要

９）日病ニュース合本の製作について

１０）座談会「診療録管理へのいざない」

１１）６０年度座談会の企画

１２）日病ニュース300号記念冊子の製作企画

４．総評

健保本人１割負担導入を柱とする健保法改正問題は、結局厚生省ペースで10月実施と決着し

たが、今後のためにも改正後の諸問題を取り上げ広報すべきとして、健保改正２週間後の窓口

調査を実施した。東京・関西18会員病院の調査結果によると、事前に窓口混乱回避等の対策を

立てたものの、大半の病院に混乱がみられ、侍時間は確実にのびた。このため人員増、機械

等費用増などの一方的持出しとなり、事務煩雑化が加わって当局に対する怒りの声が充満した。

これらは第270号、１０月25日付に掲載した。

次いで医療保険制度、点数の諸問題をとり上げた。従来言われてきたように病院関連の点数
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には不合理で非学問的なことが多く、現在の点数表が病院の現場を知らない者の手であまりに

も多く決められてきたとして、「病院医療における保険点数の矛盾点」のテーマを設定､各部

門別に選ばれている広報委員の原稿と、本会役員に対するアンケートをもとにまとめ、第２７３

号、，２月,0日付に特集掲載した。さらに高山広報委員長の司会で座談会を実施、本会諸橋会長、

曰医羽田会長、厚生省幸田保険局長、ＮＨＫ行天氏の出席により医療保険問題を話し合い、新

年号に掲載した。

また医療の実態、国民の健康と生命を守る病院医療の側面がいかに伝わるかというテーマが

「病院医療の広報」として取り上げられ、日刊紙記者、厚生省クラブ記者との懇談などを通し

て探られてきたが、なお検討中の課題とされた。

１３．諸規程検討委員会

１．開催回数１回

２．出席者数３名

３．開催月日３月15日（金）日病役員室

４協議事項ｌ）組織規程の見直しについて

・事務局組織分掌規程の改正について

・常任理事の基本的な組織図を明確に表示するため今後検討する。

２）就業規則の一部改正について

３）その他諸規程について

５．総評

現組織規程、規則を簡潔にし、現状に即したものに改めるため、事務局組織分掌規程とし、

事務局長の下に総務部、企画広報部、学術研修部の３部を置くこととした。また就業規則の定

年の規定に事務局長63歳を挿入し、それぞれ60年４月１日から施行することが望ましいとの結

論を得た。

給与規程の中ベースアップの都度金額の変更を要する扶養、住居、通勤手当については人事

院規則を準用するように改正をしていく。その他規則、規程についても漸次検討していくこと

となった。
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〔特別委員会〕

1．病報情報センター運営委員会

Ａ委員会

１開催回数９回

２．出席者数６３名

３．協議項目１）６月分セミナー開催の件

２）病院学会開催時における病院見学について－(高知医大）

３）今回の医療費改定について

４）アンケート調査「日本におけるコンピュータによる病院経営改善」につ

いて

５）同上のアンケートとりまとめについて

６）昭和60年度セミナー開催計画について

７）病歴データのもち方について

８）病院情報システム標準化について

９）その他

４．総評

来年度より、病院情報システムの標準化等につき検討していくこととなり、当面は、各委員

より意見を求めていくこととなっている。

Ｂシンポジウム

「病院における効果的なコンピュータの使い方」

１．日時昭和59年６月15日(金)～16日(土）

２．会場サンシャインシティ文化会館（東京・池袋）

３．参加者数９６病院123名

４．演題１）総合的病院情報システム形成の努力と効果

２）病院業務処理から病院管理システムへの展望

３）医事業務におけるパーソナル・コンピュータの利用と技術上の諸問題

４）病院情報システムと病院医療

2．国際モダンホスピタルショウ委員会

１開催回数７回

２．出席者数103名
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3．協議項目（１）４月11日(水）曰病会議室

１）ＮＭＲ－ＣＴパネル展示について

（２）７月27日(金）ダイヤモンドホテル

１）’８４国際モダンホスピタルショウの反省

２）’８５国際モダンホスピタルショウの企画について

（３）１１月19日(月）ホテルパシフィック（東京）

１）国際モダンホスピタルショウ委員会の組織について

２）’８４国際モダンホスピタルショウの開催結果について

３）’８５国際モダンホスピタルショウの開催要領について

（４）同日病会議室

１）’８５国際モダンホスピタルショウの開催要綱について

（５）１月22日(火）日病会議室

１）’８５国際モダンホスピタルショウの企画について

（６）２月７日(木）日病会議室

１）特別企画ホームケアコーナーについて

（７）３月５日(火）日病会議室

１）部門別展示方法、細部企画について

３．３３周年記念事業企画・式典運営合同委員会

１開催回数２回

２．出席者数９名

３．協議項目（１）小委員会４月10日(火）曰病役員室

１）案内状について

２）発送先明細について

３）式次第について

４）来賓記念品について

５）運営役員分掌の確認について

（２）合同委員会４月20日(金）帝国ホテル４階橘の間

１）会場下見

２）式次第の細部調整について
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第５医療従事者無料職業紹介事業

(紹介状況） 昭和59年４月～60年３月

(就職者の地域別状況）

[蟇

甲
信
越
一 雲■口元陸’

‐

近
畿

(就職者の年代別状況） (診療科別）

一

伽
代
一

卯
代
一

`０
代

l7O

lfit

加
代

内科１９

産婦人科４

外科３

小児科２

整形外科１

精神科１

その他１

－６１－

求職件数 求人件数 就職件数 繰越求職件数

医師 ９１ １０２ ３１ １６

看護職員 １ ５ ０ ０

医師・看護職員を

除く医療従事者
１５ １３ ９ ４

合計 １０７ １２０ ４０ ２０

就
職
件
数

北
海
道
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医師 ３１ １ ２４ １ ２ １ ２

看護職員 ０

上記以外の職員 ９ ９

計 ４０ １ ３３ １ ２ １ ２
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加
代

仙
代

卯
代

印
代

加
代

加
代

医師 ３１ ２ ７ ４ ７ ８ ２ １

看護職員 ０

上記以外の職員 ９ ４ ２ １ ２

計 ４０ ６ ９ ５ ９ ８ ２ 1



(総評）

将来の医師過剰に備え、対応策の一つとして医学部定員の削減が叫ばれている現在、病

院側が医師を選ぶ時代が遠からじくるのではないか、よりよい医師を求める姿勢が強くな

るのではないかと推測されるが、このような傾向の一端が本紹介業務の中で伺えるか。

以下の表中の数字にもとづいての考察では未だ医師不足の感が強い。

ただ、第一に若年層の医師を求める傾向が顕著である。ベテランの医師に対する報酬が

経営を圧迫しているのか、代替性が強い。

第二に学位取得者また産業医、各学会の認定医を求める傾向にある。

第三に過疎地域における外国医師の招聰が従前程スムーズにいかない。

このような流れが、将来の変化の先取りなのか、ここ２，３年の資料を吟味していきた

い○

開設以来の紹介状況

－６２－

求人数 求職数 就職者数

５４年度

５４．１１．３０～５５．３．３１

４０５ 1２ ０

５５年度

５５．４．１～５６．３．３１

６７６ ２７ ２

５６

医師

その他

２３９

１

４１

２４

１７

９

５７

医師

その他

６４

９

６５

８

２０

４

５８

医師

その他

９０

１７

１１４

１５

４５

１２

５９

医師

その他

１０２

１８

９１

１６

３１

９

計 1．６２１ ４１３ １４９





医師求人施設の都道府県別、求人科目別表 昭和55年４月１日～60年２月28日

皿
－６４－

内
科

精神

神経

呼
吸
器

循
環
器

ﾉ」 、
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脳
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科

皮
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門
科
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婦科

眼
科

耳咽
喉
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法

学科

放線

射科

気食
道

管科

麻
酔
科

歯
科

そ
の
他 計

北海道 2２ １ ２ ４ ２ 1 １ 3３

青森 １ １ ２

岩手

秋田 １ １ １ ３

山形 ５ １ １ １ １ １ 1０

宮城

福島 ９ １ ２ ２ １ １ １ １ 1８

栃木 １ 1 １ １ １ ５

茨城 ７ １ １ ４ ２ 1５

群 〃馬 ５ １ １ 1 １ ９

埼玉 １３ １ ２ ６ ２ １ １ 2６

千葉 1３ １ １ ５ １ ２ １ １ 2５

東 京 3９ ２ １ ２ ９ 1４ ２ ３ ３ １ ２ 7８

神奈川 2７ ３ １ １ ５ ４ １ ３ １ 4６

山梨 ２ １ ３

長野 ６ １ ４ １ １ １ 1 １ 1６

新潟 ３ １ １ ５

静岡 ４ １ １ ６

愛知 ４ ２ ２ ８

岐阜 １ １ １ １ ４

三重 １ １ １ ３

富山 １ １ １ ３

石川

福井 1 １

滋賀 ２ １ １ １ １ １ ７

京 都 ３ １ 1 ３ ８

大阪 1３ １ ７ ４ １ １ １ 2８

奈良

和歌山 ６ １ ６ ２ ２ 1７

兵庫 ８ ４ ２ １ 1５

岡山 １ １

広島 １ １ １ ２ １ ６

鳥取 １ １ ２

島根

山 口 ２ １ １ ４

香）|Ｉ １ １ １ ３

徳島

高知 １ １ ２

愛媛 ２ １ １ １ ５

福岡 １１ １ ２ １ １ １ １ 1８

佐賀

長崎 １ 1
上

本 １ １ ２

大分

宮崎 １ １

鹿児島 １ １

沖縄 ４ ２ ２ １ １ 1０

計 2２３ 1７ ２ ５ １４ 7６ 5４ ５ ６ 1４ １１ 1２ １ ２ ８ 450



第６定例研究会

1．定例病院診療研究会

１．開催回数４回

２．開催概要

（１）４月17日（火）国立療養所村山病院５施設

①施設見学

②「最近の脊椎・脊髄外科の現況」

国立療養所村山病院第一整形外科医長

（２）６月19日（火）埼玉県立小児医療センター１１施設

①「小児病院における放射線科の在り方」

埼玉県立小児医療センター放射線科副部長

②施設見学

（３）１２月18日（火）都立広尾病院１３施設

①「救急病院における医療ソーシャルワーカー（ＭＳＷ)の活動」

都立広尾病院医療相談室

②施設見学

（４）２月19日（火）順天堂浦安病院１８施設

①「順天堂浦安病院の現状」順天堂浦安病院院長

②施設見学

７名

大谷

１９名

情

藤岡睦久

１６名

鈴木孝男

３７名

小酒井 望

2．定例事務管理研究会

１開催回数２回

２開催概要

（１）５月16日（水）日病会議室３１施設

①「アメリカにおける病院原価管理と予算統制」

河北総合病院副理事長

②「最近のコンピュータの進歩とトータル・システムへのアプローチ」

虎の門病院情報システム課長

（２）７月17日（火）日病会議室３２施設

４０名

河北博文

斉藤

４０名

誠

－６５－



①「医療費改訂の影響と経営対応策」 武蔵野赤十字病院医事課長

北品川総合病院事務次長

社保蒲田総合病院事務長

日比谷病院庶務課長

方
守
藤
津

緒
勝
安
梅

市
雄
雄
男

廣
昭
秀
勝

②「医療費改訂の影響と薬価問題」

定例医事研究会

１開催回数３回

2．開催概要

（１）４月19日（木）全国町村議員会館９３施設

「収入管理のあり方」

「査定減に対する積極策」

①「収入管理のあり方」

ａ・収入管理のあり方厚生省病院管理研究所経営管理部長

ｂ・事例１ 本島病院業務課長

ｃ・事例２虎の門病院医事課係長

②「査定減に対する積極策」

グループ討議

ａ・レセプト院内審査

ｂ・対策委員会の運営

ｃ・再審査申請の進め方

（２）９月20日（木）全国町村議員会館９８施設

「健保法改正による留意点」

「医事業務とコンピュータその９」

①「健保法改正による留意点」三井記念病院医事課顧問

②「コンピュータ導入検討における知識と留意点」

ａ・患者情報を中心として聖路加国際病院医事課次長

ｂ・点数計算を中心として河北総合病院医事課係長

ｃ、コンピュータメーカー並びにセンターが導入病院に望むもの

杏林大学医学部付属病院医事課長

③「コンピュータ導入後における問題点とその対策」

－導入を検討している病院への警鐘一

本島病院業務課長

3．

146名

針
中
船

谷
野
津

達
隆

志
男
浩

192名

上晃

湯浅誠

大西正利

徳永貴士

中野隆男

－６６－



越谷市立病院医事課第二係長

(3)２月21日(木)～22日（金）浜松市舘山寺ロイヤルホテル３９施設

①基礎医学講座（第２８回）

「肝疾患について」総合病院聖隷浜松病院副院長

②グループ討議

③情報交換

④事例解答例の説明

⑤全体討議

染谷光

６０名

藤澤弘芳

4．定例庶務人事研究会

１開催回数３回

２開催概要

（１）７月６日（金）聖路加国際病院第二記念館１７施設

①「当院における広報活動」亀田総合病院広報課長

②「院内報のつくり方」㈱形成社代表取締役

（２）１１月１６日（金）ＳＲＬセミナールーム ２３施設

①「今、何故、病院にＴＱＣなのか」北里大学教授

③「サービス業におけるＴＱＣ」日本管理技術協会

（３）２月１８日（月）ＳＲＬセミナールーム４３施設

①「初任給・賃金水準」聖路加国際病院総務課次長

②「諸手当」元済生会向島病院事務長

③「人事考課」石和温泉病院事務長

２０名

君塚

中城

２７名

井上

渡辺

５４名

石山

稲垣

斉藤

清

民夫

彦
行

昌
勝

稔
武
夫

正

5．定例用度研究会

１．開催回数３回

２開催概要

（１）６月22日（金）日病会議室９４施設

「医薬品産業をとり巻く環境と医薬品流通」

薬事ニュース社編集部記者

（２）９月28日（木）横須賀米海軍病院３３施設

「ＮＲＭＣの病院管理に占める物品管理の位置づけと、その実際」

横須賀米海軍病院

109名

東栄

４７名

Ｍｒ・Ｗｏｈｃｈｅｒ

－６７－



４１施設

および、医薬品等価格調査」

雅英・南雲英俊・

國雄・手島基行

５１名(3)１１月16日（金）日病会議室

「用度業務に関する調査・業務内容と範囲、

用度研究会委員塩山

川田

梅津勝男

6．定例施設研究会

１開催回数４回

２開催概要

（１）５月11日（金）日病会議室２９施設

「病院施設設備の事故例」－建築・空調・電気・衛生のトラブルー

（２）９月28日（金）濁協医科大学越谷病院２４施設

「病院施設見学」

（３）１２月６日（木）日病会議室３７施設

「施設管理の問題点」

－省エネをふまえた暖房運転一

一病院における直営・外注のメリット・デメリット－

－受水槽のトラブルー

（４）２月14日（木）日病会議室２４施設

「施設設備の効率化」－わが病院の改善事例一

３８名

４３名

４３名

３１名

7．定例会計経理研究会

１．開催回数２回

２．開催概要

（１）６月13日（水）虎の門病院

①「部門別原価計算の演習」

②施設見学

（２）９月13日（木）東京逓信病院

①「部門別原価計算とその結果」

②施設見学

４８施設

聖路加国際病院総務課

６１名

中村 彰吾

２９施設

聖路加国際病院経理課次長

３６名

横山達治

8．定例労務研究会

（今年度は、全て庶務人事研究会との合同開催として実施した。）

－６８－



9．定例看護管理研究会

１．開催回数１回

２開催概要

（１）５月24日（木）主婦の友ビルホール ８５施設

「看護研究」－リーダーとしてのかかわり方~

千葉大学看護学部助教授

260名

金井和子

10．定例看護研究会

１開催回数１回

２開催概要

（１）２月２１日（木）コクヨホール

「看護体制の変革をめぐって」

７６施設

厚生省健康政策局看護課長

215名

清水嘉與子

11．定例薬事管理研究会

１．開催回数４回

２．開催概要

（１）４月25日（水）日赤中央女子短期大学講堂２７施設

「病院薬剤師のための薬事法学」東京大学薬学部講師・弁護士

（２）９月19日（水）日赤中央女子短期大学講堂４１施設

「公正取引規約に伴う諸問題」

医療用医薬品製造業公正取引協議会運営委員長

（３）１２月６日（木）日赤中央女子短期大学講堂４４施設

「血液製剤の変遷と現況」

日本赤十字社中央血液センター製剤部長

日本赤十字社中央血液センター見学

（４）２月13日（水）日赤中央女子短期大学講堂２５施設

「先輩薬剤師の立場から後輩に望む」

薬事管理研究会委員日本薬剤師会副会長

明治薬科大学客員教授

３１名

三輪亮寿

４５名

山田裕久

４９名

羽田憲司

２８名

瀬一郎

本与一

氷
士
□

12．定例栄養管理研究会

１．開催回数４回

－６９－



2．開催概要

（１）４月24日（火）日本栄養会館６２施設

①「新しい配膳システムの方向」三井記念病院栄養管理室長

済生会横浜市南部病院栄養課長

（２）６月５日（火）日本栄養会館６７施設

①「病院給食のコンピュータの応用」越谷市立病院栄養科長

②「パソコンにおける栄養指導の検討」

慶応義塾大学病院食養第１科科長代理

（３）１１月13日（火）日本栄養会館６８施設

①「新しい栄養所要量について」国立栄養研究所健康増進部長

②「米国病院栄養管理視察団に参加して」

三井記念病院栄養管理室主任

（４）２月５日（火）（調理研究会と合同）日本栄養会館５７施設

「給食委託業務を考える」名古屋被済会病院院長

都立府中病院栄養科長

９１名

田辺嘉子

末崎一恵

８５名

坂内礼子

渡部昭

101名

小林修平

佐藤

８７名

太田

深浦

ミヨ子

次
子

一
兀
一
泉

13．定例調理研究会

１開催回数４回

２開催概要

（１）５月15日（火）日本調理機㈱栃木工場１７施設

①工場見学

②映画鑑賞「ヒポクラテスの島」

「明日の病院給食」

③「調理機器の適切な利用法と安全性について」

日本調理機㈱常務取締役

（２）７月10日（火）日本栄養会館３８施設

①「調理師と衛生」東京都文京区本郷保健所衛生課長

②「病態調理師の心構え」聖路加国際病院栄養科長

（３）２月５日（火）（栄養管理研究会と合同）

（４）３月14日（木）㈱伊勢丹ﾌﾟチモンド新宿駅マイシティ店２３施設

①「西洋料理の基本」

２８名

高木貞安

６８名

熊本昌司

宇井美代子

３９名

－７０－



調理実習とテーブルマナー－

㈱伊勢丹プチモンド取締役総料理長 栗山八郎

②試食会

14．定例診療録管理研究会

１開催回数４回

２開催概要

（１）第68回４月28日(土）

（２）第69回７月１４日（士）

（３）第７０回１０月27日(土）

（４）第７１回１月１２日(士）

４９施設

２０施設

１９施設

５１施設

名
名
名
名

５
１
８
３

６
３
２
８

聖路加国際病院

都立広尾病院

国立病院医療センター

東京都済生会中央病院

15．定例病院管理総合研究会

１開催回数２回

２開催概要

（１）９月27日（木）品川総合福祉センター

「センター見学、概況説明」

（２）１月24日（木）日病会議室

①「民間疾病保険の現状と展望」

明治生命保険相互会社

②「２１世紀に向っての医療」

１３施設

常務理事

２４施設

１３名

赤松俊夫

３２名

主計部主席アクチュアリー

前厚生省医務局長

福地誠

大谷藤郎

16．定例放射線研究会

１開催回数１回

２開催概要

（１）３月８日（金）日病会議室１２施設

「米国のＱｃと日本のＱｃ」

昭和大学医学部附属病院放射線科技師長

１３名

神田幸助

17．定例臨床検査管理研究会

１開催回数１回

２開催概要
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(1)６月16日(士）池袋サンシャイン・シティ・文化会館

①「外来患者迅速検査システムーその功罪」佐賀医科大学教授

②「外来患者迅速検査システムの実際」佐賀医科大学中検技師長

③「検査データ処理へのコンピュータ応用結果報告形式の改善」

本島病院電算室室長

④パネル・ディスカッション「変換期を迎えた臨床検査室の将来展望」

（a）「高度医療の中で臨床側は検査室に何を求めるか」

向島済生会病院院長

（b）「臨床医の管理的立場からの院内検査と外注検査の対応」

国立第二病院内科医長

（c）「病院事務長からみた院内・外注検査のメリット．デメリット」

虎の門病院事務長

（d）「中検技師長は、院内・外注検査をどのように考えるか」

都立豊島病院中検技師長

（e）「衛生検査所の立場からみた院内・外注検査の対応」

ＳＲＬ専務取締役

（f）「今後の臨床検査はどのように変わるか」

北里大学医学部教授

名
野
田

2２３

寿太郎

寛

只
植

中野隆男

北村信

高橋陸

黒田幸男

山田勇

伏見修

斉藤正行

18．定例ハウスキーピング研究会

１．開催回数３回

２開催概要

（１）５月30日（水）日病会議室３２施設

「病院のハウスキーピングを委託するには」

－病院メンテナンスとビルメンテナンスとの相違点について－

①総論（委託の形態）国際医療管理専門学校講師

②事例報告ハウスキー

４８名

近藤英

②事例報舌ハウスキーピング研究会委員

(2)９月17日（月）日病会議室５６施設７５名

「改定基準寝具類（厚生省通知）の洗濯等の取扱いについての解説を聞く研究会」

－帳票類の整理及び記帳について－

東京都衛生局医務部医務課指導係長吉田健治

東京都福祉局社会保険指導部保険医療課地方事務官浅野廉敏
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１月18日（金）日病会議室１６施設

「業務委託業者に対する指導監督のマニュアルの作り方」

国際医療管理専門学校講師

(3) １８名

近藤英

内科臨床協議会

1．開催回数９回

（各グループ随時開催分を除く）

2．開催概要

（１）昭和59年５月31日(木）

３グループ．Ｂ班都立府中病院１２名

検討症例

①失神発作により緊急入院（都立府中病院）

②急性呼吸不全（公立昭和病院）

（２）昭和59年９月27日(木）

１グループ．Ｃ班関東逓信病院３６名

検討症例

①大量飲酒後に急性腎不全を発症した33歳の男性（北品川総合病院）

②高度の頭痛により発症した50歳の男性（厚生中央病院）

③浮腫、皮膚色素沈着および末梢神経障害を呈し、免疫グロブリン異常を

認めた76才の男性（関東逓信病院）

（３）昭和59年10月４日(木）

２グループ．Ｂ班関東中央病院２９名

検討症例

①高ＬＤＨ血症を呈した２例（大蔵病院）

②悪性関節リウマチの治療中における小腸窄孔（自衛隊中央病院）

③ほぼ正常の肝臓に生じたHxperVascularTumor （関東中央病院）

（４）昭和59年11月８日(木）

２グループ.Ｂ班都立豊島病院２１名

検討症例

①診断困難であった腹部腫瘤（都立豊島病院）

（国立病院医療センター）

（佼成病院）

（日赤医療センター）

19.
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(5)昭和59年11月27日(火）

１グループ.Ｅ班都立墨東病院１９名

検討症例

①吸収不全症候群（都立墨東病院）

②トリクロルエチレン取扱者にみられたStevensJohnson症候群

（国府台病院）

(6)昭和60年１月22日(火）

２グループ.Ｃ班河北総合病院３９名

検討症例

①胸部の写真で、当初の予想に反する結果が得られた症例（東京厚生年金病院）

（社保中央総合病院）

（河北総合病院）

(7)昭和60年１月30日（水）

２グループ.Ｃ班中野総合病院１５名

検討症例

①急性糸球体腎炎の１例（中野総合病院）

②クローン氏病の１例（東京医科歯科大学より特別参加）

(8)昭和60年２月19日(火）

１グループ.Ｂ班東京逓信病院２３名

検討症例

①ＣＰＣ著明な皮膚転移を起こした腹部腫瘍の１例（東京逓信病院）

（東京警察病院）

（三井記念病院）

(9)昭和60年２月25日（月）

１グループ.Ａ班三楽病院２１名

検討症例

①低蛋白血症を伴ったＳＬＥの１例（聖路加国際病院）

②興味ある早期胃癌の１例（国立がんセンター）

③興味ある腹部腫瘤の１例（三楽病院）
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20．健康保険法改正にともなう実務者講習会

Ｌ開催回数３回

２．開催月日昭和59年９月１２日（水）東京

９月１５日(土）神戸

９月22日(土）東京

３．開催地東京東医健保会館

神戸西山記念会館

東京番町共済会館

４参加者東京（東医健保）４１０名

神戸５５８名

東京（番町共済）２２８名計１，１９６名

５講師厚生省保険局企画課和田勝

21．医療費改訂による説明会

１開催回数２回

２．開催月日昭和60年２月１９日（火）東京

２月22日（木）神戸

３．開催地東京北区公会堂

神戸灘神戸生協生活文化センター

４．参加者東京会場５９１名

神戸会場４９１名計１，０８２名

５．溝師厚生省保険局医療課今田寛睦
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第７全国研究会

全国病院診療研究会

1．開催回数１回

2．開催期日昭和59年９月13曰休)～14日（金）

ａ開催地千葉県

①国保松戸市立病院

②千葉県救急医療センター

③自動車事故対策センター付属千葉療護センタ－

４．参加者数１２施設１８名

５漬題

（１）讃演

①「当院の第二次救急医療センターとしての任務」

国保松戸市立病院院長

②「当院の新生児医療センターの現状と役割」

国保松戸市立病院新生児科部長

③「独立の救急センターの特徴と問題点について」

千葉県救急医療センター長

（２）施設見学

①国保松戸市立病院

②千葉県救急医療センター

③自動車事故対策センター付属千葉療護センター

6．総評

（１）参観した三か所の施設は、何れもきわめて特徴ある医療を行っており、

1．

遠藤博志

竹内 豊

野口照義

(1)参観した三か所の施設は、何れもきわめて特徴ある医療を行っており、着々と成果をあげ、

熱意に燃えている状況がうかがわれた。各演者の講演は、実際の豊富な経験にもとづいた充

実した内容であった。参加者は今後の病院診療管理に多くの有益な示唆を与えられたものと

思われる。

(2)テーマのＰ．Ｒが不十分であったのと開催地が都内から中途半端な距離のため、参加者が

少なかったのは、内容に比べて遺憾であった。この点について、慎重に検討したい。

2．全国事務管理研究会

１開催回数１回
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２開催期日昭和59年10月26日(金)～27日(±）

3．開催地金沢市石川県医師会館

4．参加者数６３施設８７名

５．演題

（１）「病院経営危機に対する弾力性の強化とソフト的対応」

日本病院管理研究協会常務理事石原信吾

（２）「医療業務と専門資格」－最近の事例から－

石川県厚生部衛生総務課課長小堀喜久治

（３）「経営改善事例」

①事例I聖路加国際病院事務長上林三郎

②事例Ⅱ金沢赤十字病院事務部長義煎平一郎

（４）「看護業務量と人員配置」横浜赤十字病院事務部長益田啓作

（５）シンポジウムＩ

「３月改訂と健保１割負担制度実施の影響とその対応」

恵寿総合病院院長神野正一

石川県立中央病院管理局長洲巻隆

虎の門病院事務部長黒田幸男

社保蒲田総合病院事務長安藤秀雄

横浜赤十字病院事務部長益田啓作

（６）シンポジウムⅡ

「魅力ある病院とは」芳珠記念病院理事長仲井信雄

国立金沢病院看護副部長島津しずえ

聖路加国際病院事務長上林三郎

聖隷福祉事業団常務理事大塚暢

６．総評

本年度の全国研究会は、近年の病院を取りまく、ますます厳しくなる環境の中で病院管理を

担当するものはどのように対処したらよいかを追求するため、経営改善に即役立つ講演を選定

し、シンポジウムも２題取り入れ、討論の中から解決の糸□をつかもうと企画した。その結果、

各講師も実例を取り入れた講演となり従来のような総論でなく具体的なものとなったため、参

加者全員の真剣さとシンポジウムにおける質疑応答時の熱心さが強く感じられ、主催者側とし

てもこの問題の深さをあらためて痛感した。

今後も地元からの講師を依頼し、特色のある、又事例を取り入れた講演を企画し、今後の経

－７７－



営改善の一助となるような研修会とすることを確認した。

また、今回の研修会を開催するにあたり、地元よりの講旧

尽力をいただいた石川県医師会並びに石川県病院協会役員、

<感謝するしだいである。

地元よりの講師選定から事前準備等、多大なるご

病院協会役員、職員各位、また道下忠蔵先生に深

3．全国医事研究会

１開催回数２回

２開催期日

（第１回）昭和59年７月19日（木）～２０日（金）

（第２回）昭和59年11月21日（水）～２２日（木）

３．開催地

（第１回）盛岡市盛岡会館

（第２回）松江市松江赤十字病院

４．参加者数

（第１回）８１施設１３５名

（第２回）５６施設９８名

且演題

（第１回）

（１）基礎医学講座（第26回）

「最近の脳血管障害に対する考え方とその対策」

岩手県立中央病院第一内科科長

（２）「医療収入確保のために」

①医療収入のとらえ方東京警察病院医事第一課課長補佐

②請求もれ防止対策岩手県立中央病院医事課長

③医療収入確保に必要なチェック方法本島病院業務課長

（３）「積極的な査定減対策」三井記念病院医事課顧問

岩手県立宮古病院医事課長

北品川総合病院事務部顧問

（４）グループ討議

（５）事例解答例の説明

（６）全体討議

高橋暁

日輝

荒木田

中野

三上

小野寺

加藤

郎
郎
男
晃
康

勝
次
隆

雄
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（第２回）

（１）基礎医学講座（第27回）

松江赤十字病院副院長池田「消化管の構造と病態生理」博

三井記念病院医事課顧問三上（２）「健保法改正と医事業務」晃

（３）「医事業務とコンピュータ」￣何が問題点か￣

①導入してみての問題点’松江市立病院医事課第二係長三島孝夫

②導入してみての問題点Ⅱ

杏林大学医学部付属病院医事課長徳永貴士

（４）「看護と医事の協調上の諸問題」－特に請求もれ防止に関連して－

①看護部門からみた医事業務松江赤十字病院看護婦長板橋和子

②医事課が看護部に期待するもの

松江赤十字病院医事第二課入院係長安達孝彦

③請求もれ防止対策としての看護と医事

三井記念病院医事課顧問三上晃

（５）グループ討議

（６）事例解答例の説明

（７）全体討議

６総評

毎回好評を得ている基礎医学講座、事例研究のほか、本年度は医事課職員が日頃抱えている

諸問題として「医療収入確保のために」「積極的な査定減対策」「医事業務とコンピュータ」

「看護と医事の協調上の諸問題」をテーマとして掲げ、延137施設233名の参加者を呼んだ。

テーマの選定にはその都度タイムリーな内容をもりこむことに配慮し、それを受けて事例研

究のグループ討議や最終プログラムの全体討議では、単に医事業務についてのみならず、病院

経営の観点からの質疑が交わされた。

病院内における医事課の責務を再認識し、今後も研修の実をあげるよう、なお一層の改善に

努めたい。

4．全国庶務人事研究会

１開催回数１回

２．開催期日昭和59年９月20日休)～21日（金）

３．開催地新潟市新潟県中小企業会館

４参加者数６４施設１２３名
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5．演題

（１）「これからの病院はどうなるか」 水原郷病院院長寺田一郎

（２）「病院が生き延びるための病院のイメージアップと職員の意識改革」

厚生省病院管理研究所経営管理部長針谷達志

（３）パネルディスカッション

「休日･夜間の看護体制の問題点と対応策」虎の門病院総務課長石原孝憲

済生会新潟総合病院総婦長荒木陽子

総合病院長岡赤十字病院看護部長金子ノリ

東京衛生病院人事課長西浦捷裕

（４）「防災について」聖路加国際病院総務課次長石山稔

（５）「病院におけるＴＱＣについて」北里大学教授井上昌彦

6．総評

この数年来取り組んでいる「病院を取り巻く新しい時代への対策」をふまえて、本年度は新

たに「病院が生き延びるための病院のイメージアップと職員の意識改革」「病院におけるＴＱ

Ｃについて」をとりあげたほか、地元の協力を得て、パネルディスカッション「休日・夜間の

看護体制の問題点と対応策」を企画した。

参加者は、事務部門のほか病院長、看護部門からと多岐にわたり、終始熱のこもった質疑が

交わされた。

また、本年度は庶務人事・労務両研究会委員が中心となって、関東甲信越ブロックを対象に

して行ったアンケートをもとに、病院賃金実態調査資料集をまとめた。

賃金実務担当者には、画期的な資料であることを反映して、「非常に参考になった」との声

が届いている。

5．全国用度研究会

１開催回数１回

２開催期日昭和60年３月８日（金）～９日（土）

３．開催地水戸市水戸京成ホテル

４．参加者数４９施設６３名

ａ演題

（１）「用度業務に関する調査」

（２）「医薬品を除いた物品の価格調査」

（３）「医薬品に関する調査」
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用度研究会委員塩山雅英・南雲英俊・梅津勝男

川田国雄・手島基行

（４）「本院のあゆみと、めざすもの」

日本病院会常任理事水戸済生会総合病院院長丹野清喜

（５）「水戸済生会総合病院の見学」

６総評

本会常任理事・丹野清喜先生のご協力を得て茨城県・水戸市において研究会を開催した。

使用した資料は、関東地域を除いた全国の会員病院に対して行ったアンケートの集計表であ

る。

各病院の用度業務を担当するスタッフにとって全国レベルの物品・医薬品等の価格状況を知

る事は重要であり、メーカーとの対応の方法についても参加者間の情報交換の場となった。

また、水戸済生会総合病院の見学は、新たな情報を参加者に与えたようである。

今後も、引き続き改良を加えていきたいとの研究会委員の意見であった。

6．全国施設研究会

１開催回数１回

２．開催期日昭和59年10月11日（木）～１２日（金）

３．開催地名古屋市愛知県医師会館

４参加者数８４施設１１０名

且演題

（１）「アンケート集計結果の発表」自治医科大学事務局技監倉持一雄

（２）「中小病院の設備トラブルについて」中野総合病院施設課長秋元陽一郎

（３）「防災について」癌研究会附属病院施設管理課長松岡文男

（４）「今日の病院建築に思うこと」松山設計事務所松山雅雄

（５）「建築について」武蔵野赤十字病院庶務係長小峰建二

（６）「蒸気について」東京都立豊島病院主事中西照録

（７）グループ討議

（８）「電気について」北品川総合病院施設課長中島昭二郎

（９）「衛生について」東京都済生会中央病院施設課長辺見九十九

00施設見学名古屋液済会病院

６．総評

昨年好評であった全国会員病院を対象とした病院施設管理調査の実施・集計発表および病院
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施設見学のほか、施設担当者が抱える諸問題のうち、事前のアンケートで最も要望の強かった

防災・建築・蒸気・電気・衛生・空調面を中心とした「病院内における設備トラブル」をテー

マとして掲げ、問題解決の糸口が見つけられるようなプログラムを編成した。

施設担当者の果たす役割が再認識されてきていることを反映して、従来にない地元の協力を

得て、予想以上の参加者を呼び、熱っぽい雰囲気の中で終始した。

7．全国会計経理研究会

１開催回数１回

２開催期日昭和59年11月15日体)～１６日（金）

３．開催地京都市京都府医師会館

４．参加者数５５施設５８名

ａ演題

（１）「アメリカの医療情勢について」日本大学医学部助教授大道久

（２）「最近の病院税制について」有澤総合病院院長有澤源蔵

（３）「簡便な部門別原価計算について」 東京衛生病院事務長衣川輝夫

（４）「経営分析集計結果の発表」河北総合病院財団事務局常勤顧問酒泉春雄

（５）「日本の中小病院の将来について」岡本病院理事長岡本隆一

（６）施設見学武田病院

６総評

企画段階において、例年好評を得ている「最近の病院税制について」「経営分析集計結果の

発表」に加え、予め地元関係者から希望テーマを募ったところ、特に、病院の経営危機という

観点からのプログラム編成を希望する声が多く、「アメリカの医療情勢について」「簡便な部

門別原価計算について」「日本の中小病院の将来について」を選定したほか、昨年実施したア

ンケート結果に留意して病院施設見学を再びもりこんだ。

実務面からの問題点の指摘が随所にあり、参加者が少なかったにもかかわらず、講師と参加

者との間で熱心に質疑応答が繰り返されていた。

8．全国労務研究会

（今年度は、全て庶務人事研究会との合同開催として実施した｡）

－８２－



9．全国看護管理研究会

Ｌ開催回数１回

２．開催期日昭和59年10月３日（水）～４日（木）

３．開催地秋田市秋田キャッスルホテル

４．参加者数７３施設219名

５．演題

（１）講演「これからの看護」ＮＨＫ解説委員行天良雄

（２）講演「看護過程を考える」

①看護情報の求め方（その１）聖路加国際病院総婦長内田卿子

②看護情報の求め方（その２）駿河台日大病院婦長佐藤キク

練馬総合病院総婦長大久保和恵

武蔵野赤＋字病院婦長中原久江

（３）シンポジウム「看護の変化と対応」

①医療場面の変化（その１）関東逓信病院総婦長大関マサ子

②医療場面の変化（その２）前日本専売公社東京病院看護部長須谷照子

③求められる看護サービス 東京警察病院総婦長嶋崎佐智子

④看護サービスの評価聖路加国際病院総婦長内田卿子

６．総評

秋田赤十字病院の方々の熱心など協力があり、大変スムーズに行われた。看護情報の求め方

においては、岐阜での研究会を反省し改善したのと、２回目の講演ということもあって目的が

達っせられたと思う。

10．全国看護研究会

１開催回数１回

２開催期日昭和59年７月５日（木）～６日(金）

３．開催地岐阜市岐阜県美術館

４．参加者数７８施設225名

且演題jir茅
（１）講演「看護過程を考える」

①看護過程一看護実践を考える－聖路加国際病院

②看護情報の求め方東京警察病院

③看護サマリーについて 聖路加国際病院

内
嶋
内

卿子

佐智子

卿子

総婦長

総婦長

総婦長

田
崎
田
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（２）講演「カンファレンスの持ち方」

㈱経営問題研究会代表取締役社長二挺木秀雄

6．総評

看護情報の求め方においては各委員が演者となり、準備に労力を費やしたがまだまだ準備不

足であったと思われる。委員自身が演者に立つ事は参加者にもまた委員にも良い刺激になったと

思う。そして美術館という雰囲気が参加者をリラックスさせていたようである。

11．全国薬事管理研究会

１．開催回数１回

２．開催期日昭和59年６月14日（木）～15日(金）

３．開催地大阪市薬業年金会館

４．参加者数128施設１５６名

５．演題

（１）「病院経営と薬剤管理」日本病院会顧問・南大阪病院院長内藤景岳

（２）「病院における薬剤管理等」東大阪市立中央病院薬局長木村繁之

聖路加国際病院薬局長片山孝一

淀川キリスト教病院薬局長保田静江

（３）「薬価基準を考える」厚生省保険局医療課薬剤管理官内山寿紀

日本病院会常任理事・岡本病院理事長岡本隆一

日本薬剤師会常務理事岡本彰

日本製薬団体連議義曇簔篝袰蕊会議量武田公一
（４）施設見学淀川キリスト教病院

６．総評

厚生省をはじめとして、各団体・病院の各専門分野の方々から、タイムリーな問題点を分析

していただいたとして、全国の病院薬剤師の大きな関心を得た。

１２全国栄養管理研究会（調理研究会との合同研究会）

ｌ開催回数１回

２．開催期日昭和59年９月28日(金)～29日(土）

３．開催地仙台市仙台赤十字病院

４．参加者数５４施設８２名
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5．演題

（１）講演「現代人の食生活と健康」東北大学農学部教授木村修一

（２）講演「新しい配膳システムの方向」三井記念病院栄養管理室長田辺嘉子

（３）講演「コンピュータによる栄養指導」東京厚生年金病院栄養部長松原民江

（４）分科会「科内勉強会について」日本専売公社東京病院調査役補中川渉男

（５）施設見学仙台赤十字病院

6．総評

演題については、地元関係者の要望による講演会と中央で関心を集めたテーマをえらんだ。

また調理研究会と合同ということもあって、分科会「科内勉強会」を加えた。

内容的には木村東北大学教授の密度の濃い講演と目まぐるしい医療の進歩の中でのコンピュ

ータ応用の栄養指導など充実したものであったにもかかわらず、参加者100名をこえること

ができなかったのは大へん残念だった。東北地方は殆ど未開択の地で（約20年前、－度だけ

盛岡で開催）度々開催地の候補にあげられながら、コンタクトが取りにくい理由で実現しなか

った。今回始めて仙台で開催し、やはりガードの硬さが感じられたものの今回の開催を契機と

して日病の研究会の存在を知ってもらったことは、経済的に採算はとれなかったものの意義深

いことと思う。

次の機会には是非大勢の人の参加を得ることを念じている。

13．全国調理研究会

（本年度は、栄養管理研究会との合同開催として実施した。）

14．全国病院管理総合研究会

１開催回数１回

２．開催期日昭和59年７月１３曰(金)～１４日(土）

３．開催地和歌山市和歌山県民文化会館

４参加者数８３施設292名

５．演題

（１）「病院におけるＱｃ活動」森本病院医事課長

アノレメイダ病院総務部長

（２）「これからの中小病院のあり方」岡本病院理事長

月山病院院長

大阪毎日新聞大阪本社社会部長

則
正

前川
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和歌山県衛生部部長西本至

北出胃腸病院事務長大江唯之

（３）「病院税制問題」有澤総合病院院長有澤源蔵

（４）「老人看護を考える」厚生省医務局看護課課長清水嘉與子

和歌山県立医科大学附属病院上野艶枝

和歌浦病院看護婦長宮路雅子

兵庫医科大学病院田中治美

（５）「老人病の予防と管理」

東京都老人総合研究所疫学部第一研究室室長松崎俊之

（６）「激動の医療経済と今後の病院管理」自治医科大学教授一条勝夫

6．総評

地元役員として遠藤香苗先生のご協力により、日病和歌山県支部、ならびに(社)和歌山県病

院協会の後援を得て、日常病院人が直面している問題点を各専門分野の講師をお招きして研究

の場を設けたことが多くの参加を得た原因であったと思える。

15．全国放射線研究会

１．開催回数１回

２．開催期日昭和59年５月25日(金)～26日（士）

３．開催地広島市みゆき会館

４参加者数１５施設２０名

５漬題

（１）「放射線研究会のあゆみ」東京医科大学霞ケ浦病院技師長補佐藤田良三

広島県涛唇鱸驫河村虎太郎（２）「医療人としての心得」

（３）「日常診療におけるパノラマ撮影の意義」

広島大学歯学部歯科放射線教室教授和田卓郎

（４）「老齢化に対する生と性」栃木県保健衛生事業団理事長志賀信雄

６．総評

放射線研究会のあゆみについて、藤田良三放射線研究会委員長より報告があった。

また、放射線技師の医療人としての心得と題して講演があり、専門技術の向上を併せ研究会

が開かれた。

今後も、このような計画を立てより多くの参加者を募りたい。
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16．全国臨床検査管理研究会

１開催回数１回

２．開催期日昭和59年９月28日(金)～29日(士）

３．開催地新潟市新潟県自治会館

４．参加者数３２施設４４名

５．演題

（１）「臨床医に期待される臨床検査室」

新潟大学医学部検査診断学教授尾形

（２）パネル・ディスカッション「臨床検査管理者の経営意識一現状と対策一」

①技師長の立場から長岡赤十字病院技師長伊豆

県立吉田病院技師長黒岩

②主任技師の立場から社保都南総合病院主任福田

③事務長の立場から新潟県厚生連中央綜合病院事務長内山

（３）「地域医療の中における臨床検査の役割」新潟県医師会理事馬場

６．総評

将来に向かっての臨床検査技師のあり方について各方面から研究を行った。今後も、

様化する医療のなかでの検査業務の領域について研究する。

稔

雄
樹

貞
順
政
賢

更に多

17．全国ハウスキーピング研究会

１．開催回数１回

２．開催期日昭和60年３月７日（木）

３．開催地東京都中野サンプラザ

４．参加者数４０施設４８名

５漬題

（１）講演「最近の情勢変化による今後の病院ハウスキーピングの在り方」

日本病院管理研究協会常務理事

（２）シンポジウム「基準寝具の管理の諸問題」

①リースの仕様内容について 都立府中病院家政係長

②補給（サプライの仕方）について国際医療管理専門学校講師

③消毒について 郡山女子大学家政学部講師

④帳票について 東京医科大学病院厚生係長

石原信吾
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6．総評

シンポジウムにおいては各委員が演者となった。準備に労力を費やしたがまだまだ準備不足

であったと思われる。委員自身が演者に立つ事は参加者にもまた委員にもよい刺激になったよ

うである。

石原先生の講演は、内容が盛りだくさんであり、時間が少なかったので、時間的配分を考慮

する必要がある。

全国図書室研究会

1．開催回数１回

2．開催期日昭和59年９月７日(金)～８日(土）

3．開催地大阪市大阪電信電話会館

4．参加者数６０施設６６名

５．演題

（１）「図書室運営のための基礎資料~その種類と作成方法一」

京都南病院司書

（２）シンポジウム「図書委員会の現状と課題」

大阪赤十字病院第二検査部長

尾ケ丘厚生年金病院神経科部長

京都市立病院司書

北野病院臨床検査部長

聖路加国際病院司書

（３）「図書室の広報活動」

①事例Ｉ「オリエンテーションの実際」

川崎製鉄健保組合千葉病院司書

②事例Ⅱ「館報・速報の発行について」西淀病院司書

（４）「各種図書館の機能とその利用方法」

①国立国会図書館国立国会図書館連絡部長

②大阪府立夕陽ケ丘図書館

大阪府立夕陽ケ丘図書館閲覧第一係長

③大阪大学附属図書館中之島分館

大阪大学附属図書館中之島分館医学情報課長

④ＪＩＣＳＴ ＪＩＣＳＴ大阪支所主事

1８．
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⑤日本看護協会図書室日本看護協会図書室室長山添美代

6．総評

近畿病院図書室協議会との共催で、「病院図書室の管理と運営」をメインテーマに、「図書

室運営のための基礎資料~その種類と作成方法一」「図書委員会の現状と課題」「図書室

の広報活動」「各種図書館の機能とその利用方法」の各サブテーマについて、シンポジウム・

事例発表を中心とした研究会を開催した。現場からの生の意見を聞くことができたこともあっ

て、演者と参加者との間で質疑応答が熱心に行われた。

第１日目終了後の懇親会では、異口同音に病院図書室の理想像について語り合う光景が見ら

れ、今後もこれらの声に応えられるよう、一層、本研究会を充実させていきたい。

なお、５９年10月に「病院図書室研究会」と合同で、実態調査を行った。ご協力いただいた

病院に深謝するとともに、その結果は後日、日本病院学会などで発表していきたい。

－８９－



第Ｓ第一線リーダー研修会

開催回数３回

開催概要

第１回（５日間コース）

開催期日昭和59年６月18日（月）～２２日（金）

開催地神奈川県湯河原町ちとせ荘

参加者数１６施設１９名

演題（１）「私の見た米国の医療事情」

神奈川県病院協会会長

京浜総合病院理事長

（２）監督者の職務

（３）仕事の管理

（４）事例研究

（５）仕事の改善

（６）部下の育成

（７）リーダーシップ

ＪＳＴ有資格者

武蔵野赤十字病院医事課長

聖路加国際病院ハウスキーピング課長

東京医科大学病院栄養課係長

（８）「病院監督者の役割遂行のために」

日本人事管理協会理事

第２回（３日間コース）

開催期日昭和59年11月20日（火）～２２日（木）

開催地東京都日本病院会会議室

参加者数１６施設２４名

演題（１）「職場リーダーのポジションと役割」

（２）「職場運営のポイント」

（３）「要求される創意工夫」

（４）「職場研修のねらい」

（５）「ケース・スタディ」

1．

２．

小野

矢作

肇
政

にロ
J□、

緒
内
平

市
均
枝

廣
千

方
藤
井

酒井暢
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｢リーダーシップと相互理解」

ＪＳＴ有資格者

武蔵野赤十字病院医事課長

聖路加国際病院ハウスキーピング課長

東京医科大学病院栄養課係長

(6)

緒方廣市

内藤均

平井千枝

第３回（３日間コース）

開催期日

開催地

参加者数

昭和60年２月21日休)～２３日(土）

京都市タワーホテル

15施設２４名

第２回と同じ

京都府病院協会副会長

（社)京都私立病院協会会長

日本人事管理協会理事

ＪＳＴ有資格者

演 題

宇
中
酒

雄
進
暢

理山
野
丼

武蔵野赤十字病院医事課長

聖路加国際病院ハウスキーピング課長

東京医科大学病院栄養課係長

緒方廣市

内藤均

平井千枝

－９１－



第９第24回病院視察研究会

１開催地茨城県・福島県

2．開催期日昭和59年７月11日(水)～14日(土）

3．視察病院（１）茨城県・新治郡（国）筑波大学附属病院（12日）

（２）茨城県・水戸市（厚生連）水戸協同病院（12日）

（３）福島県・いわき市（市町村）いわき市立総合磐城共立病院（13日）

（４）福島県・郡山市（公益法人）太田綜合病院附属太田西ノ内病院（１３日）

（５）福島県・郡山市（公益法人）太田綜合病院附属熱海総合病院（13日）

（６）福島県・会津若松市（公益法人）財団法人竹田綜合病院（14日）

4．宿泊所（１）１１日・土浦京成ホテル（兼集合場所）

（２）１２日・常盤ハワイアンセンター

（３）１３日・会津グランドホテル大川荘

5．参加者数１２施設２２名

６総評

今回の病院視察研究会は、昨年の九州シリーズから東方のフリダシにもどし、社団法人福島県

病院協会の協賛を得て茨城・福島県下の６病院の見学として催行した。施設の見学については、

各病院とも懇切な案内と状況の説明があり、参加会員は十分な刺激を受け、満足の表情を示した。

視察先の受入れに関して、事前の折衝で応諾の回答に手間どったケースもあり、開催の案内が

遅れたことが指摘されたが、－面、会員の経営環境の悪化等も加わり、参加の意欲が今一つの観

があった。

このような状況の中でも、病院の基本的な運営、院内の連携を勉強させることを目的として多

数の職員を派遣した北品川総合病院をはじめ、病院の増築、改築を検討中の会員の参加が依然と

して目についた。医療費の改訂も実施され、地域医療の中に占める病院の位置がクローズ・アッ

プされてくる状況の推移の中で、中核病院の実像を研究する場として更に充実した会としていき

たい。

なお、地元役員として、茨城県下では戸川潔監事、福島県下で竹内正也理事がそれぞれ特別参

加をされ、討議を盛上げていただいた。

－９２－



第１０診療録管理通信教育

１．入学状況

・第25期入学

１）開講月日

２）入学者数

３）受講料

。第２6期入学

１）開講月日

２）入学者数

３）受講料

昭和59年７月１日

73名（但し２名、２年次編入含む）

60,000円

昭和60年１月１日

96名（但し37名、２年次編入含む）

６０，０００円

2．卒業状況

・第21期卒業

１）卒業者数

２）卒業式典

３）同会場

。第２2期卒業

１）卒業者数

２）卒業式典

３）同会場

69名（男11名、女58名）

昭和59年10月10日

新宿住友ビル（東京都新宿区）

51名（男10名、女41名）

昭和60年３月23曰

ふくおか会館（東京都千代田区）

3．受講生員数状況（60年３月20日現在）

・入学者総数２，２４４名

男５２９名

女１，７１５名

｡卒業者総数９２４名

男１９１名

女７３３名

・受講者総数４４８名

内訳２３期生１９３名

２４期生８２名

－９３－



２５期生

２６期生

７７名

９６名

集中風クーリング実施状況

・昭和59年８月

4．

延出席者数

３７５名

２９７名

１１４名

会場

東京文化学園

大阪府中小企業文化会館

福岡大学医学部

地区

東京地区

大阪地区

福岡地区

。昭和60年２月

延出席者数

３６９名

２８８名

１１１名

会場

早稲田速記学校

大阪府中小企業文化会館

福岡大学医学部

地区

東京地区

大阪地区

福岡地区

－９４－

基礎科目スクーリング 試験 専門科目スクーリング

第２４．２５期生

第２１期生

第２３期生

第２２．２３期生

第２４．２５期生の内
２年次編入生

２３日

体）

２４日

(金）

２５日

(土）

２６日

(日）

２７日

(月）

川
㈹ ２９日

(水）

基礎科目スクーリング 試験 専門科目スクーリング

第２５．２６期生

第２２期生

第２４期生

第２３．２４期生

第２５．２６期生の内
２年次編入生

２１日

(木）

川
㈲ ２３日

(±き）

２４日

(日）

２５日

(月）

川
㈹ ２７日

(水）



医学セミナー

４月１４日

４月２１日

５月１２日

５月２６日

６月１６日

６月２３日

７月７日

７月２８日

９月２２日

９月２９日

１０月１３日

１０月２０日

１１月１０日

１１月１７日

１２月１日

１２月１５日

１月１９日

１月２６日

３月２日

３月１６日

5．

生理学

医学用語学

医学用語学

生理学

品質管理

産科学

品質管理

産科学

小児科学

統計学

統計学

小児科学

統計学

内科学

医学用語学

内科学

情報管理

内科学

情報管理

内科学

館
記
室
記
室
記
室
記

室

会
速
議
速
議
速
議
速

議

蝿
田
会
田
会
田
会
田
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会
同
同
同
同
同
同
同
同
同
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日

名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名

６
９
１
６
１
６
４
４
３
９
６
６
８
４
７
７
０
５
３
１

２
３

２
１

１
１

１
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第１１メディカルクラーク通信教育

1．第８回認定証授与式

昭和59年10月20日(士）１７:００～２０:００

会場：東京番町グリーンパレス

認定者：３３名

追加認定者：５名（６０．３．１５）

2．試験

1）第８期生後期試験（８月23日）

東京会場：１９名

京都会場：１８名

合格者：３５名

不合格者：２名

2）第９期生前期及び延長生の再追試（２月14日）

東京会場：２１名（前期１８名、後期３名）

京都会場：１７名（前期のみ）

合格者：３６名（前期３３名、後期３名）

不合格者：２名（前期のみ）

3．スクーリング（第９期生）

１）前期（８月２０日～26日）

８/2０

月）

－９６－

8/2０ ２１ 2２ ２４ ２５ ２６

(月） (火） (水） (金） (士） (日）

東京：早稲田速記学校 京都：ビノレ葆光

８２名 ６１名



2）後期（２月11日～17日）

２／1１

医学セミナー

診療録管理通信教育と合同して実施

4．

－９７－

2／1１ 1２ 1３ 1５ 1６ １７

(月） (火） (水） (金） (土） (日）

京都：ビル葆光 東京：早稲田速記学校

４８名 ６５名



第１２事務長養成課程通信教育

1．第５回認定証授与式

昭和59年７月２１日(士）１７：００～１９：３０

会場：東京半蔵門ふくおか会館

認定者：６名

2．試験

１）第５回生２年後期（６月23日(土））

会場大阪共済会館新大阪

受験者６名、合格者６名

２）第６回生１年後期（７月15日（日））

会場東京聖路加国際病院第２記念館

受験者５名、合格者５名

３）第６回生２年前期（１月17日（木））

受験者６名、合格者５名

1年前期（１月10日（木））4）第７回生

受験者１０名、合格者 10名

リング３ スク

1）前期（７月９日～７月21日）

9８

９

()E]）

1０

Ck）

1１

(水）

1２

巾

1３

(金）

1４

出

1６

(月）

1７

(火）

1８

(水）

1９

(ﾌ付

2０

(金）

2１

(士）

期別 第７回生第１年次 第６回生第２年次

延数 ９１名 ３６名

会場 聖路加国際病院第２記念館



2）後期（１月11日～１月23日）

第３回卒後研修会

昭和59年６月２３日（土）１３：００～１７：００

会場：大阪淀川キリスト教病院

テーマ：「ホスピスの働き－生命を支えるケアー」

講師：淀111キリスト教病院副院長・ホスピス長柏木哲夫

4．

東京文化学園理事

杏林大学医学部教授

自治医科大学教授

３０名

落合勝一郎

高橋政頑

一条勝夫

参加者

－９９－

1１

(金）

1２

出

１３

⑤

1４

(月）

1５

(火）

1６

(水）

1８

(金）

1９

出

2０

⑧

2１

(月）

2２

㈹

2３

(水）

期別 第７回生１年次 第６回生２年次

延数 ５８名 ３６名

会場 聖路加国際病院第２記念館



第１３セ ナ

、
、
、

1．病院長・幹部職員セミナー

1．開催回数

2．開催期日

3．開催地

4．参加者数

１回

昭和59年８月４日(士）１３:００～１８:３０，５日（日）９:３０～１７:００

東京都ダイヤモンドホテル

１５５施設203名

第１曰（８月４日）

(1)講演「これからの日本の医療」日本医師会会長

司会日本病院会会長

(2)講演「これからの医療行政」厚生省健康政策局長

司会日本病院会副会長

(3)シンポジウム「医療費抑制と私の対応」

日本病院会理事・総合会津中央病院院長

日本病院会常任理事・高山整形外科病院院長

日本病院会代議員会副議長・河井病院院長

日本病院会理事・藤掛第一病院院長

日本病院会代議員・総合大雄会病院院長

日本病院会常任理事・岡本病院理事長

日本病院会理事・総合加納病院院長

司会日本病院会副会長

第２日（８月５日）

(4)シンポジウム「病院の現状と問題点」

（国）日本病院会常任理事・国立津病院院長

（自治体）日本病院会監事・茨城県立中央病院院長

（曰赤）日本病院会常任理事・大阪赤十字病院院長

（済生会）日本病院会理事・済生会大阪府中津病院院長

（厚生連）日本病院会理事・白河厚生総合病院院長

（公益法人）日本病院会理事・聖路加国際病院院長

（医療法人）医療法人財団青秀会・岩井総合病院院長

（個人）日本病院会理事・優生病院院長

司会日本病院会常任理事・総合病院聖隷浜松病院院長

５漬 題
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（５）講演「これからの日本の経済と医療」

総合政策研究会理事長・中東経済研究所理事長土屋情

司会日本病院会会長諸橋芳夫

（６）シンポジウム「私の病院管理運営」

日本病院会常任理事・土浦協同病院院長登内真

日本病院会代議員会議長・長浜赤＋字病院院長財津晃

日本病院会顧問・前会長・総合病院南大阪病院院長内藤景岳

日本病院会常任理事・大道病院院長大道学

日本病院会常任理事・済生会福岡総合病院院長土屋呂武

司会日本病院会副会長有澤源蔵

6．総評

医療費改訂、薬価基準の改訂を控え、今回は更に諸橋会長を主軸に“これからの医療”を中心

テーマとして企画がすすめられた。

病院医療費が実質的には７年間も据置きという状況の中で、いかに破綻なく病院運営をしてい

くか、公的・私的とも強い関心を呼び、昨年同様200名を越す会員が参集した。

講演は｡，これからの…'，医療について羽田曰医会長、行政について吉崎健康政策局長、経済に

ついて土屋総合政策研究会理事長と斯界の権威からそれぞれ解説が行われ、認識を新たにした。

シンポジウムは３題で、①「医療費抑制と私の対応」で、有力な私的病院長７氏による実体験

が、②「病院の現状と問題点」で、経営主体別の代表的病院長８氏に実情と対策を、③「私の病

院管理運営」で、公・私病院長５氏からそれぞれ力を入れる管理のポイントが述べられた。

シンポジウムでは一部演者の制限時間オーバーなどがあり、後半の演者に時間的制約が生じる

場面もあって、運営上の問題を後日に残したものも出たが、時間一杯を使って熱心な討議がくり

ひろげられた。報道関係者はじめ国会議員秘書なども取材に加わり、病院医療についての関心の

度が深まったといえる。

2．総婦長セミナー

１開催回数１回

２開催期日昭和59年８月23日（木）～24日(金）

３．開催地東京都コクヨホール

４参加者数８３施設１４１名

５．演題（１）講演「ある体験から」

日本テレビアナウンス室 チーフアナウンサー小林完吾

－１０１－



（２）講演「これからの社会情勢と看護」

ＮＨＫ解説委員行天良雄

（３）講演「平安貴族の病気と苦悩」

独協大学教授河北騰

（４）講演「看護よ、医療技術の進歩に負けるな」

雫二iilf祷三麦it纏鬘長倉功
（５）講演「看護とカウンセリング」

千葉大学看護学部長見藤隆子

６絵評

盛りだくさんの演題であったが、各々興味を持って聞いていただいたようである。直接看護

にかかわらない演題も看護婦にとって必要であるとの意見が多く､河北先生のシリーズ物を楽し

みにしている方も多かった。医療者でない方の医療をうけた体験談は現場の看護婦には非常に

興味あるものだったようで大いに感銘をうけたようである。

3．事務長セミナー

１．開催回数１回

２開催期日昭和60年１月25日(金)～26日(土）

３．開催地東京都食糧会館大会議室

４参加者数８７施設107名

ａ演題（１）特別講演「医療費問題からみた病院経営」

京都大学経済学部助教授

（２）「徹底した経営改善・経費節減の具体策』

。「効率的な施設の運用と改善のポイント」

自治医科大学事務局技監

。「医療材料・消耗品節減の実例」

聖路加国際病院用度課長

。「効率的な人員配置」

順天堂大学医学部附属順天堂浦安病院事務部長

（３）総合討論

「経営改善実施上の問題点と今後の方向」

司会日本病院管理研究協会常務理事

自治医科大学事務局技監

西村周

倉持一雄

塩山雅英

安田尚之

石原信吾

倉持一雄
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聖路加国際病院用度課長塩山雅英

順天堂大学医学部附属順天堂浦安病院事務部長安田尚之

聖路加国際病院事務長上林三郎

（４）「委託外注の実情と今後の方向」

虎の門病院事務部長黒田幸男

（５）「魅力ある病院とは」

－金沢での全国研究会研修結果をふまえて－

聖路加国際病院事務長上林三郎

（６）「経営改善への収益確保対策」

社保蒲田総合病院事務長安藤秀雄

６総評

本年度の事務長セミナーは、昨年度実施したセミナー「病院経営危機の乗り切り策はなにか

．／」の続編として、「徹底した経営改善・経費節減の具体策」と題し、”人,，”物,（金”

“施設”の経費節減、合理化について探求しようと企画した。医療費抑制下でいかに増収

を図ったらよいかを模索している病院にとってはまたとない企画であったと思われ、近年にな

い１００名を越える参加者となり、例年だとかなり予裕のある会場も大変狭く感じられるほどの

盛況であった。主催者側としては、具体的な内容のテーマがいかに各参加者から求められて

いるかを再認識する結果となった。

今後も病院運営の苦境克服策についての統一テーマで、この問題を追求していかなければな

らないと痛感した。

なお、参加者へのアンケートの結果、「参加者間の意見交換の場を設けてほしい」「事務長

セミナーは是非年２回実施してほしい」との希望が多く、これらについても今後の検討課題と

した。

4．放射線技師監督者セミナー

１開催回数１回

２開催期日昭和59年10月25日(木)～27日(土）

３．開催地熱海市湯河原厚生年金会館

４参加者数２０施設２５名

且演題（１）「放射線研究会のあゆみ」

都立府中病院放射線科技師長

（２）「院長から望むこと」土浦協同病院院長

妹尾昭

登内 真
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（３）「現代科学の解説㈱光通信,，」

横須賀電気通信研究所基幹電送研究部光電送研究室室長小山正樹

（４）「管理思想の変遷」佼成病院健康管理相談室室長西田義夫

（５）「ＢｅｓｔＪｏｂ」

富士メディカル・システム㈱東京支店支店長代理松尾良三

（６）「改善の手法」

富士写真フィルム㈱経営効率推進本部課長小川周夫

６総評

放射線研究会のあゆみについて妹尾昭一委員より発表されたあと、急速に進歩する科学につ

いての講演が企業の専門家より行われた。

5．臨床検査管理セミナー

１開催回数１回

２開催期日昭和60年２月８日(金)～９日(土）

３開催地熱海市湯河原厚生年金会館

４．参加者数１９施設２２名

５．演題（１）「医療費抑制下の病院運営」

①順天堂大学医学部附属||頂天堂医院副院長川北祐幸

②事務長の立場から東京都済生会中央病院事務長植垣惣次

③技師長の立場から

板橋中央総合病院臨床検査科次長成田周市

（２）「これからどうなる日本の医療」ＮＨＫ解説委員行天良雄

６総評

順天堂医院・川北祐幸副院長より医療費抑制下の病院運営についてご講演をいただいたあと、

ＮＨＫ行天良雄解説委員から、科学の急速な進歩に伴う今後の医療のあり方について講演をい

ただいた。

日常、専門業務に携わっている参加者達にとって、マクロの観点より医療のあり方、および

病院運営について見つめられたようである。

今後も、このような機会を持ちたいとの声があった。
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6．医療紛争防止のためのセミナー

１開催回数２回

２開催期日昭和59年６月14日(木)～15日（金）（東京・新宿）

昭和59年10月28日（日）（福島・郡山）

３．開催地東京新宿ＮＳビル

福島県郡山農協会館

４参加者数東京４５施設６３名

福島８１施設２１９名

５．演題（１）医療事故の諸問題

（２）医療紛争と医療事故

（３）薬害の諸問題

（４）老人医療の特質

（５）医療事故の解決と予防策

（６）看護事故事例の研究

（７）医療事故における法律上の考え方

（８）看護管理と医療事故

６総評

従来年１回であったセミナーは、本年度福島県より看護を中心としたセミナー開催の要望が

あり郡山市で開催した。

7．病院防災セミナー

１開催回数１回

２．開催期日昭和59年９月21日(金)～22日(土）

３開催地東京都大東京火災海上保険㈱中央研修所

４．参加者数６９施設７４名

５．演題（１）病院建物における防災安全対策のチェックポイント

（２）患者に対する安全対策は万全か

（３）防火管理制度に関する検討結果について

（４）災害時における各部門の安全対策を考える

（５）病院の防災体制の標準化を考える

（６）医療施設における防火・防災に関する通知の解説
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(7)防災活動に必要な機器・設備・用具等の知識

(8)大規模地震時における地域社会との協力体制

６総評

前年度同様、

となった。

大東京火災海上保険㈱中央研修所を会場とし、参加者74名で活発なセミナー
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第１４病院幹部医会

1．総会

３月10日（日）大東京火災海上保険㈱中央研修所（東京都）

１）昭和60年度事業計画(案)に関する件

２）昭和60年度収支予算(案)に関する件

常任幹事会

10月４日（木）日本病院会会議室

１月28日（月）番町グリーンパレス

1）高知医科大学見学について

2）病院幹部医セミナーについて

３）昭和60年度事業計画(案)、収支予算(案）について

４）その他

2．

3．病院幹部医セミナー

ｌ）開催回数２回

２）開催月日①12月25日（土）

②３月９日（士）・１０曰（日）

３）開催地①東京都番町グリーンパレス

②東京都大東京火災海上保険㈱中央研修所

４）参加者数４４施設５３名

５）漬題①医師と事務部門の連携

②医療をめぐる諸問題

③医師と検査部門の連携

④アメリカの医療費問題

⑤世界の医療情勢

⑥医師急増時代とその対応策
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第１５海外視察研究会

1．北欧病院視察研究会

１９８４年８月２５日～９月７日１４日間

ストックホルム～ヘルシンキ

コーディネーター・高橋勝三（武蔵野赤十字病院、外科医長）団員10名

米国医療調査団

１９８４年１０月９日～10月20日１２日間

シカゴ～ワシントン～ニューヨーク

コーディネーター・三宅浩之（関東逓信病院、部長）

2．

団員19名
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第１６調査室

本年度は、全国公私病院連盟との定例合同調査「病院運営実態分析調査」の他に３年に一度の調

査である「病院部門別原価計算調査」およびそのための講習会を二回実施した。

その他前年度から引続きの合同調査、「診療報酬、薬価基準改定影響率調査」がまとまり公表した。

また、２月には例年どおり「病院概況調査報告書」を発刊した。

◎病院部門別原価計算講習会（第１回目）

1．開催期日昭和59年９月14日（金）１０：００～１６：３０

２．会場コクヨホール

3．参加者２６９名

４臺一誌。病院部門別原価計算調査の概要
尾□平吉

○病院部門の設定と収益原価の把握

吉崎芳雄

○診療科目別原価計算

長沢一男

ｏ病院部門別原価計算を実施した体験例

黒田幸夫

◎病院部門別原価計算講習会（第２回目）

1．開催期日昭和59年11月16日（金）１０：００～１６：３０

２．会場東医健保会館

3．参加者６５名

４襄一話。調査票の記入要領(1)
吉崎芳雄

ｏ調査票の記入要領(2)

長沢一男

ｏ調査票の審査と診療科目別原価計算

森福省一

○質疑応答

尾口平吉
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◎昭和５９年病院概況調査報告書

☆病院概況（病院数．病床数・専用病床保有状況等）

☆患者状況（入院一外来、救急、比率等）

☆設備状況（ＩＣＵ、ＣＣＵ、未熟児、人間ドック、医療機器、コンピュータ等）

☆職員数（職種、病床規模、１病院当り－１００床当り、開設者．常勤一非常勤別）

☆部門別業務量（診療・薬剤・放射線・検査・給食・事務）

☆外注委託状況（寝具・清掃・給食・検査等）

☆その他（基準看護、救急告示、手術件数、冷暖房、敷地一建物面積、剖検率・病床利用

率・平均在院日数等）

以上 ７００部発行
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第１７医療費対策および病院大会

1．病院診療報酬適正化推進会議

１開催回数３回

２出席者数２６名

３．協議事項（１）健保法改正案衆議院通過に伴う対策について

（２）診療報酬改定対策について

（３）病院経営危機突破全国大会開催の伴う決議の実行運動について

(4)その他

2．四病院団体連絡協議会

総合部会７名

１看護体制に関する要望について

2．手取額による源泉徴収税額早見表について

３．日医新執行部について

医療経済委員会１２名

１パート医師の給与額について

2．診療報酬薬価基準改定結果および意見書等について

医療経済委員会８名

１．診療報酬薬価基準改定結果および意見書等について

税制委員会６名

１６０年度税制改正要望事項について

2．勤務医師、給与調査について

総合部会９名

１．５９年３月医療費改定に関しての声明書(案)について

2．四病院団体連絡協議会規約について

3．特定医療法人に係る承認基準等について

税制委員会７名

１昭和60年度税制改正要望書(案)について

２．勤務医(非常勤医師)の給与実態調査について

医療法委員会１１名

１医療法施行規則について

４月11日（水）

４月１９日（木）

５月23日（水）

５月23日（水）

６月７日(木）

６月７日（木）

６月７日（木）
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６月28日（木） 総合部会６名

１５９年３月医療費改定に関しての声明書(案)について

２四病院団体連絡協議会規約について

税制委員会６名

160年度税制改正要望(案)について

医療経済委員会１２名

１診療報酬改定の要望について

総合・医療法合同６名

1．自民党医療基本問題調査会地域医療計画小委員会に対する要望事項について

６月28日（木）

７月１３日(金）

７月１４日（士）

総合部会８名

Ｌ健康保険法一部改正(案)に対する要望事項について

2．四病院団体連絡協議会規約(案)について

医療法委員会７名

1．医療法施行規則の改正要望について

総合部会６名

1．厚生省三局長、健康政策局通達に対する反論について

2．パート医師の給与標準額について

医療法・総合合同１３名

1．医療法施行規則の一部改正について

2．医療法施行規則改正(案)について

医療経済委員会１２名

１診療報酬改定要求書(案)について

総合部会９名

１診療報酬改定要求書(案)について

2．事業税について

3．パート医師の給与実態調査について

総合・医療法合同１６名

1．地域医療計画について

２．家庭医について

3．中間施設について

医療法委員会１２名

1．医療法改正問題における日本医療会の経過説明とその

７月19日（木）

７月19日（木）

８月22日（水）

８月22日（水）

９月12日（水）

10月18日（木）

11月１２日（月）

12月３日（月）

医療法改正問題における日本医療会の経過説明とその対応

－１１２－



12月６日(木） 医療法委員会８名

１．地域医療計画について

総合部会６名

１．事業税について

総合部会８名

1．病院医療の評価について

2.将来の医師需給に関する検討会中間意見

3．医療法改正について

4．中間施設について

5．家庭医について

6．事業税について

医療法委員会９名

１．医療法一部改正案に対する意見について

総合．医療法・医療経済合同４６名

1.医療法の一部改正法案に対する要望意見について

2．診療報酬改定に対する要望書について

3・厚生省、日医との新年懇親会

医療法委員会１０名

1．医療法一部改正について

2．病床算定方式について

医療法委員会１４名

1．病床算定方式について（厚生省）

2．病床算定方式について（民間学者）

総合・医療経済合同１５名

１３月医療費改訂の影響および次回改訂について

2．医療法一部改正について

１２月７日（金）

12月20日（木）

１月16日（水）

１月１８日(金）

２月６日（水）

２月27日（水）

３月26日(火）

－１１３－



3．病院大会

１．名称病院経営危機突破全国大会

２．日時昭和59年11月22日（木）１３：００～１５：３０

3．会場砂防会館ホール（東京・平河町）

4．主催病院診療報酬適正化推進会議

5．来寅日本医師会・日本薬剤師会・国会議員等１０９名

6．参加人員１，１３７名

7．大会スローガン

(1)われわれの要求する診療報酬の適正化・合理化を直ちに実施せよ。

(2)医師技術料と医療技術者の技術料を適正に評価せよ。

(3)各種社会保険の統合により改定財源を確保せよ。

(4)病院の事業税非課税措置を存続させよ。

(5)中医協に病院団体の推薦する委員を参加させよ。

(6)国民医療の荒廃を阻止するため全国の病院は大同団結せよ。

昨年に引き続き病院診療報酬適正化推進会議主催のもと「病院経営危機突破全

国大会」を開催、(1)診療報酬の適正化・合理化、(2)技術料の適正評価、(3)診療

報酬改定財源の確保、(4)病院の事業税非課税措置の存続、(5)中医協への病院団

体から委員参加、(6)病院の大同団結等を大会スローガンとした。

評8．総

－１１４－



第１８第34回日本病院学会

近藤慶二（高知県立中央病院院長）

激動下における明日の病院

昭和59年11月８日(木)～９日（金）

高知県高知市

(1)高知県民文化ホール

(2)高知県医師会館

(1)学会長講演１題

「激動化における明日の病院」

高知県立中央病院院長

(2)特別講演２題

「これからの病院と人的資源」

筑波大学社会医学系教授

「花神、胡蝶の夢をめぐって」作家

(3)パネルディスカッション３題

「医療法改正と病院経営」座長ＮＨＫ解説委員

演者厚生省健康政策局長

日本医師会常任理事

医療法人大道病院院長

医療法人有澤総合病院院長

「これからどうあるべきか日本の病院」

座長医療法人高山整形外科病院院長

演者医療法人中野小児病院院長

医療法人府中病院院長

高知市立市民病院院長

健康保険鞍馬□病院副院長

筑波大学臨床医学系教授

「老人保健法と老人医療の将来像」

座長日本病院管理研究協会常務理事

演者厚生省保健医療局老人保健部長

高知市医師会副会長

１学会長

２．テ－マ

3．開催期日

４開催地

5．会 場

６漬 題

近藤慶

紀伊國献三

司馬遼太郎

天良雄

崎正義

尾攝

道学

澤源蔵

行
吉
瀬
大
有

螢
光
繁
芳
登
一

博
彰

原

山
野
口
本
上

局
中
岸
山
川
堀

石原信吾

水田努

町田隆夫

－１１５－



社会福祉法人信愛病院院長

五木田病院

シンポジウムｌ題

｢今後の看護体制への多角的検討」

座長公益法人北品川総合病院院長

演者蕨市立病院院長

医療法人日比谷病院院長

聖路加看護大学教授

医療法人近森病院事務長

自治医科大学病院管理学教授

名忠夫

木信雄

桑
青

(4)

河
池
深
南
野

野
谷
瀬

稔
亘
雄
子
直
夫

邦
裕
好
勝

村
条

（５）一般演題１９０題

7．医療人の集い（城西館）

８併設ホスピタノレショウ（高知県民体育館）

9．参加者

10．プログラム

延べ６，０００名

（別掲）

－１１６－



第34回曰本病院学会プログラム
テーマ：「激動下における明白の病院』

－

￣

－コ

「第三日一

8:3０９１０１１１２１３１５１６１７１４１８１９２０

第
一
日

（
十
一
月
八
日
）

第１会場

(オレンジホール）

第２会場

(グリーンホール）

第３会場

(医師会館３階ホール）

展 ７Jマ 会場

(県民体育館）

翠
泊
学
■

開
会
式

受
付

箒iif##二ilMmiiiiii壽考i’
|~蝋…醜

一般漬■

医学

6０－６６

8:3０９１０1112１６１３１４１５１７１８１９２０

第
二
日

（
十
一
月
九
日
）

第１会場

(オレンジホール）

第２会場

(グリーンホール）

第３会場

(医師会館３階ホール）

展 不 会場

(県民体育館）

上｜’
シンポジウム

今後の看護体制への多角的検討

ホh｣i鐘llli:P:i:申
一般洩困

病院経営管理

９５－１】６

－般
演囚
･リハビリ

117-120

－A､演題

院内教育研修

1３６－１４６

－般演囚

瞳床検査

1４７－１６２

8:3０９１０１１１２１３

第
三
日

展 可： 会場

(県民体育館）
ホスピタルショウ（高知県民体育館）



第１９第25回日本人間ドック学会

学会長

開催期日

開催地

岡山義雄（岡山病院院長）

昭和59年８月24日(金)～２５日(土）

愛知県名古屋市

愛知県産業貿易館西館大会議場

(1)特別講演１題

「人間ドックと糖代謝異常」

－どうして糖尿病を発見しなければならないか－

名古屋大学第三内科教授

(2)２５周年記念講演２題

字
開
開
会
演

●
●
●
●
●

１
２
３
４
５

場
題

坂本信夫

25周年記念講演２題

「人間ドック25年のあゆみ」

医療法人喜峰会岡山病院院長
第25回日本人間ドック学会長

「人間ドックの将来への展望」

名古屋大学医学部予防医学教室教授

シンポジウム２題

「人間ドックにおける消化器疾患のスクリーニング」

司会牧田総合病院副院長

①食道東海大学講師

②胃・十二指腸愛知県総合保健センター室長

③小腸 大垣市民病院院長

④大腸・直腸福岡大学教授

⑤肝臓．胆嚢名古屋大学講師

⑥膵臓名古屋大学講師

⑦特別発言東京警察病院内科部長

「人間ドックと運動指導」

＿各領域における運動指導のコツー

司会東京慈恵会医科大学第三内科助教授

①運動と生理名古屋大学教授

②運動不足病東京都済生会中央病院内科医長

③高血圧・心臓病の運動指導

大阪住友病院内科部長

岡山義雄

青木國雄

(3)

笹森

幕内

川□

蜂須賀

井上

各務

早川

鈴木

雄
康
平
男
夫
一
夫
明

多

典
博
新
喜
幹
伸
哲
豊

義
実
剛

雄
晴

池
宮
田

田
村
中

宇佐見暢久

－１１８－



④糖尿病・肥満の運動指導名古屋大学助教授佐

⑤特別発言愛知県総合保健センター所長岩

（４）一般演題５６題

参加者５５０名（登録実参加）

併設「健康特別講演会」（一般市民を対象として学会前日（８月23日）に実施）

祐

造
徹

藤
塚

●
●

（
乗
」
【
亜
叩
）
［
亜
〃
，
Ⅱ
。

会場愛知県医師会館大講堂

テーマ健やかな暮しのために

8．プログラム (別掲）

－１１９－



第25回日本人間ドック学会曰程表

－１２０－

０
０

５
０

８
５

０
０

０
５
５

５
０
０

０
４
０

４
２

４
１

０
３

０
４
５

３
０
１

４
●
●
●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●
●
●

●
●

●
●
●
●

●
●

８
９

９
０

０
１

２
３

４
４
４

５
６
６

７
１

１
１

１
１

１
１
１

１
１
１

１

第１日８月24日㈲

開場・登録受付

開会の辞

一般演題１～６

安藤幸夫（聖路加国際病院）

一般演題７～1１

金沢鉄男（青森県立中央病院）

一般演題１２～1５

丹野三男（仙台市立病院）

一般演題１６～1９

清瀬闇（三井記念病院）

一般演題２０～2４

寺田由紀夫（大阪赤十字病院）

(評議員会）

総会

一般演題２５～3０

田中剛二（東京都済生会中央病院）

特別講演

坂本信夫教授

司会岩塚徹

25周年記念講演ｌ）

岡山義雄

司会阿久津慣

シンポジウム１１

「人間ドックと運動指導

－各領域における運動指導のコツ」

司会池田義雄

０
０

５
４

６
５
５

５
０

０
０

０
０

４
０

３
２

０
３
４

２
２

５
０

５
０

●
●
●
●

●
●

●
●

●
●

●
●
●
●

●
●

●
●

●
●
●
●

●
●
●
●

８
９

９
０

１
１
１

２
３

３
４

５
６

１
１

１
１

１
１

１
１

１
１

第２日８月25日(土）

一般演題３１～3５

鈴木豊明（東京腎察病院）

一般演題３６～４２

藤間弘行（藤間病院）

一般演題４３～4８

大)1I日出夫（日本鋼管病院）

一般演題４９～5２

'j､関忠尚（京都第二赤十字病院）

25周年記念講演２）

青木國雄教授

司会栗山康介

一般演題５３～5６

宇津典彦（久留米大学医学部）

シンポジウムＩ

「人間ドックにおける

消化器疾患のスクリーニング」

司会笹森典雄

閉会の辞



第２０第10回日本診療録管理学会

１学会長高橋政頽（杏林大学医学部教授）

２．期日昭和59年10月11日(木)～12日（金）

3．会場杏林大学松田進勇記念館

４漬題

（１）シンポジウム１題

「学会創立十年のまとめと将来展望」司会高橋政旗

①日本の診療録管理士教育とその認定への提言

日本診療録管理士協会長京都市立病院病歴係長酒井隆子

②リフレッシャー・コースのあり方

関東逓信病院医学資料課診療録管理士戸川登美子

③診療録管理士の位置づけとその待遇京都逓信病院健康管理部長榊田博

④医療保険制度と診療録管理新潟市民病院消化器科医長木村明

⑤情報化社会と六つの理念大阪府立病院精神神経科部長亀田英明

⑥医療チームとしての患者のヘルスレコードの作成

川崎医科大学公衆衛生学助教授中島行正

⑦診療録管理のＯＡ化について東邦大学医学部病院管理学講師小野丞二

（２）特別講演１題

「米国の大学（４年制）における病歴管理士養成課程のカリキュラムについて」

ロマリンダ大学医療関連学部医療情報管理学科長

マーガレット・ジャクソン女史

通訳日本病院会診療録管理通信教育部講師大町文子

（３）一般演題４１題

5．展示会

６参加者８００名

7．プログラム（別掲）

－１２１－



第１０回曰本診療録管理学会曰程表

－１２２－

第１日１０月１１曰休） 第２日１０月１２日(金）

０
０
５

０
０

０
０

０
０

３
０
１

０
０

３
３

０
０

●
●
●
●
●
●

●
●
●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

８
９
９

２
３

３
５

７
９

１
１

１
１

１
１

開場・登録受付

開会式

シンポジウム

｢学会創立＋年のまとめと将来展望」

司会高橋政頓

昼食・休憩

総会

特別講演
｢米国の大学（４年制)における病歴管

理士養成課程のカリキュラムについて」
ロマリンダ大学医療情報管理学科長

マーガレット・ジャクソン

一般演題１～３（医療秘書の教育）

一般演題４～６（診療録の記載）

懇親会

０
０

０
０

０
０

３
０

０
０

５
０

●
●
●
●

●
●
●
●

●
●
●
●

８
９

２
３

６
７

１
１

１
１

開場

一般演題７～1０（診療録の整理保管Ｉ）

一般演題11～1３（診療録の整理保管Ⅱ）

一般演題14～1６（診療録の利用）

一般演題17～1９（受診動向）

一般演題20～2２（診療統計Ｉ）

昼食・休憩

一般演題23～2６（診療統計Ⅱ）

一般演題27～2９（病歴情報システム）

一般演題30～3４（パソコン利用）

一般演題35～3８（データ管理）

一般演題39～4１（
コンピュータ利用
の諸問題

）

閉会式



第２１，S4国際モダンホスピタルショウ

よりよい医療を求めて

～医療における質の改善と実践～

マフー

く開催概要＞

会期 昭和59年６月１５日(金)～１７日（日）

午前10時～午後６時（最終日のみ午後４時終了）

東京・池袋サンシャインシティ文化会館・２階・３階・４階

社団法人日本病院会

社団法人日本経営協会

厚生省外務省通商産業省消防庁東京都日本貿易振興会拙［

杣日本看護協会財製品輸入促進協会ｕｓ・トレード・センター

スウェーデン大使館

来賓祝辞（順不同・敬称略）

厚生省医務局局長 吉崎正義

社団法人日本病院会常任理事 九山正義

スウェーデン大使館大使グンナール・ロネウス

主催者挨拶

社団法人日本病院会会長 諸橋芳夫

'84国際モダンホスピタルショウ担当理事河野稔

'84国際モダンホスピタﾉレショウ実行委員長 竹本吉夫

'84国際モダンホスピタルショウ企画委員長三宅浩之

日本光電工業株式会社代表取締役荻野義夫

社団法人日本病院会会長諸橋芳夫

社団法人日本経営協会理事長高橋松三郎

'84国際モダンホスピタルショウ担当理事河野稔

１放射線研究会コーナー

２ハウスキーピング研究会コーナー

３．栄養管理・調理研究会コーナー

４．臨床検査管理研究会コーナー

５．改善製品の展示コーナー

６．病院における日本語ＷＰ・パソコン

会
主

場
催

後 援 曲日本医師会

開会挨拶

テープカット

特別企画事業

－１２３－



ソフトウエア展示コーナー

７．人材教育関係コーナー

特別研究会：１「医療における質の改善と実践」実例発表討論会参加者

２．全国看護者研修会参加者

３．臨床検査管理研究会参加者

４．病院における効果的なコンピュータの使い方討論セミナー

参加者

く開催結果概要＞

1．展示規模

１５４社／７，７００ｍ２－過去最大規模で開催

海外からスウェーデン、アメリカが出展

２６４名

３６１名

１７３名

１５０名

2．来場者数

総来場者数は２６，５６０名（昨年度１６，７７０名）

前年比５８％増

２６５６０ １６７７０

＊団体見学（医療専門学校）３３校２，４４３名

－１２４－

，

8４ １５４社／７，７００
２

加 (展示面積２，０００腕2） 輸入品展示１０社

，

8３ ９０社／４，５００ 〃
２

(展示面積１，３００ｍ2）

，

8４
,

8３

第１曰

第２日

第３日

６月１５日（金）

６月１６日（土）

６月１７日（日）

０
０
０

５
４
７

３
９
２

９
９
９

８
０
７

１

６月１７日（金）

６月１８日（士）

６月１９日（曰）

０
０
０

１
９
７

２
９
５

？
９
７

５
６
４

合計 2６，５６０ 合計 1６．７７０



第２２創立33周年記念行事

本会が昭和26年６月24日に設立され、１０周年、２０周年の節目には、記念式典を挙行していたが、

この度、３３周年を記念して式典の開催、年史の発行ならびにⅢ信頼される我が病院づくり〃の発刊

を実施した。

式典は、多年にわたり本会において病院事業の発展向上に寄与された30名に対して渡部厚生大臣

表彰があり、又本会の役員、委員、事務職員として多年にわたり、わが国病院の向上発展と医療福

祉の増進に寄与された127名に対して、諸橋会長表彰が授与された。

３０年史は、即、戦後のわが国の病院のあゆみを示すものとして、又Ｈ信頼される我が病院づくり〃

では適正な医療供給体制の担い手としての病院の実践記録を紹介するものとして企画した。

記念式典

１．日時昭和59年５月29日（火）

2．会場帝国ホテル本館２階

3．式典次第（午後４時30分～５時15分孔雀西の間）

（司会）平野一彌

開式の辞若月俊一

式辞諸橋芳夫

厚生大臣祝辞厚生大臣渡部恒三

厚生大臣表彰

受彰者代表謝辞名鉄病院長阿久津慎

会長表彰

受彰者代表謝辞北里大学教授井上昌彦

閉式の辞河野稔

記念パーティー次第（午後５時30分～７時孔雀東の間）

（司会）平野一彌

開会宣示有澤源蔵

開会挨拶諸橋芳夫

来賓祝辞厚生大臣渡部恒三

乾盃内藤景岳

祝宴

閉会挨拶竹本吉夫

Ｉ記

－１２５－



４出席者数

5．厚生大臣表彰被表彰者

616名

３０名

愛知県

大阪府

長崎県

和歌山県

神奈川県

大阪府

愛知県

兵庫県

東京都

東京都

富山県

滋賀県

山梨県

東京都

秋田県

兵庫県

茨城県

愛媛県

和歌山県

静岡県

東京都

福岡県

神奈川県

岐阜県

福島県

東京都

東京都

岡山県

東京都

大阪府

津
澤
永
藤
野
道
山
原
井
野
能
津
津
山
本
胡
野
屋
村
山
村
山
野
掛

内
田
本
屋
岡

久阿
有
岩
遠
大
大
岡
小
河
河
西
財
島
高
竹
多
丹
土
中
中
野
菱
平
藤
星
堀
牧
宮
守
吉

慎
蔵
治
苗
次
学
雄
郎
博
稔
郎
晃
秀
螢
夫
祐
喜
敏
生
作
守
文
彌
敏
助
光
中
郎
博
八

次
之

源
光
香
松

義
知

正
寿

吉
楢
清
定
了
耕
秋
博
一

源
祥

観

名鉄病院長

有澤総合病院長

(前)＋善会病院長

和歌浦中央病院長

(前)京浜総合病院長

大道病院長

岡山病院長

小原病院長

河井病院長

北品川総合病院長

西能病院長

長浜赤十字病院長

甲州中央温泉病院長

高山整形外科病院長

秋田赤十字病院長

城南多胡病院長

水戸済生会総合病院長

松山赤＋字病院長

中村病院長

聖隷浜松病院長

野村病院長

福岡城南病院長

港北耳鼻咽喉科病院長

藤掛第一病院長

総合会津中央病院長

東京都済生会中央病院長

牧田総合病院長

(前)津山中央病院長

(前)|順天堂医院副院長

新千里病院長

－１２６－



６．会長表彰被表彰者127名

秋山都美神奈川県聖マリアンナ医科大学病院

浅見信子東京都社保蒲田総合病院

東義晴東京都武蔵野赤十字病院

荒木威東京都武蔵野赤十字病院

安藤秀雄東京都社保蒲田総合病院

安藤幸夫東京都聖路加国際病院

飯塚治高知県飯塚産婦人科病院

石川幸雄東京都都立府中病院

石原信吾東京都病院管理研究協会

飯田晶東京都東芝中央病院

一条勝夫栃木県自治医科大学

井手一郎福岡県聖マリア病院

稲垣武東京都（前）済生会向島病院

井上昌彦神奈川県北里大学

岩瀬英二東京都織本病院

岩塚徹愛知県愛知県総合保健センター

宇井美代子東京都聖路加国際病院

内田卿子東京都聖路加国際病院

宇津典彦福岡県久留米大学病院

大内周信東京都聖路加国際病院

大城三郎東京都日本病院共済会

太田孝哉富山県（前）富山県立中央病院

大高紹世東京都日本病院共済会

大谷英尚東京都東京女子医科大学病院

大町文子京都府（前)日本バプテスト病院

緒方廣市東京都武蔵野赤十字病院

岡野博東京都佼成病院

荻原厚神奈川県北里大学病院

小関忠尚京都府京都第二赤十字病院

小田博夫東京都和泉クリニック

小田桐信子東京都慶応大学病院

落合勝一郎東京都東京文化学園

小野田敏郎

笠木茂伸

笠原亀次郎

粕谷良

金澤鉄男

加納繁美

鎌田利雄

111北祐幸

上林三郎

紀伊國献三

都
都
都
都
県
府
都
都
都
県
都
都
県
都
都
都
県
県
県
府
都
都
都
都
都
都
都
都
都
都

京
京
京
京
森
阪
京
京
京
城
京
京
木
京
京
京
葉
木
梨
都
京
京
京
京
京
京
京
京
京
京

東
東
東
東
胄
大
東
東
東
茨
東
東
栃
東
東
東
千
栃
山
京
東
東
東
東
東
東
東
東
東
東

(前）佼成病院

北品川総合病院

(前）日本病院会事務局

(前）虎の門病院

青森県立中央病院

総合カロ納病院

北品川総合病院

順天堂医院

聖路加国際病院

筑波大学

東京日立病院

三井記念病院

自治医科大学

(前）聖路加国際病院

関東逓信病院

虎の門病院

社保船橋中央病院

大田原赤十字病院

山梨療養所

京都市立病院

曰大板橋病院

牧田総合病院

駿河台日大病院

駿何台日大病院

杏林大学医学部

佼成病院

聖路加国際病院

東京警察病院

都立広尾病院

佼成病院

木村千枝子

清瀬闇

倉持一雄

栗田静枝

栗田道雄

黒田幸男

後藤直昭

斉藤達郎

三枝勇雄

酒井隆子

榊原聡彦

笹森典雄

佐藤和身

佐藤キク

佐藤泰司

澤田光正

塩山雅英

嶋崎佐智子

鴫田和正

篠塚輝治

－１２７－



東京警察病院

河北総合病院

聖路加国際病院

都立府中病院

全国社会保険協会連合会

愛知県総合保健センター

杏林大学医学部

小千谷総合病院

(前）都立荏原病院

大阪府立
母子保健総合医療センター

(前）昭和医科大学

聖路加国際病院

日大板橋病院

東京都済生会中央病院

大阪逓信病院

仙台市立病院

横浜総合保健センター

(前）日本病院会事務局

大阪赤十字病院

藤間病院

関東逓信病院

柏戸病院

(前）日本病院会事務局

同愛記念病院

聖路加国際病院

(前）関東中央病院

北品川総合病院

都立豊島病院

京都四条病院

松江市立病院

北品川総合病院

佼成病院

(前）日本病院会事務局

二宮鶴吉

野辺地篤郎

橋本レツ子

長谷川秀子

浜田博之

平沢政人

平野榮次

広瀬朝次

福井順

福村安治

藤沢武吉

舩橋哲哉

古川正

牧野永城

松岡研

真鍋真之

三浦秀夫

三上晃

三木徹

水野謹爾

水野近

三竹年世子

村田寿太郎

山口禅之

山本修

山本麻喜子

横山達治

依藤省三

鷲野昌夫

和田秀夫

渡邊進

渡邊茂夫

都
都
都
都
都
都
都
都
県
都
都
都
都
都
府
都
都
都
県
都
都
都
県
県
都
都
都
県
県
県
都
県

京
京
京
京
京
京
京
京
崎
京
京
京
京
京
阪
京
京
京
庫
京
京
京
口
賀
京
京
京
庫
知
分
京
岡

東
東
東
東
東
東
東
東
長
東
東
東
東
東
大
東
東
東
兵
東
東
東
山
佐
東
東
東
兵
愛
大
東
静

(前）日本病院会事務局

聖路加国際病院

虎の門病院

関東逓信病院

(前）関東逓信病院

昭和大学病院

(前）日大板橋病院

順天堂医院

福井病院

順天堂医院

順天堂医院

都立墨東病院

東京警察やよい薬局

聖路加国際病院

ＰＬ病院

東京白十字病院

佼成病院

和泉クリニック

丸山病院

(前）新宿赤十字産院

(前)三井健康保険組合

杏林大学医学部附属病院

村田博愛病院

至誠会病院

(前）都立大塚病院

東京衛生病院

聖路加国際病院

済生会兵庫県病院

(前）名鉄病院

大分総合健診センター

日本病院共済会

(前）国立熱海病院

鈴木豊明東京都

瀬川篤宏東京都

関武矩東京都

妹尾昭一東京都

千田通東京都

高橋春雄愛知県

高橋政頑東京都

滝沢喜七新潟県

竹内春彦東京都

竹村喬大阪府

立川清東京都

橘敏也東京都

田中栄一東京都

田中剛二東京都

田中敏行大阪府

丹野三男宮城県

土屋章神奈川県

都築小次郎大阪府

寺田由紀夫大阪府

藤間弘行埼玉県

戸川登美子東京都

土橋明次千葉県

豊田賀寿子東京都

虎渡勇二東京都

内藤均東京都

中島克三東京都

中島昭二郎東京都

中西照録東京都

中野進京都府

西川正光島根県

錦織ハナ子東京都

西田義夫東京都

西山君枝東京都
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Ⅱ日本病院会三十年史

創設準備時代の昭和24年から昭和55年12月までの30年の歩みを総説、各説、年表の３部で構成した。

第１部の総論は、①創設時代（昭24～30)、②橋本会長時代（昭31～44)、③神崎会長時代

（昭45～48)、④日本病院会時代（昭49～55)で、戦後の混乱からの脱却を目指した設立の経緯か

ら時代の流れの中で正しい医療を貫こうとして苦斗した先人の対応、医療制度の研究をはじめ地

域社会の中における病院の機能向上へと目を向け、各種の研究部会を設置した状況を描いている。

第Ｈの各説は、①定款、②人事、③経済、④研究部会、⑤臨床予防医学活動、⑥通信教育、⑦

研究旅行、⑧学会、⑨国際関係、⑩広報、⑪日本病院会政治連盟、⑫日本病院共済会、⑬事務局

を設置の経過および記録としてまとめている。

第Ⅲ部は、年表とグラフ（三十年をみる）で、年表は26年４月の日本病院協会設立準備会から

昭和55年12月の「病院倫理綱領」の制定に至る病院会事項に併記して社会のトピックスをまとめ

た。グラフは初代会長上條秀介氏から歴代の会長の顔写真、事務所の変遷、日本病院学会ｌ～３０

回学会長、病院学会、研究会、通信教育などを収載している。

小野田敏郎編集委員長のもと、昭和58年１月に着手してから（編集第１回会議は58年２月）５９

年４月の完成まで１年４カ月を費やしたが、日本病院会としてはじめての年史であり、各項目の

執筆者と事務局あげての対応で仕上ったものである。

体裁はＢ５判、本文783頁、グラフ16頁の上製本仕立てで箱付き。創立33周年記念式出席者へ

の土産とし、また全会員に送付した。

Ⅲ信頼される我が病院づくり

昭和58年８月の常任理事会に33周年記念事業の一環として、諸橋会長から提案され、学術委員

会（岡崎通委員長）が担当することになった。「三十年史」と対をなす出版であり、全会員に寄

稿を依頼した。最終的に142の投稿をまとめたが、文字通り北海道から沖縄まで47都道府県を網

羅している。142の設立母体別は、国立２、三公社１，都府県13、市町村24、日赤17、済生会６，

厚生連５，健保組合及連合２，共済及連合１，公益法人17、医療法人35、学校法人２，その他法

人12、個人５で、公私の比率が71づつと等しくなったことで、公私の別なくあらゆる設立母体の

病院を対象とした当初の企画が生かされた。

巻頭に諸橋会長の序文と渡部厚生大臣の「推薦のことば」を得て本書の意義を明らかにしてい

るが、病院の全景写真にそれぞれ独自のタイトルをつけ、病院の歴史、組織（機構、職員数）、

病床数、診療科目、診療圏、地域医療との関係、将来構想等を盛り込んだ内容は、多くの会員か

ら活用されている。

体裁はＢ５判、表紙はビニール加工にした。本文495頁。５９年５月刊行で、３３周年記念式への

土産とし、また全会員に配布した。

－１３０－
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昭和ｺﾞｦ年６月２Ｊ日 書明声

昭和ｊ９年３月診療報酬改定は、積年の借金政策のツケを、医療

担当者におしつける財政主導型である。一貫した医療政策不在の中、

政府支出抑制額を予め定め、マスコミ論調を利用した薬価引下げと

名目的診療費の引き上げとにより、トータルとして大巾な削減を行

なったものである。

地域住民にとって必要な医療を如何に確保し、それらを効率的・

安定的に提供してゆく為の経済的裏付としての診療報酬のあり方を

模索する姿が全く欠除している。医療技術評価・効率的運用・近代

的経営・継続性といった要素をペースにすぺきであるのに、その時

女の情勢に辻棲を合せた改定の繰返しで矛盾は拡大する一方である。

現在すでに国民医療の崩壊のきざしが現われており、このまま推

移すれば、良心的な多くの医療機関の維持がますます困難になるこ

とは明らかであり、ここに国民医療を守るために早急な診療報酬の

改定をすぺきである。

全日本病院協会社団法人

」
い
い

日本医療法人協会社団法人

日本精神病院協会社団法人

日本病院会社団法人
上記のとおり声明する。



医療業は、業務の基本的性格から高い公益性を要請

されており、また、われわれ医療従事者もこれを自覚

し、その社会的使命の達成に努力しております。

医療の原点とも言うぺき救急医療又は措置医療に関

しても、これに積極的に取組みその責務を果している

のは、民間医療機関であります。

しかしながら、税制面におきましては、一般産業と

比較して、その公益的側面に対する配慮が殆どされて

なく、また公的医療機関と比較しても、その業務の同

質性からみて著しく均衡に欠けるものがあります。

医療業の公益的側面に見合った税制の確立のため、

別紙の通り、昭和６０年度の税制改正要望事項の実現

について格別のご配慮の程要望申し上げます。

昭和ｊ９年７月
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社団法人日本精神病院

社団法人日本病院

税制に関する要望書



２病院用建物および建物附属設備について、法定耐用年数を

短縮すること。（耐年省令別表第/）

昭和６０年度税制改正要望事項

国税関係

（理由）

病院の施設基箪は患者等の収容に適応した環境条件を要求

している。老朽化した設備については、耐用年数未満でも改

善命令による更新が義務づけられ、国際登録ホテル等と比較

しても、その耐用年数はより短縮されるべきである。

建物鉄筋コンクリート造３６年、建物附属設備／２年等登

録ホテル業等の耐用年数と同等以下の年数に短縮されたい。

Ｉ所得税、法人税関係

/剰余金の配当の禁止と業務範囲が制限されている医療法人に

ついて、協同組合等と同様の法人税率を適用すること。

（法人税法第６６条第３項）

また、特定の医療法人は非課税法人とされたい。

（措法６７条の２）］
四
ｍ

辰痕用機器の特別償却制度の特例措置を継統(理由）

（１）医療法人は、その法人組織、運営のすべてに亘り、民法第

３￥条の公益法人のそれを準用している。しかも、剰余金の

配当禁止と業務上附帯業務についての制限等があり、医療事

業の公益的性格と併せて、協同組合等と比較し、その位置づ

けに即応した同率の２６％の税率を適用されたい｡

（２）また特定の医療法人は、その組織運営及び最終財産の帰属

が、社会福祉法人又は厚生連医療機関と同一の条件にある以

条のＺ⑥

(理由）

医療用機器の特別償却制度の適用期限を、昭和６０年￥月

／日以降も引き続き延長し、医療設備の近代化と、その整備

充実の促進をはかられるよう要望する。

上、税制上も同様な非課税法人とされたい。



ｊ救急医療用等の補助金および謝金による救急用の固定資産

を取得した場合は、その取得価格までを限度に補助金および

謝金相当額の圧縮記帳による損金算入を認めることとされた

い◎

￥病院、診療所等医療機関の耐火構造を有する建物、構築物及

び防災施設に対する割増償却制度を設けること。

（理由）

（１）火災による災害の多発から、消防・防災査察は一段と強化

され、殊に人体の安全、保護を至上命令とする医療施設につ

いては、建築基準法及び医療法に規定する安全確保のための

諸設備の実施、履行の徹底が期せられている。

(2)規定される諸設備の完全実施はもとより制度の趣旨を生かし、

耐火及び防災施設の改善、促進をはかるためにも、特例措置が

必要である。

(3)耐火建築物等、耐火及び防災施設を取得し、事業の用に供し

た場合は、以後ｊ年以内の日を含む事業年度について普通償却

限度額の/００％の割増償却を認めること。

（昭和￥９年３月３／日限り廃止された措置法￥『条の耐火建

築物の割増償却の復活）

(理由）

法人税法第￥２条／項及び施行令７９条に規定する国庫補

助金等で取得した固定資産等の圧縮記帳は、交付の目的を明

示した固定資産の取得に限定されているが、救急医療用等の

補助金により、救急用の固定資産等を任意に取得した場合に

も、圧縮記帳の適用を認め、助成目的を巾広〈活用できるよ

う要望する。

』
②
①

等源泉徴収額は所得税法第.ＺＯ￥条0

。（所得税法第２０￥条第／塵

(理由）

現在は、乙欄適用による高度の累進税率適用になっている

ため、雇用者の負担は極めて高いものとなっている。必要な

法令通達の改正により、報酬又は料金の／０％税率適用を可

能にされたい。



７休日、夜間診療又は予防接種法による予防接種等に協力し

た場合の謝金については、特別控除の特例を設けること。

地方税関係

／医療磯関に対する事業税の特例措置、即ち

(理由）

救急医療、並びに予防接種の公益性にかんがみ、協力謝金に

対する特例措置を譜ずることにより、救急医療体制の推進と予

防接種の円滑な実施など、地域医療の確保を図る必要がある。

(1)医療法人に対する事業税の軽減措置

（地方税法第７２条の２２）

(2)社会保険診療報酬にかかる事業税の非課税措置

（同法第７２条の／必及び第7.2条の/７）

を現行どおり存続されたい。I相続税

(理由）

従来から医療機関に対する事業税の見なおし論議がありま

すが

（１）公的医療機関に比較し、税負担という差別を余儀なくさ

れている私的医療機関に、更に税負担の加重を強いること

は、経営の悪化を招き、医療事業の健全性を損ねることは

明らかである。

（２）社会保険制度の制限診療の特質や、診療報酬支払基金の

性格からみて、これに事業税を課することは妥当でない。

（３）収支の悪化から経営危機が叫ばれている私的医療機関の

実情無視は、その存在否定にもつながり医療の混乱が懸念

される。

／特定の医療法人に対する財産の贈与又は遺贈があった場合

において、措置法第￥０条の承認を受け、譲渡が無かったも

のとされた財産提供については、特定医療法人成立後も受入

れ法人に対する法人税を非課税とされたい。

旨
い
『

（理由）

法人設立後の財産の贈与又は遺贈は、基本財産組入れを指定

されたもので、これに組入れられたものであっても益金として

法人税の課税対象となるのは、提供の趣旨にてらしても不合理

である。



ユ医療法人が経営する病院、診療所及び看護学校等パラメ河

カル養成施設において、直接その用に供する固定資産又は不

動産について、固定資産税又は、不動産取得税を非課税とさ

れたい。

(4)その他の医療法人についても、社会保険診療機関及び救

急医療機関の整備にからめて、全国一率に軽減措置を適用

されますよう要望する。

(理由）

（１）現在、公的医療機関の経営する病院、診療所において直

接その用に供する固定資産又は不動産については、固定資産

税又は不動産取得税は非課税となっており、また、特定医療

法人についても、その設置する医療関係者の養成所において、

直接教育の用に供する固定資産又は不動産については、固定

資産税又は不動産取得税は非課税とされている。（地方税法

第７３条の￥第/項３号及び同法第３￥Ｊ条第.２項９号）

（２）殊に、特定医療法人は、特に強い公益性を義務づけられた

医療法人であり、その要件からみて、公的医療機関と何等変

わることのない取り扱いをされてしかるべきものである。

（３）税制上協同組合等に位置づけられている特定医療法人にお

いては、協同組合経営の病院・診療所の不動産取得税及ぴ

固定資産税は非課税となっておりますので、これと同様の措

置をとられるよう要望する。（地方税法第７３条の乎第／項

『号及び同法第３り８条第２項／／号の３）

二
四
ｍ



その他の税制関係

みなし法人課税を個人病院に適用する場合には医療法人と同様の

取扱を適用すること。

具体的には、みなし法人課税の個人医療機関への適用を医療業の

実態に即した特例制度とすること。（措置法第２占条の』）

（理由）

(1)我国の所得税は、超過累進税となっており、最高税率は、７０

％に及んでいる。これに対し医疲法人は、￥３３冊の定率課税

となっている。

公益性の高い医痩業を維持・存続してゆくには、個人

病院についても、医療法人と同様の税制下に置くことが望ま

れるｏ

(2)個人事業を法人事業とみなし、法人に類似した課税を行なう

制度として、「みなし法人課税」制度があるが、現行の当該制

度は、医療業を営む個人病院の実態には、適合しえないものと

なっている。

なぜならば、現行「みなし法人課税」制度は、みなし法人所得

からこれに対するみなし法人税を控除した残額を事業主に対す

る配当としているが、医療法人は剰余金の配当が禁止されてお

り、当該制度の適用は不合理となっている。

従って、個人病院に対する「みなし法人課税」制度にあっては

事業所得の内部留保を認めるよう強く要望する。

］
②
①



客昭和５９年７月１６日 要 望

1．要望の主旨

健康保険法一部改正案の審議にあたり、日医は参議院に対し再

修正について猛運動を展開されたい。

1．理由

健康保険法一部改正案は、日医との話し合いが成立したとの経

緯を以て、衆議院で可決参議院に送付された。

しかし当該法案は外来診療報酬の低額部分を３段階別に定額化

したのみで入院診療報酬の患者１割負担の修正には触れていない。

長期に亘b療養し高額の医療費の一部負担を強制される入院患

者にとっては、極めて苛酷且つ不公平な修正である。同時にまた

今回の修正は、病院事務をいたずらに繁雑化するのみで、窓口に

様とをトラブルを惹起する危険が多い。

かかる修正案は病院四団体の到底容認し難い処である。この左

雀推移すれば病院の経営は雀すます困難となる。この際日医は病

院経営の危機の実態を理解して、再度参議院に働きかけ診療報酬

の引上げを要求するとともに、健康保険法一部改正案の再修正を

めざして猛運動を展開されたい。

殿

社団法人 全日本病院協
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昭和５９年７月２４日 要望書

健康保険法の一部改正案に対し、参議院で下記のとおり修正を要

望いたしをす。
殿

記

1．入院部門に対する定額方式の導入

入院請求額

１円～10,000円まで

１０．００１円～１５，０００円まで

１５，００１円～２０．０００円まで

２０，００１円～２５，０００円左で

２５，００１円～３０．０００円まで

自己負担額

５００円

１．０００円

１．５００円

２０００円

２５００円

社団法人 全日本病院協会

」
』
国

社団法人 日本医療法人協会

２高額療養費の改正

（１）高額療養費（低所得者の場合も含む）を家族一体として捉え

５１．０００円（３０．０００円）とすること。

（２）高額療養費は診療が月を超えて６－疾病として捉え51.000

円（３０．０００円）とすること。

（３）外来診療費及び入院診療費を一体として捉え、高額医療費を

５１．０００円（３０．０００円）とすること。

社団法人 日本精神病院協会

社団法人 日本病院会



ａ特定承認保険医療機関制度案の廃止

今回の一部改正案では、高度先端の医療技術を大学病院等の特

定の医療機関で受療できる制度を導入しているが、このことは高

度医療を目指す病院を制度上締め出す結果となる。このように診

療報酬のランクづけて病院を類別することは現行の社会保険制度

の根幹をゆるがす大きな問題であり、この制度の導入に反対であ

る。

］
』
函



（１）一部負担金の十円以下の端数の四捨五入は医療MIDI】の窓口事務処理の

簡素化上望ましいが、これが実務上の後処理に影密を与えて事務処理

の煩雑化をもたらすことのないよう、単なる窓口の端数処理に止める

こととする．

（２）一部負担金の窓口での十円以下の端数の四捨五入処理ないし届出によ

る定緬制（１５００円以下＝１００円、１５００円超２５００円以下

＝２００円、２５００円超３５００円以下＝３００円）の採用による

一郎負担金は、保険請求上は定率負担を徴収したものとして処理し、

Ｕl在の保険家族（３０％定率）と同様に、診療報酬請求明細書上への

一部負担金額の記載はおこなわないこととする．

ＵＨｆＵ５９年８月１８日

綱
厚生省保険局長

吉村に

社団法人日本病院会

会長賭橋芳夫

要望書

］
』
』 Ｉ鯛i保険法等の一部改正にともなう診療報lUI請求業務の取扱いについて、医

Wii耶務の複雑化による事務経賀の増大、医療楓間窓口における事務処理の混

乱等を回避するため、次の通り要望いたします．

上記提案の理由として、四捨五入による差異は最大で５円、定額

制による差異も最大で５０円であり、窓口での請求毎の差異は相

殺されて１か月合計では定率計算との差は僅なものとl化定される．

これを診療報酬請求明細書に窓口の請求単位に集:I･して記載し、

請求・支払金額の計算上考慮することは、医療機関のみならず、

審査・支払織関、保険組合を含めたすべての医療事務業務を徒ら

に煩雑化し、無用の事務経費を費すに過ぎず、定率でも同等の効

果の処理が可能と考えられるためである．

記

，Ｂ但金処理方式の冊素化について

今回の改正により、医療ＭＩＩ】１１窓口においては被保険者の一部負担金の即時

11.卯による微収処理が必要となり、医原率務業務、の急増が予想されている．

また、診痴ｆＭＩｌ請求Iﾘ1細画の作成処理においても、端数処理まで考慮した処

理をＩ了うと、膨大な医療事務処理の負担増加が予想される．したがって、保

腕の読求・支払等の業務手liiの実務的事務簡素化のため、以下のよう塵取扱
うことといたしたい．

iI貿訂界およひ繭求処理【

医療事務処理の複雑化に対応して医療料金計算請求業務をコンピュータに

より処理している医療慨閲はたいへん多数に達しており、当会昭和５８年６

月調査では日本病院会の会員病院の１００床以上の規模の病院での利１１１率は

６０％以上に達している．これらの医ljiMm側では、今回の健康保険法等の改



正にともなう医IjN事務の混乱を回避するためには、医頂閨の:１．１１[方式変更実

施以iMiにまえもって料金計算プログラムの改造、診原報酬請求明細轡の方式

に合せたデータ・ファイルの識:1変更等の準臓ならびに十分な試行が必要で

ある．しかも、１１１在医凧IillH1で使川されている医痴事務、コンピュータの種

Rnは多く、処理プログラムはＩＩＩ種毎、’111週府県別、病院毎に対応が異なるの

がIll状であるから、それらのプログラム変更の経賀も手数も膨大となる．

これらの11l状に照して、少くとも改正ＭＴＩか月前までに計算方式、診療

vMlU1I請求lﾘl細瞥の聾式形式等の処理明細を、都道府県別に細部にわたっても

II1連を生じないよう、全国腕一のとれた形で公示されなければ、円滑な事務

業務の移行は囚雅である．

これらの駆前のiIkMillllIlI1なしに改正MH行された際に発生する医療事務処理

上の混乱による異常事､１１については、医ｌｊｉｉ機関1Mの努力の限界を超えるもの

であり、すべて貰局の責任により処皿されることとされたい．

以上

」
』
⑰



Ⅱ({ﾄﾞ１１５９年８月日

貴台には益々御清栄のこととお慶び申し上げます。

さて、医療費抑制の進むなかで、病院経営上深刻な問題

となっている人件費、特に常勤医・パート医の給与につい

て四病院団体医療経済委員会は、それぞれの団体の資料を

もとにして検討してまいりました。

自由経済社会において医師給与の標準額を設定するのは、

時期尚早であり、将来医師が過剰になったとき当然給与は

落ち着くとの意見もありましたが、現在の緊迫した医療経

済と大学医局員の甘えの構造を是正するためにも、一応の

妥当線を出すことは有意義であるとの考えから、別紙のよ

うな標準額を算出しお知らせすることといたしました。

各県では、それぞれの事情に応じて県内病院または大学

関係者と懇談され、病院及び勤務医が共存できるようにご

配慮下されば幸いに存じます。

殿

社団法人全日本病院協

社団…本医療法人協冊圃

］
』
⑤

蕊社団法人日本精神病院協

社団…±㈱㈱露
(五十宵、）



第１表パート医師給与標準額（税込み）

パート医師給与標準額取り扱いについての委員会の見解

1．標準額を大学や業界誌に発表することの是非について検討したが、

各県の!】i情が違うのでかえって混乱を来すおそれがあるということに

なり、各県病院団体または各団体役員に別記のような標準額をお知ら

せし、各県に応じた処理方法を考えて頂くことにした。
２２０００ ２１０００

２３０００ ２２０００

２１０００ ２４０００ ２３０００2．給与額は上限、下限をつくり巾をもたせた。一定額にした場合、公

的病院など現在の支給額より標準額が高くなることもあって、今回の

抑制しようという趣旨に反することになるからである。（第１表）

２２０００ ２５０００ ２４０００

２５２００２６０００

２８０００ ２６４００3．毎年標準額を改正して上限、下限の巾を縮め、将来一定額にするの

が好ましいと思われる。

］
』
『

２３５００ ３００００ ２７６００

２４０００ ３２０００ ２９０００
４－定額採用の県のために別に一定標準額を掲載した。（第１表一Ｂ）

２４５００ ３４０００ ３０４００

10 ２５０００ ３６０００ ３１８００
5．常勤医の年額または月額を定めてほしいとの要望もあったので標準

年額及び某公的病院、某医師会病院の月額を例示して参考とした。

（第２表）

将来は公務員給与に準じたものにすることが望ましいと思われるが、

現在の私的病院の給与は公務員に比し、非常に高額であるので、公務

員給与水準では現実性がない。そのため常勤医標準額は民間給与調査、

または公務員給与等を参考として算定した。

２６０００ ３７５００

２７０００ ３９０００

２８０００ ４００００

３００００ ４５０００

３２０００ ４７０００

賞与が含まれる

卒後年
伜をもった額（Ａ）

下限 上限

－定額（Ｂ）

０

１ 1９，０００ 22,000 ２１，０００

２ 2０．０００ 23.000 22,000

３ ２１，０００ 24,000 23.000

４ 22,000 25,000 24,000

５ 22.000 26.000 2５，２００

６ 23.000 28,000 2６，４００

７ 23,500 30,000 2７，６００

８ 24.000 32,000 29.000

９ 2４．５００ 3４，０００ 3０．４００

1０ 25,000 36,000 ３１，８００

1１ 26,000 37,500

1２ 27,000 39,000

1３ 28,000 40,000

1５ 30,000 45,000

2０ 32,000 4７，０００



第２表常勤医給与額

勤務条件による支給額

1．半日勤務、麻酔医、手術手当、当直、日直手当等については１日パ

ート給与を参考にして各県で算出されたい。

2．夏、冬、期末賞与を取り込んで給与額を算出しているので貸与は別

個に支給しない。

3．給与額は全て税込みである。今後手取りの悪習をなくすよう努力さ

れたい。

】
』
の

４契約時間に遅刻または早退した場合は相当額を支給額から控除する。

5．学会参加のため勤務しなかった場合は手当不支給とする。

6．勤務日が祝祭日に当たって勤務しない時も手当不支給とする。

7．乙欄適用のため、現金支給額が少なくなるが確定申告により調整さ

れる。

8．大学医局より高額の研究費を強制されることが多い。しかも研究費

は事実上、寄付・謝金と見なされ損金にならないことが多い。一方的

な研究費のあり方については検討すべきである。

決って支給

（本給）＋調整十扶養＋賞与

時間外等は別

卒後年
標

月額

準額

ＴｆＦ－ 額

某医師会病院

~j可一額|~扉Ｗ1－
某公的病院

月額 年額

０

１ 416,600 5,000,000 426,200 5,115,000 229,100 2,749,700

２ 458,300 5,500,000 440,500 5,286,500 326,600 3,920,200

３ 500,000 6,000,000 454,800 5,458,000 485,300 5,824,400

４ 583,300 7,000,000 468,900 5,627,800 501,000 6,012,400

５ 666,600 80000,000 482,900 5,795,900 516,700 6,200,000

６ 750,000 9,000,000 496,800 5,962,300 532,200 6,386,600

７ 791,600 9,500,000 510,400 6,125,300 547,500 6,570,900

８ 833,300 10,000,000 521,900 6,262,900 562,700 6,733,500

９ 875,000 10,500,000 532,900 6,395,300 577,500 6,930,500

1０ 916,600 11,000,000 543,800 6,526,100 590,100 7,082,000

1３ 1,000,000 12,000,000 620,700 7,448,700 627,700 7,532,800

1５ 1,083,300 13,000,000 649,500 7,795,100 659,300 7,912,500

2０ 1,166,600 14,000,000 708,300 8,499,700 726,700 8,721,000



派笥［完言全叛民剰受酉UfI己文言丁要誹と害

昭和５９年９月

社団法人全日本病院ＭＩ会

社団法人日本医療法人協会

」
←
①

社団法人日本精神病院協会

社団法人日本病院会

（五十音煩）

病院の安定経営と地域医療の質の確保のため･早急な診療

報酬の改訂を要求する。

区分 点数 H１考

1.診察料

初診料

再診料

往診科

時間外加算

2.投薬料(病院）

調剤基本料

調剤科

処方科

薬品官理科

3.入院時医学官理科

4.入院時経営管理科

5.室料

6.看護科（基準看護

科を含む）

7.給食料

基準給食加算

栄養食事

指導科

医療食加算

8.基準寝具加算

9.救急医療加算

10.医療事務官理科

入院

外采

30%ｱｯﾌﾟ

50%ｱｦﾌﾞ

50%ｱｯﾌﾟ

50%ｱｯﾌﾟ

１ケ月25点

１回１０点

１回２０点

１日２５点

30%ｱｯﾌﾟ

１日２５点

100%ｱｦﾌﾞ

75%ｱｦﾌﾞ

25%ｱﾗﾌﾞ

25%ｱｯﾌﾟ

50%ｱラブ

2点ｱｯﾌﾟ

2点ｱｯﾌﾟ

50点ｱｯﾌﾟ

60点

40点

楓傍科目の専門医師が診療した

場合は各科毎に諸求できること

在宅凍餐重視の恵味

救急医療重視の意味

病院において専門薬剤師のいる

場合、調剤科は保険薬局なみ

新設･薬品の安全管理保管のため

(薬歴管理を含む）

新設･経営管理に伴う費用

サービス･教育費用

診療報酬支払い遅延に伴う

金利等

栄養士による特定疾患の患者に

対する指導

対象範囲の拡大

現場の救急病院への評価

新設

レセプト一枚あたり

〃



３新規要求項目

既設点数項目のアップの他特に診療報酬の合理化とし
て要求する項目は下記のとおり

（１）病院における各科専門医による初診、再診については

各々総合病院であると否とにかかわらず初診科、再
診科を認めろ。

現在は総合病院においてのみ認められているが技術

の重視とともに病院間の不平等による不合理は是正
さるべきである。

（２）病院における薬局は薬jnl師の配置、設備其他調剤薬

局と全く異なるところがない。病院における薬剤に

関する技術科は調剤薬局と同額にすべきである。
（３）薬品管理科の新設

病院においては鷹入された薬剤は安全に管理ざれ保

管されていろ。そのための薬歴管理を含む管理費用

は当然請求されなければならない。

（４）経営管理科

病院は組織的医療サービスを行う有機的機関である。

従来の診療報酬体系は個人としての医師の診療を中

心としたものである。組織的医療サービスとは医師

を主体として多くのパラメディカルスタッフによる

組織的医学管理を含む総合的共同体によって、はじ

めて遂行される。したがって患者に対する入院時医

学官理科は高く評価さるべきであり、その大幅アッ

プは当然なさるべきである。と同時に経営管理科を

新設し審査による診療報酬支払の遅延に伴う金利を

はじめ経営管理にともなう費用、病院における医療

サービスに対する勤務貝その他のサービス教育、そ

の他の管理費用等を保障すべきである。このため経
営管理料の新設を要求する。

（５）医療事務官理科の新設

保険に関する事務費は無料とされているが、複雑膨

解説

１診療綴酬の基本的考え方

昭和４７年１月斉藤厚生大臣が言明したように皆保険下

における診療報酬は国民医療の経営基鍍である。

元来診療報酬は「医療原価・付加価値・労働の対価」か

ら構成さるべきであり医療原価と労働の対価は物価、

人件費の変動に対応するスライド制を導入すべきであ

る。

２診療報酬改訂要求の趣旨

病院、診療所の診療報酬は昭和５３年２月以降今日まで

６年有余の間４回アップし、上昇率の総計は２３．２％であ

る。その間薬価の切り下げは４回に及び計４５．８％切り下

げ等で実質的には据え置きの状態といえる。しかも本

年８月１０日人事院は国家公務員の給与（定昇を除く）の

６．４４％引上げを勧告している。

医療機関特に病院は経営の効率化及び合理化等の各種

の努力を払い、納税の義務も果たして来たが、諸般の

経営指標はすでに限界に達し赤信号を示している。こ

のまま推移すれば私的の病院は経済的崩壊に額する事

は必至である。このように昨今の余りにも短絡的な財

政対策の結果は医療の進歩を阻害し、地域医療体制を

混乱におとしいれ、国民医療そのものを崩壇させよう

としている。

因に昭和５３年より昭和５９年３月に至る間の物価の上昇

は２２．３％（物価レポート８４年経済企画庁物価局篇）で

あり、国家公務員の給与の上昇も約４７％を越えていろ。

このことが統制経済下における病院の安定経営を甚だ

しく圧迫している所以であり緊急に診療報酬改訂を要

求せねばならない理由である。

従って、改訂のポイントは（１）医療の質の確保のための

技術料のアップと（２）病院の経営の安定をはかるため

の病院特有部門のアップの二つであるべきだ。

」
、
○



大化した診療貸諸求等の医療事務にかかる経費をい

つまでも他の部門から捻出する形で放置することは、

経営の安定、健全化を著しく阻害し病院の近代化と

良質な医療の砿保への圧迫となっている。このため

医療事務官理科の新設を要求する。

４．その他の緊急要求

（１）開放型病院の規制及び協同指導科の拡大と紹介科の

設定

各種の規制を緩和して公的病院・医師会病院のみな

らず、一般私的扇院にも門戸を開く事が病診連繋の

引き金となり、相互に紹介する場合の紹介料を点数

化する事により責任あるスムーズな患者の流通が期

待できる。

（２）長期投薬の拡大

現在１カ月まで長期投薬が認められるのは、特定の

疾病に特定の薬品を投与する場合に限られているが

病状が安定固定したと認められる坦合、特に疾病等

による制限を設けずこれを認められたい。

（３）基準看護における比率等の改正。

現行基準看護制度は将来抜本的改革若しくは廃止す

べきものであるがその問の緊急対策として次のよう

に改める。

イ．病院内に於ける適切且つ効率的看護体制

即ち少数精鋭のリーダーの下適当数の有資格者お

よび補助者（助手）を配置した医療看護チームを

拐成する。

即ち我が、国に於ける現在の看護婦・准看護婦の

稼働率等を勘案して、現行の看護婦・准看護婦・

看護助手の比率４：４：２を２８５：３に改める。

ロ．基準看護を病棟単位とする。

以上

￣

(｣~１
￣



私的医療機関に対する事業税の

特例措置の存続について

昭和５９年１０月

標記については，かねてから四病院団体連名でこの制度が維持

存続されるよう関係方面へ強く要望しているところでありますが

来年度の地方税の見直しにからめて，これを改悪しようとする動

きがあります。

現在は事業税にかかる医療法人の扱いは，地方税法第７２条の

２２により特別法人とされ，所得金額が５５０万円以下が６＄，そ

れを超える分は８％と一般法人より軽減された税率となっており

ます。

ところが医恢法人が特別法人からはずされ，一般法人並に扱わ

れることになると，その税率は所得のうち，５５０万円以下が６％，

５５０万円を超え７００万円までの分については９％，７００万円を

超える分は１２％ということでかなりの増税を強いられることにな

ります。

また，医療法人は「地方税法第７２条の１４」，個人については

「地方税法第７２条の１７」によって現行は社会保険診療報酬によ

る所得は非課税となっております。

この非課税措置が撤廃され，かつ医療法人が一般法人並みに扱

われることになると，社会保険診惟分の所得を含む医療法人の総

所得金甑（法人税課税所得金額）について６％～１２％の税率に

よる事業税が課税されることになりかなりの税負担を強いられる

殿

全日本病院協会社団法人」
中
図

曰本医療法人協会社団法人

曰本精神病院協会社団法人

曰本病院会社団法人

(五十音順）



ことになります。

因みに医lilZ磯関に対する事業税が改悪された場合，納税額の面で

新・旧比較してどのような結果になるかを別紙により例示し参考に

供することにいたします。

ついては貴医療機関においても，５８年度の法人税課税所得金額を

基準に別紙計算例にならって特例廃止後の増税額を試算され，廃止

された場合の増税額をご確認のうえ対策を検討される必要があると

思います。

社会保険診療報酬引上が長期にわたって据置かれている現段階で

は事業税の増税は，その分だけ利益の巾の縮小となり，経営の悪化

につながりますので課税阻止連動は，当面強力に展開しなければな

らない緊急課題と存じます。（事業税の特例措置の存続理由は別添

」
、
②

理由書参照）



(別紙）

医療法人に対する事業税の特例措置が廃止された場合の事業税納税額の対比表

〔計算の条件〕

1．特例が廃止とは医療法人の事業税における特別法人扱い（地方税法第７２条の２２）及び社会保険診療報酬に対する非課税借■（同法第７２条の１４）がすべて廃止された拐合をいう。

2．税率は標準税率で計算した。

Ａ
医
法
人

Ｂ
医
法
人」
、
』

Ｃ
医
療
法
人

3．貴法人の計算欄（上記計算例にならって試算して下さい。）

収入の内容
所得金額

(法人税課税所得） 現行の事業税計算額（A） 特例が廃止された場合の事業税：fj酊額（B） 差引増税額(B)－(A）

Ａ
医
療
法
人

社保診療収入1,009,030

社保以外の診療収入１７，２０３

その他附随収入２．４２７

計１．０２８．６６０

千円

千円

千円

千円

…－－……………４２，２６７

８３３

計４３．１００

千円

千円

千円

－－．.……非課税

８３３

計８３３

千円

千円

Ｘ
６

100 ＝４９，９８０

４９．９８０

円

円

3，５００

３，５００

３６．１００

計４３，１００

千円

千円

千円

千円

ｘ

ｘ

Ｘ

６

１００

９

１００

１２

１００

２１０，０００

３１５．０００

＝4,332,000

４８５７．０００

円

円

円

円
４８０７，０２０

円

Ｂ
医
療
法
人

社保診療収入2.027,015

社保以外の診療収入８０`２５９

その他附随収入９３，７２６

計２，２０１，０００

千円

千円

千円

千円

伯｡｡■･￣￣￣￣￣●￣■ＩＣローＣ￣●

280,085壬巴…

７８．５７１

計３５８，６５６

千円

千円

--------非課税

3，５００

７５，０７１

計７８．５７１

千円

千円

千円

Ｘ

Ｘ

６

１００

８

１００

＝210.000

＝６．００５，６８０

6，２１５．６８０

円

円

円

3，５００

3，５０

千円

御
Ｘ

Ｘ

・千円×３５１．６５６．．

計３５８．６５６
千円

６

１００

９

１００

２１０，０００

３１５，０００

鵠＝４２｣98720

４２，７２３`７２０

円

円

円

円
３６，５０８．０４０

円

ｏ
医
療
法
人

社保診療収入４５０，５７０

社保以外の診療収入 ４６．３８５

その他附随収入４，０４５

計５０１．０００

千円

千円

千円
、可＝二．

千円

--------…-－－．４４，３５５

ＤＣ￣￣￣●￣□･●●ＤＣＣ■,●

5，７４５

計５０．１００

千円

千円

千円

…－－－－….非課税

3，５００

２，２４５

計５．７４５

千円

千円

千円

Ｘ

Ｘ

６

１００

８

１００

＝２１０，０００

＝1７９，６００

３８９，６００

円

円

円

3，５００

３，５００
■
●

43,100

計５ｑｌＯＯ

千円

千円

千円

千円

×T:5-210000
×

９
－－

１００￣ ３１５，０００

×猯＝５J72000

5,697,000

円

円

円

円
5，３０７，４００

円

社保診療収入千円

社保以外の診療収入

その他附随収入

計

千円

千円

勺ＤＣ●の｡■■￣･の●の●￣●●￣￣￣□●句□￣ﾆﾆｰｰｰｰ=

千円

千円

ＣＣｃＣＣＣｃ●●￣ＣＤ■●

計

｡￣●･●●●●●･￣￣￣●￣･‐●

千円

千円

__－－…_…__非課税

千円

＿ニーニコ■---●｡＝＝ﾆﾆｰ下｡￣

計

千円

×

×

６ 円

100

－

－

￣●￣￣の｡￣のＣＣＣ￣●●●●■￣●■

８ 円

100

－

－

￣●｡●｡￣●￣●●■‐■■＿･□■

千円円

千円
￣ＣＣＣ￣●ＣＤ￣｡●･●｡￣ﾛ■--,つ￣

千円
Bの￣｡●●Ⅱ■｡一一●●の●●￣■●■●●●

×

×

６円
100

９

１００

一

一

－

－

●￣￣￣￣￣￣￣￣の●￣￣･●･￣ＣＣＣ●●･￣￣

円

●￣●●●￣ｃＣＣ●●￣の｡￣●ＧＣＣ￣￣￣ＣＣｄ

千円×搗三…－－……－
円

計千円

￣

円 円



(別添）

客由理

社会保険診療報酬にかかる事業税の非課税措置

（同法第７２条の１４及び第７２条の１７）

の廃止が提起されております。

社会保険診療制度のあり方にてらしても，これに事業税を課

税することは，制度の趣旨にもそぐわないものと考えます。

又，現行税制のもとにおいて，公的医療機関に比較し，私的

医療機関は税負担という差別を余儀なくされており，更にとれ

以上の税負担の加重を強いられることは，私的医療機関に課せ

られた社会的責務をも，果せない結果になることを懸念するも

のです。

よって医療の公共性，公益的使命と，その中における私的医

療機関の果す役割りを自覚し，誠心努力しているわれわれ医療

機関の実態を卒直に認め，従来の制度が維持存続されるよう，

期待します。

］
⑰
、



昭和５９年月日

昭和６０年度の税制改正項目について、病院四団体の総意により
下記事項について要望いたします。

昭和６０年度税制改正検討項目

社団法人……医］
筐二二割

」
①
⑦

社団法人日本医療法人協

議塗
i三越ツー

社団法人日本精神病院協

社団法人日本病院

(五十音順）

項目 ページ

☆医療用掴器の特別楓却
･適用期限の延長

●

健保法改正等で、近年、医療槻関の経営は厳し
くなっている。本制度の開止や縮減は、それを
さらに悪化させることになる。

取得およびリースの場合における税額控除を認め
ること。

中小企業では、電子機器利用設備について、取
得またはリースの場合にぜいがく控除が認めら
れている。医療用槻器についても、その並びで
艶めるべき。

4６

☆非常勤医師の給与（乙棚適用分）に対する源泉徴収
税率の引下げ

病院の非常勤医師の給与については、源泉徴収
税率が高かすぎ、申告時に多額の還付が生ずる
こととなり、不合理。

5１

☆社会保険診療報酬に係る事業税の非課税摺置の存続
近年、医療槻関の経営は苦しい。特に、健保法
改正を行ったばかりであり、この時期に事業税
課税は不適当。

また、健保法改正の際の党と三節会の覚書でも、
医療槻関の経営の安定化に触れている。

8８
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迫
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療
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去
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％
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．
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．
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図
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．
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６０年１月

に1コI呈三I窃に量廻む･冊会】jET素I弧lIIIa文、~ロフヨ塵j気

囚

礼、法人日本鯛院会

会長賭ＩZ芳夫

膠liWHmlはⅡ、1153年６月以降実13的に据え匠かれ．この1mの物因．人rIYYの上界

により飼院経営は艮旧に固り．通過のlnを】間しているlﾉＭ１であります．

ここに鯛院の経営を安定させ．良Y1な医1Nが狸U(できるよう．次の要点の政81に

ついて．格１mのご配慮をお願いします．

1．入院時医学管理料のアップ．

２．着ＢＨｌＧＩ

１）君田側及び特に塾119着lRm1同のアップ．

２）蔓１１２着囲承駆基I腰をpi柳111位（一m1．老人．小児．１３神．結核の５区）)）、

に区ブル過ＩＤする．

３）皿１丁の看圏蝿．１k着HIIiB・助手の比率を４：４：２の他に新たな型111例え

ば２：３：５をWi段する．

４）より高い着SE函111が蔑双される－部のｉｉｉ陳については２：１の看蘭処IＩＬ（ｌｉ

ｍ）を新設する．

５）、症川傭鯛室は固定しないこと．

％で抑えること．結核．胴Ｉｉｌｌ明陳についても週lⅡする．

］
ロ
の

３．初診１２１．画診、のアップ．

４．手IIiIGI・皿囿料のアップ．

行為の２１易uI･所要時悶．従印する医師散等を勘案して政:ける．

Ｈ１圃科についても同傾．

著しく不合理な手MGIの例示

区〉） 鯵111了為
ｌｍＩ７点故

111表・乙表

足iEHI氷点数

IlU表・乙表
】ｍＩＩｌ剛ＩﾘＩ

202 人工呼吸断の

気宮内ＩIi管ＩＩｉ

6０ )Ii箇手lli刺

ⅢIｎｌＯＯ

呼吸囚即のときに．心瓜・肺の

剛腿をl苛暁さｕるたに．気Ei内

にカテーテルを)Ii入し、Ｈ１素を

U(１Ｍろ治瓜法である．

手技IMIにmRIなＭ３合が多く．現

行の人工呼吸60点にiIi箇手岐科

100点をM1筒できるよう望みに

い ●

2１２ lIiU1のm11p

処固 ,ｌｌｉ
叩 ● 乙

同一点政

手ＩｍＭｌＦ，乙Iril-点数の運爪

であることから．IIi償の０１１回、

園の仰定が111は．乙よりも著し

くLIMさ'している。

IF・乙両方表を同一の運lUに足

正されたい．

377 先天性ｎ週

ＷＭ症手ＩＦ

2.500 14.000

Wi生児を対象とりる食道I】１Ｍ症

は ●

いて

気管と食道が痩状になって

０ MMMⅡ収が不能のため．

形成手11iが必喪となる．手技119

に囚Ｍな阻合が多く．食道癌１町

ｌｌｌｌＩｉ（２）．胸部のもの(14.000

点）狸l血に．手伎１Ｍを是正され

たい ●

212 皮Ｈｉｌｌ剛囿 なし 1２ なし

|篝：
乙表の囲合．処圀範囲が小さい

とき．処囿(１２点）を同定する

と．内11ili諺ＥＩＩ３５点）が、定

できなくなり不合】mである．

是i[されたい．

375 食遡癌llillIⅡ『

(首部のもの】

10,000 150000

胸部のもの(14.000点）１１１部の

t)の(13.000点）とlこして剛Ｉ

な四台が多く．著しく均旧iを失

している．厄i［されたい．



５．故91籾MlliW1のアップ．

６．救急医uiIにて．時IRU外のＸ腕脇彫検査についての崎11M外加、のUiBll．

７．lNlnlImMWBI金

１）薬剤11FのIj〔IIi刺をU】l[に評価すること．

２）入院崎鞭歴管理料のWiBq、

３）旧剤技l剛塾本科及び綱剤刺の適正化……一・保険鋼剤薬局の料金との均衡

を削る．

８．特定}ＭＩＭ料及び1碇材卿・圏材について保険１８１Jの拡大を図る．

特にIIBljtmImll者等の感染予防のためディスＪ１:－１fプル圏材をMjlUした鳴合

の保険点敗化が必要．

９．塁l悩寝風（病衣）の点政引上げ（現I了４点）

〕
の
①

１０．医Imlll食品!１１１陣点敗の引上げ（現１７１４点）



昭和60年１月１８日

このような物価、人件費の上昇に対し、組罰医療を行う病院として

は、当然それに見合う診療報酬の引上げが必要であり、医療のEHの

低下を防ぐためにも、我々四病院団体は全員の統一見解として59年

９月17.0％の引き上げを要求した。

然るに59年12月決定した引上げ幅は医科3.5％であり、これは我々

の要求を殆ど無視したものといってもよい。

田〈ところによれば３月実施予定の診療報酬の具体的内容は、１月

中に決定されるとのことである。限られた上げ幅の中での改訂とは

いえ、地域における医療の砿保のため重点的、効率的な配亙につぎ

唯一の窓口としての資会の賢明な対処を期待すると共に、地域に密

着した病院の窮状と病院医療の特性を御賢察の上、点数配分につぎ

再考されることを重ねてお願いする次第である。

日本医師会

会長羽田春兎殿

社団法人全日本病院協会

社団法人日本医療法人膨会

］
①
○ 社団法人日本精神病院協会

社団法人日本病院会

（五十音順）

診療報酬の改訂に関する要望書

診療報酬は昭和53年２月以降6年有余、実質的に据え置かれている

実態は何人もこれを否定することはできない。その問物価の上界は

22.3％、国家公務員の給与の上昇もまた約47％に及んでいろ。



昭和６０年２月 要望意見をとりまとめましたので、ここに要望いたします。

戻受 記

I地域医療計画について

１．第30条の３関係

（１）地域医療計画において定める事項として、同条第２項及び第３

項に列記されているが、医療を行う機関は病院と診療所である

ので、診療所とりわけ有床診療所について地域医療の実績に基

づく明確な位置付けを行うよう改められたい。

社団法人全日本病院協会

社団法人日本医療法人協会

社団法人日本精神病院協会 (2)第３項第１号において「一般医療を提供する病院、高度又は特

殊な医療を提供する病院及びその他の病院」とに病院を３つのグ

ループに分け、それぞれの整備の目標を定めることとなってい

るが、医療の実情に照らし適切でないと考えられるので機能面

に着目した整備とされるよう次のとおり修正されたい。

（修正案）

前項第２号の厚生省令で定める高度又は特殊な医療を提供する

￣

｡、

￣

社団法人日本病院会

（五十音順）

肩床に関してそのを勘

一一案法正改
見

部
意
一
望

の
要

法
乙

療
す

医
対 病院の扇庫及びその他の病院の

しての整備の目標に関する事項

棟記についてわれわれ四病院団体は、かねてより数次にわたり病院の立囲

から重見具申を行ってきたところでありますが、今般改正法案の各条項に

ついて改めて四病院団体連絡協議会を開催し検討した結果、下記のとおり

(3)第４項において「区域の設定並びに必要病床数に関する擦準は

厚生省令で定める」とあるが、地域事情によるものであり弾力的

運用が図られるよう「指導又は助言｣に改められたい。



(4)第９項において「診顧又は調剤に関する学識経験者の団体の意

見を聴く」とあるが、地域医顔計画における病院の役割に鑑み、

是非とも病院の団体の意見が反映できるよう本項を次のとおり

修正されたい。

（修正案）

都道府県は、医療に関する専門的科学的知見に基づいて医療計

画の案を作成するため、病院･診療所又は薬局に関する学識経験

者の団体の意見を聴くものとする。

防止するため、ここにいう勧告は少なくとも既存病院に対しては、

増床の場合に限るよう次のとおり修正されたい。

(修正案）

都道府県知頚は、医療計画の達成の推進のため特に必要がある場合

の開設増床しようとするには、病院を朋設しようとする者又は

者若しくは管理者に対し、都道府県医療審議会の意見を聴いて病院

の開設、増床に関し必要な事項を勧告することができる。

１１医原法人にかかる規定について

１．今回の改正法案において医療法人の役員の定数及び欠格事由（第４６

条の２）、理事長は原則として医師又は歯科医師であること、理事

長は医療法人を代表すること（第46条の３）等が新たに規定されてい

るが、既存の医療法人についてはこれにかかわらず従前の例による

ことができる旨規定されたい。

なお、現行医療法人制度については昭和61年度をめどに抜本的見直

しを行い、医業関連税制、公的補助、公的融資等の制度を改善又は

創設し経営の安定と率業の永続性を保障するよう国会審議の場にお

ける附帯決議等の具体的措置を諸ぜられたし､。

(5)第10項の都道府県医療審議会の委員構成については、前項と同

様の趣旨により政･省令等において公、私、医顧法人病院の団体

を代表する者を明確に位置付けるよう措置されたい。］
⑦
画

2．第30条の４関係

国は医療計画の作成の手法その他重要な技術的事項については、厚

生大臣の諮問幽関である医療審議会の意見を聴いて都道府県に対し

必要な助言をすることができることとなっているが、ここにいう医

療審謹会についても公、私、医原法人病院の団体を代表する者を委

員構成に位置付けるよう措置を諸ぜられたし､。

２．１人法人制度の法制化に当っては、既存の医療法人のおかれている

条件との均衡を失しないよう慎璽に取り扱われたい。3．第30条の７関係

本条において都道府県知事は、医疫計画達成のため必要がある場合

には、病院の開設者若しくは管理者に対し必要な調項に関し勧告す

ることができる旨定めているが、病院運営の安定化と医療の混乱を

11【その他

今回の改正案のほか、現行医療法規定のうち早急に改正すぺき事項と



して、次の点について所要の捲団を謡ぜられるよう併せて要望する。

1．病院と診旗所(法第１条）について現行の病床数による区分は適当で

ないので､医療体制における機能面に主眼をおいて再検討されたい。

2．総合病院(法第４条)については、抜本的見直しをされたい。

3．医業に関する広告制限(法第69条)については、医療事情の変化並び

に情報化時代に即し、受診者並びに医療機関相互の連携の立場から

これを緩和し、その適正化を図られたし､。

4．診療科名(法第70条)については、医学医術の進歩、医療の専門化、

細分化並びに拡大化に伴いこれに即応した診療体制が求められてい

る現状に鑑み、新たな観点にたって検討されるべきものと考えろ。

〕
⑦
②



顧問・参与

役職名 属 連 絡所 先 竜 ロ

顧"問ＷＴｉ憶瀧fiiifiぞi;j;に|:::Mi聰脱旧宅,に紺

ＤＩＩ|:iliNiHi腱
愛知県名古屋市西区松前町３－４５

" 南区霞町７８（自宅）

東京都港区北青山２－５－８′､ザマビルヂング内

〃世田谷区代田４－１０－１６（自宅）

東京都練馬区中村南３－２４（自宅）

０５２－５５１－６：

０５２－８１１－４（

０３－４７０－６（

０３－３２８－０〔

０３－９９０－９（

｣醤jiI剃iｉ
大阪府大阪市住之江区東加賀屋1-18-18

〃住吉区帝塚山中１－８－９(自宅）

東京都三鷹市下連雀８－３－６

〃杉並区善福寺２－２１－１３（自宅）

三重県津市南新町１７－２２

〃新町１－２－３６(自宅）

東京都千代田区神田駿河台２－５

０６－６８５－０〔

０６－６７３－４］

０４２２－４７－４〔

0３－３９７－２（

０５９２－２７－６ｺ

Ｏ５９２－２８－５Ｉ

０３－２９１－２：

"｜大浜方栄|参議院議員''001東京都千代田区襄塁鴎昌皇屋133号室’03-581丙昌

東京都新宿区戸山町１

〃世田谷区下馬６－４１－７(自宅）

東京都渋谷区神南２－２－１

神奈川県横浜市保土ケ谷区桜ケ丘１８８
（自宅）

東京都中央区明石町１０－１

〃板橋区志村１－３４－７－１００４（自宅）

東京都渋谷区神宮前５－８－２し)i溌訓Ⅲ
０３－２０３－５〔

０３－４１８－５〔

０３－４６５－１］

０４５－３３１－２〔

０３－５４１－５】

０３－９６９－７〔

０３－４００－８〔

〃ｌ平岡栄一｜(初日本病院薬剤師会会長’１５０１東京都渋谷区渋谷２－１２－１５薬学会館’０３－４０６－０４

－１６４－



し
７
』 貝

職名 病院名 所在地 電話

長|千葉県|諸…|国保旭中央病院鴫
旭市イの１３２６

旭市イの１８６３

東京都目黒区中目黒１－１－１７
恵比寿苑２１１

南佐久郡臼田町大字臼田１９７

南佐久郡臼田町大字臼田２２１１－２

品川区北品川１－２３－１９

渋谷区南平台4-8アシ，ｱﾏﾝｼﾖﾝ207

枚方市中宮東之町１２－１４

枚方市大垣内町１－３－３７

秋田市中通１－４－３６

秋田市高陽青柳町１４－２

士浦市真鍋新町１１－７

束京都新宿区中落合３－２９－６

水戸市双葉台３－３

水戸市見和２－２５－１０

蕨市北町２－１２－１８

東京都杉並区南荻窪１－７－１１

八千代市八千代台北６－７

八千代市八千代台北１１－２０－３

束京都葛飾区金町３－４－５

干葉県松戸市中矢切４８８－２８

横浜市港北区菊名７－１－１l

横浜市港北区菊名７－１－１１

富山市五福１１３０

富山市五福２５７６－８

浜松市住吉２－１２－１２

浜松市和合町１５４

久居市新町１０２２

津市渋見町７７０－３５

京都市伏見区京町９－５０

京都市伏見区京町９－３６

大阪市天王寺区筆ケ崎町５－５３

大阪市住吉区帝塚山中２－８－１５

大阪市城東区東中浜１－３－１７

兵庫県芦屋市三条町２３－５

高知市桜井町２－７－３３

高知市愛宕山南町４－３７

福岡市中央区天神１－３－４６

福岡市博多区中洲５－１－１９

福岡市中央区薬院４－６－９

福岡市中央区薬院４－５－９

289-25

289-25

１５３

04796-3-8111

04796-2-0368

08-711-6604

》埖蝿舵》舵嚥醜》舵》舵州臨》舵》醜、舵副舵辨舵国舵鍛舵赤舵認舵孵眈強舵人醜
医
日
医
都
済
個

院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院

》佃》（甸仔》》日冊挿》》燕》蔀剖》冊
十
中
剛
南

佐
北
有
秋
士
水
蕨
八
一
局
港
西
総
国
岡
大
大
高
済
福

一
稔
蔵
夫
真
喜
亘
輔
螢
彌
郎
作
通
一
皎
学
二
武
文

俊
源
吉

清
憲

一
正
耕

隆
慶
呂
博

月
野
澤
本
内
野
谷
木
山
野
能
山
崎
本
杉
道
藤
屋
山

本
若
河
有
竹
登
丹
池
鈴
高
平
西
中
岡
岡
二
大
近
土
菱

県
都
府
県
県
県
県
県
都
県
県
県
県
府
府
府
県
県
県

野
京
阪
田
城
城
玉
葉
京
劇
山
岡
重
都
阪
阪
知
岡
岡

長
東
大
秋
茨
茨
埼
千
東
神
富
静
一
一
一
京
大
大
高
福
福

長
事

会
〃
〃
〃
腿
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

384-03

384-03

１４０

１５０

５７３

５７３

０１０

０１０

３００

１６１

３１０

３１０

３３５

１６７

２７６

２７６

１２５

２７１

２２２

２２２

９３０

９３０

４３０

433

514-11

５１４

６１２

６１２

５４３

５５８

５３６

６５９

７８０

７８０

８１０

８１０

８１０

８１０

02678-2-3131

02678-2-2045

03-474-0023

03-463-2455

072ト47-2606

0720-43-8360

0188-34-3361

0188-24-4484

0298-23-3111

03-951-1982

0292-54-5151

0292-53-0666

0484-32-2277

03-332-0112

0474-83-1555

0474-82-4732

03-607-3260

0473-62-0655

045-421-8944

045-421-8946

0764-41-2481

0764-32-3207

0534-74-2222

0534-73-8737

05925-5-3120

0592-25-4030

075-611-1114

075-611-9181

06-771-5131

06-671-2306

06-967-7111

0797-34-0126

0888-82-1211

0888-75-4220

092-771-8151

092-291-1253

092-531-7031

092-531-5775

－１６５－



理事

病院名役職名 所在地 電記

赤
宅
県
宅
村
宅
村
宅
連
宅
人
宅
赤
宅
人
宅
人
宅
人
宅
連
宅
人
宅
人
宅
村
宅
人
宅
村
宅
県
宅

自
府
自
町
自
町
自
生
自
雛
目
自
雛
自
雛
自
雛
自
生
自
雛
目
自
町
自
離
自
町
自
府
自

日
都
市
市
厚
公
日
公
医
医
厚
医
個
市
医
市
都

院
院
館
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院
院

啼荘蹄》》》昨辨辨『》》沸副孵咄冊
病
病
生
病
病
病
病
病

旭
岩
山
い
白
総
小
聖
．
織
日
相
大
篠
富
許
昭
岐

郎
彦
男
也
一
助
長
郎
慶
雄
郎
肇
功
二
陸
郎
太

太
之

一
彌

勝
保
静
正
良
源
重
篤
正
邦
昭

礼
源
善

上
子
藤
内
藤
坂
地
本
瀬
井
野
崎
田
山
口
橋

辺
水
金
安
竹
遠
星
井
野
織
深
石
小
篠
石
許
小
高

道
県
県
県
県
県
県
都
都
都
県
県
県
県
県
県
県

侮
手
形
島
島
島
玉
京
京
京
菊
劇
菊
山
梨
野
阜

北
岩
山
福
福
福
埼
東
東
東
神
神
神
富
山
長
岐

事

〃
〃
〃
〃
〃

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

理

旭川市曙１条１丁目

旭川市神居４条４丁目

盛岡市本町通１－１－１

盛岡市天神町１３－２O

山形市七日町１－３－２６

山形市あこや町２－１４－１

いわき市常磐上陽長谷町上ノ台２

いわき市常磐湯本町栄田７１

白河市横町１１４

白河市昭和町２４９－３

会津若松市一箕町大字鶴賀字

船ケ森東１８１－１

会津若松市日新町６－１７

比企郡小川町小川１５２５

東松山市大字高坂１３９１－１

中央区明石町１０－１

北区田端５－５－２

情瀬市旭が丘１－２６l

練馬区東大泉３－３８－１０

千代田区内幸町１－３－２

目黒区上目黒３－３１－５

相模原市橋本２－８－１８

相模原市相武台２－２－１８

横浜市神奈川区入江２－１９－１

横浜市中区石川町２－７８

横浜市保土ケ谷区上星川町391

横浜市保土ケ谷区上尾Ⅱ|町391

富山市今泉２９２

富山市高屋敷855-4

甲府市中央１－１２－６

甲府市中央１－１２－６

駒ケ根市赤穂３２３O

駒ケ根市赤穂４１４５

岐阜市野一色４－６－１

岐阜市光明町３－３－２

松本アイリス４１４号

岐阜市一番町１

岐阜市一番町１

静岡市追手町８－２

静岡市大岩本町５－１７

静岡市北安東４－２７－１

静岡市緑町８－４

瀬戸市西追分町１６０

瀬戸市南山町３－３８

名古屋市中区栄１－３０－１

名古屋市東区泉１－１７－３

第２オレンジビル８Ｆ－Ａ

０７０

０７０

０２０

０２０

９９０

９９０

９７２

９７２

９６１

９６１

９６５

0166-22-8：

0166-62で〔

0196-5＄1］

0196-24-41

0236-22-51

0236-31-2〔

0246-43-4

0246-42-2（

O2462-2-22
02482-2-1（

0242-25-1（

0242-27-9（

0493-72-2〔

0493-34-5：

03-541-5：

03-821毛〔

0424-91-2：

08-922-12

03-502-7Z

O3-713-22

0427-72-42

0462-51-6（

045-401-2‘

045-641-4〔

045-401-0（

045-371-0（

0764-22-1］

0764-21-0〔

0552-33-5］

0552-33-5］

02658-2-2］

O2658-3-87

0582-45-3］

0582-53-62

９６５

３５５－０３

３５５

１０４

１１４

２０４

１７７

１００

１５３

２２９

２２９

２２１

２３１

２４０

240

930-11

930-11

４００

400

399-41

399-41

５００

５００

llll1il蕊巴

０
０
０
０
０
０
９
９
０
１

０
０
２
２
２
２
８
８
６
６

５
５
４
４
４
４
４
４
４
４

Ｈ
Ｈ
鞭
捌
刊
巡
刊
刑
飛
刊

柵
術
刊
鍜
珊
瑚
捌
刊
皿
捌

２
２
２
２
２
２
１
１
一
一

８
８
４
４
４
４
６
６
２
２

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

－１６６－



経営主体

竺二}巽署}二
病院名 所在地 電話

田元次｜名古屋被済会病院

iiliiiTililli
名古屋市中川区松年町４－６６

名古屋市昭和区御器所3-3-12

大阪市北区芝田２－１０－３９

吹田市古江台１－２０－１O

吹田市津雲台１－１－，６

大阪市阿倍野区北畠３－９－１１

大阪市大淀区天神橋７－５－２６

西宮市霞町４－１７

神戸市長田区一番町２－４

神戸市東灘区本山北町
４－７－５９－１３０６

加古川市米田町平津５９６

加古川市米田町平津６２９

尼崎市杭瀬大崩l

伊丹市鈴原町７－４９－２

神戸市兵庫区荒田町１－９－１９

神戸市兵庫区荒田町１－１１－１

御所市池之内１０６４

御所市大字柏原１６０４

和歌山市友田町２－２８

和歌山市新内２１７

和歌山市塩屋６－２－７０

海南市日方１１８８

松江市母衣町２００

松江市灘町４０－１

岡山市丸の内２－１－１０

岡山市北方３－７－４１－１

山□市八幡馬場５３－１

山ロ市後河原３３

高知市入明町１－５

高知市大川筋２－７－３

福岡市南区大楠３－１－１

福岡市南区筑紫丘２－１８－２６

長崎市籠町７－１８

長崎市平野町２１－９

熊本市段山本町４－３８

熊本市水前寺公園２７－１

４
４
０
５
５
５
１
２
３
８

５
５
３
６
６
４
３
６
５
５

４
４
５
５
５
５
５
６
６
６

052-652-7711

052-881-0306

06-372-0333

06-872-0810

06-871-0121

05661-3877

06-351-5381

0798-36-6000

078－576-5251

078-452-7963

〃｜大阪府｜豊島正忠

〃ｌ大阪府｜吉岡観八

〃｜大阪府｜加納繁美

〃｜兵庫県｜安東三郎

三
〃｜兵庫県｜平野明 0794-31-0234

0794-32-3549

06-488-1851

0727-81-1785

078-521-1222

078-531-3849

07456-2-2058

07456F2屯765

0734-31-0351

0734-22－5138

0734-44-1600

07348-2-8035

0852-24-2111

0852-21-3250

0862-25-1921

0862-22-2084

0839-23-0111

0839－22-0270

0888-22-5155

0888-25-2626

092-521-1211

092-541-4401

0958-21-1214

0958-44-1984

0963-54丁9163

0963-84-0192

５
５
０
４
２
２
皿
呪
０
０
１
２
０
０
０
０
３
３
０
０
５
５
０
２
０
２

７
７
６
６
５
５
少
少
４
４
４
４
９
９
０
０
５
５
８
８
１
１
５
５
６
６

６
６
６
６
６
６
岡
田
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８

〃｜兵庫県｜北村行彦

〃ｌ兵庫県｜小原知次郎

〃｜奈良県｜南 溢

〃｜和歌山県｜中村了生

〃｜和歌山県｜遠藤香苗

〃｜島根県｜石倉幌

〃｜岡山県｜榊原宏

〃｜山口県｜吉冨正

〃｜高知県｜岡村一雄

〃｜福岡県｜鍬塚登喜郎

〃｜長崎県｜岩永光治

" ｜熊本県’三浦義

騨靴麓
川崎市川崎区駅前本町３－１

.逗子市小坪４－８４５－１５清風庵

西茨城郡友部町鯉渕６５２８

水戸市河和田東原１４９－１

044-244-0131

0468-73-3662

02967-7-1121

0292-52-6865

事｜神奈川県Ｉ太田清 ２１０

249

309-17

311-41

''ｌ茨城県｜戸川潔

蓑に:l:窟
長浜市宮前町１４－７

長浜市八幡東町大字下牛丸別018臓錫型長浜赤十字病院|･自奎|雛
新宿区西落合１－２７－１O

豊島区駒込１－１３－１６ﾛ#/iﾀﾙflp㈱全
03-951-9116

03-945-6068

１６１

１７０

－１６７－



代議貝

‐.【-F■＝ 病院名 所在地 電口【役職名

０５７

０６２

０３４

０３７

０２４

０２０

９８０

９８２

０１１

０１０

９９３

９９０

９６９

９６０

３０９

３１０

３１１

３２４

３２９

３７１

３７０

３６６

３５６

２８９

２８０

１８０

１４０

１０２

１６１

１２５

１１４

１６６

２１０

２２９

２３８

２２３

９５９

９５０

９３０

９３９JLljl
浦河郡浦河町東町２３０

札幌市白石区平和通３丁目
北２－３

＋和田市西１２番町１４－８

五所川原市字一ツ谷１６０

北上市花園町１－６－８

盛岡市肴町２－２８

仙台市清水小路３－l

仙台市八木山本町２－４３－３

秋田市土崎港中央４－５－１４

秋田市南通みその町３－１５

長井市宮３７８

山形市桜町２－６８

伊達郡国見町大字塚野目字
三本木１４

福島市北町１－４０

西茨城郡岩瀬町大字鍬田６０４

水戸市宮町３－２－７

東茨城郡大洗町大言町９１５

大田原市住吉町２－７－３

河内郡南河内町大字薬師寺
３３１１－１

前橋市朝日町３－２１－３６

高崎市上佐野町７８６－７

深谷市大字上野台８５６－１

上福岡市上福岡１－１４－７

香取郡小見川町南原地新田４３８

干葉市長Ｎ１２－２１－８

武蔵野市境南町１－２６－１

品川区東大井５－８－１２

千代田区九段南２－１－３９

新宿区西落合１－２７－１０

葛飾区東金町４－２－１０

北区中里１－５－６

杉並区和田１－４０－５

)||崎市)||崎区新川通１２－l

相模原市淵野辺３－２－８

横須賀市小矢部２－２３－l

横浜市港北区日吉本町ｌ９６６

北蒲原郡水原町岡山町１３－２３

新潟市西有明町１－２７

富山市西長江２２０

高岡市戸手町３－１５－１１

也
潔
政
雄
宏
巌
男
浩
夫
士
一
男
尚
光
夫
樹
孝
郎
一
洋
学
夫
一
之
英
久
臣
三
博
朗
夫
郎
平
章
敬
春
郎
卓
亨
弘

章
自

与

達
保
登

三
照
泰
浩
秀

正
和
茂
達
清

紹
寿
厘
正
直
貞
三

益
嘉
太
一

正
一

01462-2-51

011-861-81

01762-3-51

0173-34-33

0197-64-77

0196-23-13

0222-66-71

0222－43-11

0188-45-01

0188-33-11

02388-4-21

0236-23-17

024585-21

0245-22-91

02967-5－31

0292-31-23

02926-7-21

02872-3-11

0285-44－21

0272-24-45

0273-47-11

0485-71-15

0492-62-31

04788-2－31

0472-27-83

0422-32-31

03-474-27

03-262-91

03-951-91

03-607-00

03-821-64

03-381721

044-233-55

0427-54-22

0468-52-11（

044毛3-73'

０2506-2-27

0252-67-12

0764-24-15

0766-63-11

嘉
野
末
中
倉
栃
丹
女
峯
瀬
高
篠
本
渡

北海道

北海道

青森県

青森県

岩手県

岩手県

宮城県

宮城県

秋田県

秋田県

山形県

山形県

福島県

福島県

茨城県

茨城県

茨城県

栃木県

栃木県

群馬県

群馬県

埼玉県

埼玉県

千葉県

千葉県

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

東京都

神奈川県

神奈川県

神奈川県

神奈川県

新潟県

新潟県

富山県

富山県

Ｐ
田
武
村
光
内
野
川
木
戸
橋
田
宿
辺
宅

代議員

"

"

"

"

"

"

′’

''

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

林
会
斉
松
長
山
高
井
小
柏
丹
川
中
河
野
金
長
藤
土
山
熊
寺
青
吉
高

沢
藤
本

崎
木
上
林
戸
羽
瀬
川
丼
村
地
崎
森
屋
本
田
田
池
崎
木

－１６８－





経営主体病院名 所在地 電

名
員

職
議
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

役
代

JlillJJl
鳥取市江津730

倉吉市瀬崎町２７１４－１

出雲市今市町１１６

松江市雑賀本町８２

岡山市丸の内１－６－２０

津山市二階町６７

新見市新見８２７－l

広島市中区基町７－３３

広島市南区宇品町２６－１９

下関市上新地町３－３－８

防府市三田尻１－１－２４

億島市中通町１－２９

高松市天神前４－１８

坂出市室町３－５－２８

松山市文京町１

松山市大手町２－６－５

高知市丸ノ内１－７－４５

高知市上町３－２－６

福岡市中央区舞鶴３－５－２７

福岡市東区香椎３－３－l

久留米市津福本町４２２

福岡市中央区平尾２－１３－２４

佐賀市水ケ江１－１２－９

佐賀市田代２－７－２４

長崎市茂里町３－１５

長崎市深堀町１－１１－５４

熊本市長嶺町２２５５－２０９

熊本市島崎２－２２－１５

大分市千代町３－２－３７

延岡市新小路２－１－１０

鹿児島市加治屋町２０－１７

那覇市古波蔵１１３

0857-26-2

08582-2-（

0853-22-5

0852-25-2

0862-22-8

08682-2-6

08677-2-2

082-221-2

0822-55-3’

0832-31-5

0835-22-2

0886-26-3

0878－6１－３

08774-6-1

0899-24-1

0899-43-1

0888-22-6

0888-22-71

092－721-0（

092-662-1

0942-35-3

092-521-0

0952-24-2

0952-24-5

0958-26-41

0958-71－11

0963-84-2

0963-54-1’

0975-32-6

0982-32-6

0992-24－2

0988-53-3

鳥取県

鳥取県

島根県

島根県

岡山県

岡山県

岡山県

広島県

広島県

山口県

山口県

徳島県

香川県

香川県

愛媛県

愛媛県

高知県

高知県

福岡県

福岡県

福岡県

福岡県

佐賀県

佐賀県

長崎県

長崎県

熊本県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

宮
島
浦
本
本
本
田
木
田
村
田
西
尾
原
屋
田
本
中
働
手
川
丸
口
田
井
金
澤
村
渡
原
嘉

々
一
局

岩
野
杉
森
秋
宮
木
佐
岡
西
村
中
妹
藤
士
宮
山
田
兵
原
井
吉
鶴
山
藤
福
松
金
岡
船
上
比

緑
助
苣
紀
二
郎
一
一
一
郎
二
一
郎
修
夫
和
敏
熈
芳
正
夫
彦
郎
陽
長
之
利
順
暢
一
雄
護
美
實

之
子

太
鉄
純
正
若
祥
恵
甲
泰
静
寿

利
憲
定
信
彰
稔
貞
安
一
東
廣
弾
長

秀
幸
幹
勝

６８０

６８２

６９３

６９０

７００

７０８

７１８

７３０

７３４

７５０

７４７

７７０

７６０

７６２

７９０

７９０

７８０

７８０

８１０

８１３

８３０

８１０

８４０

８４０

８５２

８５１

８６２

８６０

８７０

８８２

８９２

９００

－１７０－



鞭曰本病院会委員会委員名簿
1．医療制度委員会

丹野清喜委員長

小野肇副委員長

小西宏副委員長

左奈田幸夫委員

井上昌彦委員

尾崎恭輔委員

大野松次委員

佐分利輝彦委員

紀伊国献三委員

行天良雄委員

荒井蝶子委員

大森文子委員

原俊夫委員

水戸済生会病院

大口東総合病院

済生会神奈川県支部

病院システム開発研究所

北里大学

東海大学

京浜総合病院

厚生省病院管理研究所

筑波大学

曰本放送協会

聖路加看護大学

曰本看護協会

公立昭和病院

茨城県

神奈川県

神奈川県

東京都

東京都

O292-54-5151

045-401-2411

045-662-4721

03-328-0830

03-444-6161

0463-93-1121

044-777-3251

03-203-5327

0298-53-2111

03-465-1111

03-543-6391

03-400-8331

0424-61-0052

神奈川県

都
都
県
都
都
都
都

京
京
城
京
京
京
京

東
東
茨
東
東
東
東

2．病院管理運営委員会

若月俊一委員長

岡本隆一副委員長

大道学委員

士屋呂武委員

菱山博文委員

小原知次郎委員

寺田一郎委員

野辺地篤郎委員

佐久総合病院

岡本病院

大道病院

済生会福岡総合病院

福岡城南病院

小原病院

水原郷病院

聖路加国際病院

県
府
府
県
県
県
県
都

野
都
阪
岡
岡
庫
潟
京

長
京
大
福
福
兵
新
東

02678-2-3131

075-611-1114

06-962-9621

092-771-8151

092-531-7031

078-521-1222

02506-2-2780

03－５４１－５１５１

①統計調査部会

大道学部会長

三宅浩之委員

大道病院

関東逓信病院

一１７１－

大阪府

東京都

06-962-9621

03-448-6537



病 大阪府

宮城県

和歌山県

東京都

牧安孝委員

関田康慶委員

遠藤香苗委員

飯田信吾委員

牧 院 06-953-0120

0222-74-1111

0734-44-1600

03-474-5861

東北大学

和歌浦中央病院

北品川総合病院

②医療事故対策部会

菱山博文部会長

藤森暢路委員

勝守昭雄委員

遠藤良一委員

ボ日田健二委員

前田マスヨ委員

岡城南病院

森病院

福岡県

兵庫県

東京都

福島県

東京都

神奈川県

福
藤
北
白
関
東

092-531-7031

0792-24-1357

03-474-5861

02482-2-2211

03-803-5151

0463-93-1121

品川総合病院

河厚生総合病院

川総合病院

海大学病院

③防災対策部会

小原知次郎部会長

上林三郎委員

倉持一雄委員

松井永二委員

入山和太次委員

渕沢みさえ委員

植田義雄（協力委員）

小原病院

聖路加国際病院

自治医科大学

大垣市民病院

武蔵野赤十字病院

牧田総合病院

恵寿総合病院

兵庫県

東京都

栃木県

岐阜県

東京都

東京都

石川県

078-521-1222

03-541-5151

02854-4-2111

0584-81-3341

0422-32-3111

03-762-4671

07675-2-3211

④労務・福利厚生・物品部会

岡本隆一部会長

加納繁美副部会長

中野進委員

本宿尚委員

星源之助委員

石橋秀雄委員

岡本病院

総合加納病院

京都四条病院

公立藤田総合病院

総合会津中央病院

府
府
府
県
県
都

都
阪
都
島
島
京

京
大
京
福
福
東

０７５－６１１－１１１４

０６－３５１－５３８１

０７５-361-5471

024585-2121

0242-25-1515

03-759-8885目蒲病院

－１７２－



石山稔委

緒方廣市委

聖路加国際病院

武蔵野赤十字病院

東京都

東京都

員 03-541-5151

0422-32-3111員

3.勤務医対策部会

土屋呂武

長
員
員
員
員

〈室部
委
委
委
委

済生会福岡総合病院

聖路加国際病院

神戸市立西市民病院

榊原十全病院

相模原協同病院

福岡赤十字病院

聖路加国際病院

福岡県 092-771-8151

03-541-5151

078-576-5251

0862-25-1921

0427-72-4291

092-521-1211

03-541-5151

野辺地篤郎

安東三郎

榊原宏

石井昭郎

鍬塚登喜郎

牧野永城

東
兵
岡

京

都
県
県

庫
山

神奈川県

委
委

ロ
貝
巨
貝

福岡県

東京都

4．教育委員

竹本吉夫

会

秋田赤十字病院

士浦協同病院

曰本大学

順天堂医院

目蒲病院

名古屋披済会病院

中村病院

関東逓信病院

曰本看護協会

聖路加国際病院

全国自治体病院協議会

県
県
都
都
都
県

田
城
京
京
京
知

秋
茨
東
東
東
愛

委員長

副委員長

委員

委員

0188-34-3361

0298-23-3111

03-972-8111

03--813-3111

03-759-8885

052-652-7711

073431-0351

03-448-6537

03-400-8331

03-541-5151

03-261-8555

03-583-6871

登内 真

三宅史郎

川北祐幸

石橋秀雄

太田元次

中村了生

三宅浩之

井上幸子

内田卿子

米田啓二

黒田幸男

委 員

委
委
委
委
委
委

一

貝

和歌山県
ロ

貝

都
都
都
都
都

一
泉
一
足
一
泉
一
足
一
足

東
東
東
東
東

員

員

ロ
貝
□
貝

虎の門病院委 員

－１７３－



信教育委員会

高橋政頑委員長杏林大学医学部

竹村喬副委員長ｉ礫!i謹蛤医療ｾﾝﾀｰ
犬塚貞光委員福岡大学病院

大町文子委員元日本バプテスト病院

落合勝一郎委員東京文化学園

笠井良一委員元日本バプテスト病院

栗田静枝委員元聖路加国際病院

酒井隆子委員京都市立病院

一条勝夫委員自治医科大学

5．通信

都
府
県
府
都
府
都
府
県

京
阪
岡
都
京
都
京
都
木

東
大
福
京
東
京
東
京
栃

0422-47-5511

0725-56-1220

092-801-1011

（自宅）

075-701-8016

03-381-0196

（自宅）

075-451-7035

（自宅）

03-402-5613

075-311-5311

02854-4-2111

退院時疾病統計の書式標準化検討委員会

高橋政旗委員長杏林大学医学部

一条勝夫委員自治医科大学

石塚隆男委員屋=≦j青琴乙ｽﾀﾃ全
小野丞二委員東邦大学医学部

財津晃委員長浜赤十字病院

イ中村英一委員厚生省統計情報部

京
木
京
京
賀
京

東
栃
東
東
滋
東

都
県
都
都
県
都

0422-47-5511

02854-4-2111

03－586-6321

03-762-4151

07496-3-２１１１

０３－２６０－３１８１

6．医療経済委員会

有澤源蔵委員長

鈴木憲鋪副委員長

岡山義雄委員

深瀬邦雄委員

岩井宏方委員

余語栄三委員

有澤総合病院

八千代中央病院

岡山病院

曰比谷病院

岩井総合病院

余語病院

大阪府

千葉県

愛知県

東京都

東京都

愛知県

0720-47-2606

0474-83-1555

052-221-1851

03-502-7231

０３－６５８－２１１１

052-851-6255

－１７４－



酒泉春雄

薗部雅一

伊藤寛

石井孝宜

委
委
委
委

員河北総合病院

員兵庫医科大学

員伊藤会計事務所

員森会計共同事務所

03-339-2121

0798-45-6500

052-541-0166

03-230-3808

都
県
県
都

京
庫
知
京

東
兵
愛
東

○＝日中友好部会□＝倫理部会７．国際委員 会

□吉岡観八

□紀伊国献三

□高橋勝三

関武矩

久保文苗

三宅浩之

高橋政頑

□波多野誠

国重信彦

□左奈田幸夫

遠山象

長澤泰

○有澤源蔵

○大田元次

○熊田正春

新千里病院

筑波大学

武蔵野赤十字病院

聖路加国際病院

委員長

副委員長

委員

委員

府
県
都
都
都
都
都
都
都
都
県
都
府
県
県

阪
城
京
京
京
京
京
京
京
京
重
京
阪
知
劇

大
茨
東
東
東
東
東
東
東
東
一
一
一
東
大
愛
神

06-871-0121

0298-53-2111

0422-３２－３１１１

０３－５４１－５１５１

０３-406-1811

03-448-6537

0422-47-5511

03-262-9191

03-383-1281

03-328-0830

0592-275171

03-203-5327

0720-47-2606

052-652-77111

044-63-7373

日本医薬情報センター員

委
委
委
委
委
委
委
委
委
委
委

関東逓信病院

杏林大学

九段坂病院

佼成病院

病院システム開発研究所

遠山病院

厚生省病院管理研究所

有澤総合病院

名古屋披済会病院

曰吉病院

員

員

員

員

員

一

貝

員

員

員

員

8．臨床予防医学委員会

二本杉皎委員長

鈴木豊明副委員長

藤間弘行副委員長

安藤幸夫委員

大阪赤十字病院

東京警察病院

藤間病院

聖路加国際病院

阪
京
玉
京

大
東
埼
東

府
都
県
都

06-771-5131

03-263-1371

0485-22-0600

03-541-5151

－１７５－



都
県
県
府
県
都
都
県
都
県
府
都
府
県

京
岡
劇
都
森
京
京
知
京
城
阪
京
阪
庫

東
福
神
京
一
同
東
東
愛
東
宮
大
東
大
兵

東芝中央病院

国立久留米病院

曰本鋼管病院

京都第二赤十字病院

青森県立中央病院

三井記念病院

牧田総合病院

愛知県総合保健センター

東京都済生会中央病院

｛山台市立病院

大阪赤十字病院

聖路加看護大学

ＰＬ病院

飯田晶委員

宇津典彦委員

大川曰出夫委員

小関忠尚委員

金澤鉄男委員

清瀬闇委員

笹森典雄委員

高橋春雄委員

田中岡リニ委員

丹野三男委員

寺田由紀夫委員

日野原重明委員

松岡研委員

三木徹委員

03-764-0511

0942-21-4571

044-333－5591

075-231-5171

0177-26-8302

03-862-9111

03-762-4671

052-962-5371

03-451-8211

0222-66-7111

06－771-5131

03-543-6391

07212-4-3100

078-642-1031丸山病院

9．社会保険委員会

北村行彦委員長

近藤慶二副委員長

篠崎功委員

元原利武委員

牧安孝委員

高橋政夫委員

小笠原道夫委員

一条勝夫委員

中橋彌光委員

三上晃委員

優生病院

高知県立中央病院

篠崎病院

明舞中央病院

牧病院

曰本赤十字社

河北総合病院

自治医科大学

西陣病院

三井言己念病院

兵庫県

高知県

O6-488-1851

0888-82-1211

045-371-0038

078-917-2020

06-953-0120

０３－４３８－１３１１

03-339-2121

02854-4-2111

神奈川県

県
府
都
都
県
府
都

庫
阪
京
京
木
都
京

兵
大
東
東
栃
京
東 075-461-8800

(和泉クリニック）
O3-866-8432

－１７６－



10.組織委員

岡山義雄

池谷曰

財津晃

小野肇

加納繁美

榊原宏

岩永光治

深瀬邦雄

北村行彦

星源之助

高山螢

篠崎功

平野明

会

委員長

委員

岡山病院

蕨市立病院

長浜赤十字病院

大口東総合病院

絵合加納病院

心臓病センター榊原病院

十善会病院

日比谷病院

優生病院

総合会津中央病院

高山整形外科病院

篠崎病院

共立会病院

愛知県

埼玉県

滋賀県

神奈川県

大阪府

岡山県

長崎県

東京都

兵庫県

福島県

東京都

神奈川県

兵庫県

052-221-1851

0484-32-2277

07496-3-2111

045-401-3861

06-351-5381

0862-25-1921

0958-21-1214

03－502-7231

06-488-1851

0242-25-1515

03-607-3260

045-371-0038

0794-31-0234

委 員

員
員
員
員
員

委
委
委
委
委

員

委
委
委
委
委

一

貝

員

員

一

貝

11．学術委員

岡崎通

中山耕作

北原哲夫

一条勝夫

高橋政頑

三宅史郎

三宅浩之

山本修

鎌田利雄

渡辺進

会

重県国立津病院

聖隷浜松病院

元東京逓信病院

自治医科大学

杏林大学

日本大学

関東逓信病院

都立看護専門学校

北品川総合病院

成田赤十字病院

長
長
員
員
員
員
員

員
類
委
副
委
委
委
委
委

05925-5-3120

県
都
県
都
都
都
都
都
県

岡
京
木
京
京
京
京
京
葉

静
東
栃
東
東
東
東
東
千

O534-74-2222

（自宅）

03-328-5610

02854-4-2111

0422-47-5511

03-972-8111

O3-448-6537

（自宅）

03-941-9321

03-474-7730

員委

委員

相談役 0476-22-2311

－１７７－



①学術図書企画委員会

中山耕作委員長

一条勝夫副委員長

聖隷浜松病院

自治医科大学

静岡県

栃木県

0534-74-2222

02854-4-2111

②雑誌編集委員会

北原哲夫委員長

一条勝夫副委員長

(自宅）

03-328-5610元東京逓信病院

自治医科大学

東京都

栃木県 O2854-4-2111

12．広報委員

高山螢

西能正一郎

岸口 繁

平野井直英

浅見信子

宇井美代子

木村千枝子

後藤清

平和夫

三上晃

三竹年世子

行天良雄

会

長
長
員
員
員
員

員
類
委
副
委
委
委
委

高山整形外科病院

西能病院

府中病院

東芝中央病院

蒲田総合病院

聖路加国際病院

東京日立病院

駿河台日本大学病院

東京都済生会中央病院

三井記念病院

杏林大学医学部附属病院

曰本放送協会

東京都 03-607-3260

0764-41-2481

0725-41－1646

03-764-0511

03-738-8221

03－５４１－５１５１

０３－８３１－２１８１

０３－２９３-1711

03-451-8211

（和泉クリニック）

03-866-8432

0422-47-5511

県
府
都
都
都
都
都
都
都
都
都

山
阪
京
京
京
京
京
京
京
京
京

富
大
東
東
東
東
東
東
東
東
東

員

委
委
委
委
委
参

員

員

一

貝

員

与 ０３－４６５１１１１

13．諸規定検討委員会

池谷亘委員長

大道学副委員長

大野松次委員

高山螢委員

蕨市立病院

大道病院

京浜総合病院

高山整形外科病院

埼玉県

大阪府

神奈川県

東京都

O484-32-2277

06-962-9621

044-777-3251

03-607-3260

－１７８－



県
県
都
都

城
知
京
京

茨
愛
東
東

土浦協同病院

公立陶生病院

河井病院

曰本病院会

0298-23-3111

0561-82-5101

03－951-9116

03-265-0077

員委登内真

寺田守

河井博

高橋彦太郎

ロ
貝
ロ
貝

委
委
委

員

<特別委員会〕

1．病院情報センター運営委員会

三宅浩之委員長

青木禧和委員

飯田信吾委員

関東逓信病院

南大阪病院

北品川総合病院

前慈恵医大付属病院

自治医科大学

日本通信協力㈱

千葉大付属病院

舞子台病院

大阪回生病院

京
阪
京
京
木
京
葉
庫
阪

東
大
東
東
栃
東
千
兵
大

都
府
都
都
県
都
県
県
府

０３－４４８己6537

06-685-0221

03-474-0023

0427-34-4898

02854-4-2111

03-468-6331

0472-22-7171

078-782-0055

06-371-6234

池田博委

一条勝夫委

岡田行雄委

里村洋一委

土井義行委

曰西義之委

員

一

貝

ロ

貝

員

一

貝

員

2．国際モダンホスピタルショウ

都
県
都

京
田
京

東
秋
東

北品川総合病院

秋田赤十字病院

関東逓信病院

03-474-5861

0188-34-3361

03-448-6537

担当副会長

実行委員長

企画委員長

河野稔

竹本吉夫

三宅浩之

－１７９－



３．３３周年記念事業企画委員会

諸橋芳夫委員長

若月俊一委員

河野稔委員

有澤源蔵委員

竹本吉夫委員

高橋彦太郎委員

保旭中央病院

久総合病院

品川総合病院

犀総合病院

田赤十字病院

本病院会

国
佐
北
有
秋

県
県
都
府
県
都

葉
野
京
阪
田
京

千
長
東
大
秋
東

04796-3-8111

02678-2-3131

03－474-0023

0720-47-2606

0188-34-3361

03-265-0077曰

４．３３周年記念式典運営委員会

神奈川県

神奈川県

滋賀県

東京都

東京都

東京都

委員 港北耳鼻咽喉科病院

篠崎病院

長浜赤十字病院

河井病院

日本病院共済会

曰本病院会

長
員
員
員
員
員

平野一彌」

篠崎功

財津晃

河井博

大城三郎

高橋彦太郎

045-421-8944

045-371-0038

07496-3-2111

03-951-9116

03-264-3180

03-265-0077

委

委
委
委
委

－１８０－



５．３０年史記念誌編集委員会

小野田敏郎委員長

内藤景岳委員

渡辺進委員

吉岡観八委員

遠山豪委員

北原哲夫委員

高橋政頑委員

落合勝一郎委員

大城三郎委員

高橋彦太郎委員

西山君枝委員

（自宅）

03-990-9589

(病院）

06-685-0221

0476-22-2311

曰本病院会顧問

曰本病院会顧問

成田赤十字病院

新千里病院

曰本病院会顧問

東京逓信病院

杏林大学

東京文化学園

日本病院共済会

曰本病院会

曰本看護学校協議会

京
阪
葉
阪
重
京
京
京
京
京
京

東
大
千
大
三
東
東
東
東
東
東

都
府
県
府
県
都
都
都
都
都
都

０６－８７１－０１２１

(病院）
0592-27-6171

03-238-7111

0422-47-5511

03-381-0230

03-264-３１８０

03-265-0077

（自宅）

0424-85=9202

二他団体との連携委員〕

1．病院診療報酬適正化推進会議

国保旭中央病院

有澤総合病院

秋田赤十字病院

士浦協同病院

優生病院

河北総合病院

諸橋芳夫

有澤源蔵

竹本吉夫

登内真

北村行彦

小笠原道夫

員
員
員
員
員
員
員

委表代
委
委
委
委
委
委

県
府
県
県
県
都
都

葉
阪
田
城
庫
京
京

千
大
秋
茨
兵
東
東

04796-3-8111

0720-47-2606

0188-34-3361

0298-23-3111

06-488-1851

03-339-2121

03-448-6537関東逓信病院宅浩之

－１８１－



2．四病院団体連絡協議会

総合部会

諸橋芳夫

河野稔

有澤源蔵

国保旭中央病

北品川総合病

有澤総合病

院
院
院

委
委
委

員 千葉県

東京都

大阪府

O4796-3-811］

03-474-586］

0720-47-260〔

員

員

税制委員会

有澤源蔵

石井孝宜

有澤総合病院

森会計共同事務所

委
委

員 大阪府

東京都

0720-47-260〔

03-230-3808
一

貝

医療法委員会

池谷

大道

岡山義

藤掛

蕨市立病院

大道病院

岡山病院

藤掛第一病院

委
委
委
委

員 埼玉県

大阪府

愛知県

岐阜県

0484-32-2277

06-967-7111

052-221-1851

0582-65-5255

曰

員

学
雄
敏 員

員

医療経済委員会

岡本隆一

鈴木憲輔

北村行彦

岡本病院

八千代中央病院

優生病院

員
員
員

委
委
委

府
県
県

都
葉
庫

京
千
兵

075-611-1114

0474-83-1555

06－488-1851

－１８２－



会員 状況

昭和60年３月31日現在

会員数 会員数 会員数

１９００

－１８３－

都道府県名 会員数 都道府県名 会員数 都道府県名 会員数

道
森
手
田
形
城
島
木
城
馬
玉
葉
川
京
梨
野

海
奈

北
青
岩
秋
山
宮
福
栃
茨
群
埼
千
神
東
山
長

９
５
２
５
０
６
８
３
５
６
０
７
２
１
０
８

３
１
１
２
１
１
２
１
３
２
４
７
９
３
３
１

２

潟
岡
知
阜
重
賀
都
阪
良
山
庫
山
川
井
山
島

歌

新
静
愛
岐
三
滋
京
大
奈
和
兵
富
石
福
岡
広

１
６
９
５
５
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